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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章







　朝の教室は騒さわがしかった。

　先生が来て授業が始まるまでは、騒がしいのが当たり前だが、この日の朝はいつにも増して騒がしかった。

　自分の机の上に通学カバンを置いたニックに、斜ななめ前の席に座っているバートが話しかけてきた。

「よう、ニック。知ってるか？　今日の朝、アウトニア軍と帝てい国こく軍が、せんとーじょーたいに入ったんだぞ！」

　バートは「戦せん闘とう状態」を「せんとーじょーたい」と発音した。

　きっと……意味がよくわかっていないんだな。

　ニックはそう考えた。

「知ってるよ、母さんから聞いた。ネットニュースでもやってたしね」

「じゃあ、いまが、アウトニアのそんぼーのききだってことも知ってるのか？」

　ニックは驚おどろいた。それは、バートのいつものイタズラ小こ僧ぞうぶりからは考えられない博識ぶりだった。

　……いや、きっと意味もわからないまま、大騒ぎすることだけが面おも白しろくて言っているのかもしれない。

　ニックの想像は当たっていた。

　バートは、イスの上に立ち上がると、クラスのみんなに向かって言った。

「おい、みんな、聞いてくれ。アウトニア軍と帝国軍が、今日の朝、せんとーじょーたいに入った。これはアウトニアのそんぼーのききだ！　こんなときに学校で、先生の話なんか聞いているばあいじゃない！　そうだろう？」

　ニックは、一いつ瞬しゆんどうしようかと考えたが、すぐにクラスのお調子者が叫さけんだ。

「そうだ！　学校なんかきているばあいじゃない！　アウトニアのそんぼーのききなんだから！」

　何人かが拍はく手しゆをした。

　隣となりの子が拍手するのを見た子が拍手を始めた。

　ニックは、どうしていいかわからなかった。アウトニアが大変なことになっているのは知っていた。母さんが青ざめた顔になったのも知っていた。

　アウトニア軍は今、戦争をしている。

　三年前、アウトニア王国を滅ほろぼし、国民を王星ユーマから追い出したマガザン帝国が、もう一度やってきたのだ。

　今度は殺されるかもしれない。

　アウトニアという国を完全に消すには、アウトニアの人間を全部殺すしかないと、帝国は決めたのかもしれない。それができる戦力で帝国軍はやってきた。

　だから、アウトニア軍は戦うんだ。

　そう、父さんは言った。

　僕や……母さんを守るために戦うんだ……そう、父さんは言った。

　そして、今。

　父さんがその、真まっ只ただ中なかにいる。

　拍手なんか……。

　できなかった。

「やめろよ！」

　ニックは叫んだ。

　教室が、しん……と静まり返った。

　ニックは天てん井じようを指差した。

「僕の父さんはあそこにいる！　あそこで帝国軍と戦争している。戦争って、本気の撃うち合いだって、父さんは言った。どっちかの船が沈しずむまでビームを撃ち合うんだって……そして……そして父さんは笑って言った。死ぬかもしれない……って。帰ってこないかもしれない……って……だから母さんを守れって……そう言って家を出て行った！」

　ニックは教室にいるクラスメイトを見回した。

「お祭りじゃないんだ！　拍手するようなことじゃないんだ！」

　バートが吐はき捨てるように言った。

「関係ねえや、そんなの、俺は、アウトニアそんぼーのききだから、学校なんか来なくたっていい、って言ってるだけだ！」

　そのとき、教室に先生の声が響ひびき渡わたった。

「なんなの？　この騒ぎは！」

　教室の入り口に先生が立っていた。

　先生は、イスの上に立ち上がっているバートをにらみつけた。

「バート君！　イスは座るものです。踏ふみ台にして立つものではありません。座りたくないのなら、そのままで授業を受けなさい！」

　レイヤー先生は、若い女の先生だった。

　いつもは優やさしくて美人なんだけど、怒おこるとすごくおっかない先生でもある。

　バートは、あわててイスから降りて、言い訳するように言った。

「先生、俺は、クラスのみんなに、今はアウトニアのそんぼーのききだ、って話をしていただけです」

　レイヤー先生は腕うで組ぐみをして言った。

「そうね、廊ろう下かで聞いていたわよ。だから授業なんか受けている場合じゃない！　って言葉もね」

　バートはばつが悪そうな顔をして黙だまり込んだ。

　プロジェクトボードの前に立ったレイヤー先生は、クラスのみんなを見回してからゆっくりと言った。

「確かに、バートの言っていることに間ま違ちがいはありません。今日の朝、アウトニア軍は、このネオ・アウトニアから遠く離はなれた第七惑わく星せい軌き道どう上で帝てい国こく軍と戦いを始めました。この戦いに負ければアウトニアという国はなくなります。

　三年前、帝国軍にユーマを追われた私たちは、このネオ・アウトニアに新しいアウトニアを作りました。でも、この新しいアウトニアもなくなってしまうかもしれないのです。家も畑も学校も全部失って、今度こそ宇宙を放ほう浪ろうする難民にされてしまうかもしれないのです」

　レイヤー先生は、そこで言葉を切って、バートを見た。

「バート君、存亡の危機、とは、そういうことを言います、知ってましたか？」

　バートは、負けずに言い返した。

「でも先生、アウトニアが負けたら、この学校も何もかもなくなるんでしょ、それって大変なことだよ、やっぱり授業なんかやってる場合じゃないと思うよ」

　レイヤー先生は、ゆっくりと、そしてきっぱりと言った。

「いいえ、授業は続けます。いつもと同じように。昨日と同じように」

　そして、微笑ほほえんでからつけ足した。

「そして、明日もです」

　バートは不満そうな顔をした。

「いつもどおりでいいの？」

「そうです。なぜならそれが当たり前のことだからです」

　窓の外に広がるネオ・アウトニアの風景を見てから、レイヤー先生は優しく言った。

「このすべてが、昨日と同じであるように、アウトニアの人々の暮らしも昨日と同じに進んでいるのよ。同じように一日が始まり、ネットは同じような番組を流し、同じダイヤでバスは走っているわ……なぜだと思う？」

　クラスは静まり返った。

　ニックは考え込んだ。

　……なぜなんだろう？　アウトニアがなくなるかどうかってときなのに、なぜ誰だれもがそんなことを考えてもいないかのように、いつもと同じことを同じようにやっているんだろう？

　ニックは母親のことを思い出した。

　……そういえば。

　母さんもそうだ。父さんが宇宙に行っちゃったのに、いつもと同じように話をしていつもと同じように笑ってる。

　死んじゃうかもしれないのに……帰って来ないかもしれないのに……。

　そして、ニックは気がついた。

　そうか、そうなんだ……。

　ニックの顔つきに気がついたレイヤー先生は、微び笑しようを浮うかべてニックに手を差し伸のべた。

「ニック君、わかったの？」

「はい……間違っているかもしれませんけど……」

　おずおずとニックは続けた。

「僕の母さんを見ていて、気がついたんです。母さんは信じています。父さんが帰ってくることを……だから、いつもと同じように、昨日と同じように、父さんが家にいた頃ころと同じように話して、そして笑えるんだと思います」

　レイヤー先生の顔に微笑が浮かんだ。

「そうよ、みんな信じているのよ、アウトニアはなくならない。ずっと続く。昨日と同じ明日がきっと来るって……だからいつもと同じ生活をしているの……」

　クラスのみんなをぐるりと見回してから先生は静かに言った。

「もし、明日世界が滅ほろびようとも、私はりんごの苗なえ木ぎを植えるだろう……」

　そして、にこっと笑ってつけ足した。

「これが、私の一番好きな言葉よ」

　もう一度クラスのみんなを見回してからレイヤー先生は、ぱん！　と手を叩たたいた。

「さて、授業を始めましょう。みんな、宿題はやってきたでしょうね？」

　クラスのあちこちからうめき声が上がるのを聞きながら、ニックは教室の窓の外に広がるネオ・アウトニアの風景を見ていた。

　遠くそびえたつエルランド山脈の峰みね々みねはまだ白かったが、その山すそに広がる平原には、伸び始めた緑色の新芽が見えていた。

　その、なだらかな平原の一角に白い、芥け子し粒つぶのような家々が見えた。

　それは、ニックの住む開かい拓たく村だった。

　開拓村の後ろに広がる畑を眺ながめてニックは思った。

　……家に帰ったら今日、僕は、母さんと二人で、あそこにブドウの苗を植えよう。

　そして、ニックは小さくつぶやいた。

「アウトニアは負けない……ね、父さん」
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　第一章　補給点







　大気の存在しない宇宙空間では、映像だけで遠近感をつかむことは難しい。

　目の前に浮かぶ青色の箱の上を這はい回るアリの行列のような黒点の列。

　その黒点の一つ一つが、船せん舶ぱく用補給コンテナであることを知らなければ、目の前の宇宙空間に浮かんでいる四角い箱が、ティッシュの空き箱なのか、それとも高層ビルを束ねたほどもある集積倉庫なのか、その区別はつかない。

　惑わく星せいシードクロスの周囲にあるラグランジュポイントに設置された補給基地のコントロールルームで、集積倉庫から物資を運び出している運うん搬ぱん艇ていの映像をながめながら、帝てい国こく軍少しよう佐さの階級章をつけた若い将校が、ぽつりとつぶやいた。

「ビール一年分……か」

「は？」

　その少佐の脇わきにいた、中ちゆう尉いの階級章をつけた補給担当の女性士官が怪け訝げんな顔をした。

　少佐は、モニターを見つめたまま答えた。

「よくあるだろう？　懸けん賞しようなどの賞品で、コーヒー一年分とか、ワイン一年分とか。あの一年分という数字は何を元にして算出しているのか知っているかね？」

　女性士官は、小首をかしげた。

「帝国標準暦れきの一年三百六十五日に割り振ふって、一日一個……という単純な計算ではありませんよね」

「基本的には帝国の国民一人当たりの平均的年間消費量を基準にしているらしいが……友人がビール一年分を当てたときは、パーソナルパック三百六十五個が届いたそうだ……もっとも半年も保もたなかったらしいがね」

　女性士官は、微笑ほほえんだ。

「それ……本当に友人のお話ですか？　テディ少佐」

　テディは、女性士官を見てにやっと笑って答えた。

「本当さ。モリー・ヌーダルという男だ。それに……私だったら三ヶ月と保たない」

　女性士官は、モニタースクリーンに視線を戻もどして、つぶやくように言った。

「あの集積倉庫には、帝国第三軍の将兵三百万人が二週間生活できるだけの補給物資……食料、飲料水、嗜し好こう品、衣類、そしてトイレットペーパーに至るまで、ありとあらゆる生活必ひつ需じゆ品が常に収められています。懸賞にしたら何年分なんでしょうね？」

「さあ……わからないな。想像もつかん」

　テディは、腕うで組ぐみをして言葉を継ついだ。

「軍隊というのは、存在しているだけで、これだけの物資を消費しつづけるんだな。戦せん闘とうが始まれば、これにさらに弾だん薬やくと推すい進しん剤ざいなどを消費するわけか……頭ではわかっていても、こうやって目で見ると、あらためて驚おどろくな」

「軍隊は巨きよ大だいな胃い袋ぶくろとトイレである、と大昔の軍人が言ったそうですけど、本質はそのとおりですわ。何を生み出すこともなく、ただ消費し続けるだけの存在……帝国貴族と同じようなものですね」

　テディは、ちょっと驚いたような目で女性士官を見た。

　その女性士官は、色白だが化け粧しようっ気がなく、肩かたまでぐらいの髪かみの毛を、無造作に後ろでまとめている、見るからに実務屋という風ふう貌ぼうの持ち主だった。

　……年ねん齢れいは、私と同じ二十代後半といったところか。

　テディは、この女性士官の名前と肩書きを思い出した。

　カンナ・サイファ・リモージュ中尉……確か、マイア家に繫つながるリモージュ男だん爵しやく家の長女だったよな。

　テディはカンナ中尉に向かって微笑んだ。

「それは……平民出である私に対するあてつけかい？」

　カンナ中尉はあわてたように首を振った。

「とんでもありません！　あてつけだなんて、そんな！」

　テディは、すばやく切り返した。

「じゃあ、追従かね？」

　カンナ中尉は、はっとしたように顔を上げてテディを見た。

　そして、小さくうなずくと下を向いた。

「そう……かもしれません。今まで、その若さでその地位にまで昇のぼることのできた平民出身の士官の方はいらっしゃいませんでしたから」

「私の心の中にはさぞかし無能な貴族どもに対する鬱うつ憤ぷんが溜たまっているだろう……というわけか」

　カンナ中尉は、目を伏ふせた。

「妙みようなことを口走ってしまいました……どうかお聞き流しください」

　テディは笑いながら首を振った。

「聞き流してもいいが……条件がある」

　カンナ中尉の目が、すっと細くなった。

「条件……と、申しますと？」

「私が護衛する予定の輸送船団だが……船団の編成の変へん更こうを君から上司に働きかけてもらいたいのだよ」

　想像していた答えと違ちがったのだろう、カンナ中尉は一いつ瞬しゆんあっけにとられたような顔になった。

「船団の編成は、私のような一いつ介かいの将校にどうのこうのできるものではありません。すべて参さん謀ぼう本部で決定したスケジュールで動くものです」

　テディは顔から微笑みを消さずに答えた。

「わかってるよ、それくらい。私だってずっと現場にいた人間なんだから。私が君に頼たのみたいのは、上の人間が君に『どうだね？』と確かく認にんを求めたときに、ちょっと不安な顔をしてくれ、ということなんだ。上の人間が不安になって、計画を見直す気を起こすくらいにね」

　カンナ中尉は眉まゆをひそめた。

「……それは、どういうことなんですか？」

　テディは視線をモニタースクリーンに移した。

「宇宙空間での補給というのは惑わく星せい上の戦闘のように輸送手段を選ぶことができないだろう。緊きん急きゆう性のある少数の物資は空輸、通常の物資は陸上輸送、大量の物資で緊急性のない物資は船せん舶ぱく。という区別ができない。歯ブラシ一本も光子魚ぎよ雷らいも輸送にかかるコストと時間は同じだ……こんなことは私が言わなくても充分理解しているとは思うがね」

　小さくうなずいたカンナ中ちゆう尉いは、黙だまって次の言葉を待った。

　テディは、そのカンナ中尉の態度にちょっと驚いたような目でカンナ中尉を見た。

　カンナ中尉は真しん剣けんな目でテディ少しよう佐さを見返した。

　少し照れたように小さく咳せき払ばらいをしてからテディは続けた。

「今回の戦場は銀河辺境……それも、とんでもない辺境だ。帝てい国こくは今までこんな辺境で大部隊を運用したことはない。このシードクロスにあるタンホイザーゲートの数はたったの三個だ。帝国第三軍三万隻せき、三百万の将兵を維い持じするための血管としてはあまりに細い。だとしたら、前線の状じよう況きように応じて補給物資の内容をきめ細かく選別し優先順位を決めなくてはならない。なのに参謀本部の連中は、判で押したように補給物資の五割を弾薬、残りを推進剤と食料その他。と決めて、その比率を変えようとしない。どこが戦場になっても、相手がどんな敵でも、だ」

「それを……変えようというのですね」

　顔から微笑ほほえみを消して、カンナ中尉はつけ足した。

「前線では何が必要で何が必要でないのか。そういった情報が、私たちのところにくるのはたいてい戦闘が終結してからです。参謀本部は、そういった必要な情報すら出そうとはしません。それどころか納入業者と結けつ託たくして、古い在庫品や期限切れの品物を前線に送るように指示する参謀すらいます……そのことは以前から指し摘てきする声があがっていますが、それで責任を追つい及きゆうされた参謀はいません」

　テディは小さくため息をついて肩かたをすくめた。

「仕方ないな、救きゆう命めい艇ていに設置してある救命用生命維い持じ装置が期限切れで使えなくても、使えなかった！　と、文句を言ってくる人間はいないからね」

　カンナ中尉は、少しショックを受けたように目を見開いた。

　再びモニタースクリーンに視線を移してテディは言った。

「宇宙空間の戦せん闘とうにまず必要なのは推すい進しん剤ざいと飲料水だ。推進剤があれば漂ひよう流りゆうしないですむし、水は生命維持の基本だからな……」

「補給船団によって運ばれる物資の比率を変更し、弾だん薬やくの代わりにその二つの品目の補給量を増やせということなのですね？」

　テディはうなずいた。

「そうだ。護ご衛えい艦かん隊司令は、補給船団の編成などに口を出せる立場にない。そんなことは百も承知で君に頼んでいる。君はそれができる場所にいるんだ」

　カンナは冷静な口調で答えた。

「帝国軍運輸規則の規定には、その権限は作戦参謀室の兵へい站たん部の長が行う、と規定されています。私ではありません」

「そりゃそうだ、いくら補給担当部の士官とはいえ、上役に無断で勝手なことができるわけがない。……そしてきっと君は一度もそんな勝手なことはやったことがないんだろうな。勝手なことをした人間がこんな部署にいるわけがない」

　そして、テディは、にやっと笑ってつけ足した。

「よく言うだろ上役が『勝手なまねは左さ遷せん』って……」

　カンナは、一瞬考えてから、テディの言っている意味に気がついた。

　……笑ってあげるべきなんだろうか？

　自分のジョークが受けなかったのに気がついたのだろう、テディは少し赤くなった。

「不発か……今のはどこが面おも白しろかったかと言うと……なんて解説を入れるほど寒いことはないから、忘れてくれ。とにかくだ……」

　真面目まじめな顔になったテディは言葉を継ついだ。

「君にやって欲しいことは唯ただ一つ。とにかく兵站部長に、積荷の比率を変更してもいいかな？　いや、やらないとダメなんじゃないかな？　やったほうがいいな。よし、やろう！……と思わせて欲しいということなんだ。やり方はまかせる。君は、きっと私なんかよりずっとそういうことに長たけていると思うからね」

　カンナ中尉は微笑んだ。

「……オヤジ連中をおだてて使えなくては、補給担当士官は務まりませんわ」

　頭を搔かきながらテディは答えた。

「ありがとう。補給船団護衛なんて仕事は今回が初めてだし、今まで補給担当の士官と、こういった話ができる立場になったことなどなかったから……もし、補給担当士官と話す機会があったら頼たのんでみようとずっと思っていたんだ」

　そう言ってにやっと笑ったテディの微び笑しようを見たとき、カンナは一番下の弟の顔を思い出した。

　……イタズラ小こ僧ぞうのケリンに似ている。

　今まで、こんな人はいなかった。こっちが隙すきを見せたときに、個人的便べん宜ぎを計ってくれと付けこむ士官はいても、前線で戦う兵士のために何かをしてくれなんて頼む人は……。

　この人なら……信じられるかもしれない。

　カンナはもう一度微笑むと、うなずいた。

「わかりました。できるかぎりのことはやってみましょう」

「悪いね」

「その代わり、こちらからも条件があります」

「条件？」

　警けい戒かいするような目をしたテディに、カンナは微笑を浮うかべたまま答えた。

「ええ、作戦開始までお時間がありますでしょう？　……あの、もし、よろしければ、ご一いつ緒しよにお食事でもいかがですか？」

　テディは、あっけにとられたような顔をした。

「食事？　私とですか？」

　カンナは不安そうな顔になった。

「いえ、あの……無理にとは申しません……」

　テディは顔の前で両手を振ふった。

「いや、びっくりしただけです。今まで男だん爵しやく家令れい嬢じようなんて方と食事なんて考えたこともありませんでしたから」

　カンナは顔を赤らめて下を向いた。

「男爵家などといっても、リモージュ家は名目だけの貴族で領地も何も持っておりません……暮らしぶりは、お恥はずかしいかぎりですわ」

　テディは笑った。

「私だって平民の、それも貧びん乏ぼう人の小せがれですよ。帝てい国こく軍の中でこそ少しよう佐さですがね……」

　その、テディの顔を見てカンナは思った。

　……そう、この人は平民出身でありながら、この若さで少佐になった。

　だからこそ、この人は私を必要とするはずだ。

　私の……貴族の身分と、そして補給担当士官としての立場を。

　カンナは微笑ほほえむと一礼した。

「では、二時間後に、士官専用ラウンジでお待ちしていますわ」

「わかりました。光栄です……」




　コントロールルームを後にしたテディは、背後でドアが閉まるのを確かく認にんしてから大きく深呼吸をした。

　……裏に何があるのか知らないが……面白くなってきたな。

　そして、テディは、にやっと笑ってつぶやいた。

「乱世より先に末世が来たってわけでもあるまいがな……」

　しかし、残念なことにテディのいうところの末世は訪れなかった。

　この直後、帝国第三軍とアウトニア軍との戦せん端たんが開かれたと言う一報により、彼の護衛する輸送船団の出発が早まったという連れん絡らくが彼に届いたからである。
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「艦かん隊たい」

　それはさまざまな種類の艦船の集合体である。

　大きさ一つを取ってみても、Ｚ級戦艦やＦ級機き動どう艇てい母艦などの大型艦と、小型の駆く逐ちく艦かんとは体積にして十数倍の差があり、当然速度も大きく違ちがう。

　小型艦は加速度が高く、小回りが利きくが、戦艦や機動艇母艦などの総質量の大きな艦は、そうはいかない。

　こういった加速度も、大きさも異なる艦船の集合体である艦隊を、意のままに動かすことがどれほど大変なことなのか想像できるだろうか？　二次元的な動きではなく三次元的な動きが要求される宇宙空間における艦隊機動運用は至し難なんの業わざといっても過言ではない。まして、その艦隊の艦船の総数が一万隻せきを超こえているとしたら、そのすべてを有機的に動かすことは不可能に近いだろう。

　帝国軍が大規模な艦隊を運用するときに、球形陣じんを多用する理由はそこにあった。

　艦隊は常に球形を崩くずすことなく動く。

　各艦は球形陣内にあるＸ軸じくとＹ軸によって示された座標をポジションとして維い持じするだけでよい。三次元空間のどの方向からの攻こう撃げきにも対処できるし、遠えん距きよ離り砲ほう撃げき戦から雷らい撃げき戦に移るようなときに編成を変える必要があれば、球形陣内のポジションを交代するだけで済むのだ。

　球形陣は守るに固く、圧あつ倒とう的な戦力をもって敵を圧あつ迫ぱくするのにもっとも適した陣形である。

　しかし、これには致ち命めい的な欠けつ陥かんがあった。

　万が一にも球形陣内に敵の侵しん入にゆうを許した場合、座標による艦隊運用しかできない球形陣では対処しきれずに、いたずらに損害を増やすこととなるのだ。

　しかし、帝国における過去の戦いにおいて、球形陣が破られたことは一度もなく、まして戦力として十分の一のアウトニア軍に、第三軍の球形陣を破ることができるはずもなかった。

　だが、バルク中将は、あえて球形陣の前方に強化した防ぼう御ぎよシールドを展開し、徹底的に防御力を高める作戦を取った。

　それは、まさに石橋を叩たたいて一番最後に渡る、と言われているバルク中将ならではの用心深さだった。

　球形陣の内部に位置する戦列艦の主砲ビームの射程距離は、アウトニア艦隊の主力兵器である光子魚雷の射程距離よりもはるかに長い。

　従って、前面に強化防御シールドを展開して近づけば、損害を受けることなく光子魚雷を撃ち込むために近づくアウトニアの艦隊を一気に叩くことができる。

　それが第三軍の作戦参さん謀ぼうの考えた作戦だった。

　帝国軍第三軍の戦力は、強力な火力と防御力を持つ、いわゆる戦列艦と呼ばれる戦艦が千二百隻。そして重巡じゆん航こう艦かん、軽巡航艦、駆逐艦などのその他の艦を含ふくめた約二万隻に及および、それに対するアウトニア軍は、戦列艦と呼べるものは数隻、その他の艦──巡航艦、駆逐艦、そしてフリゲート艦などの小艦艇を含めた総数は約二千隻であった。

　数にして十分の一。

　いかなる奇き策さくを取ろうとも、この絶対的な戦力差をひっくり返すことはできない。

　第三軍の作戦参謀たちが行った約一ヶ月にわたる戦術シミュレーションの答えがそれだった。




　アウトニア星系に転移した帝てい国こく軍を出で迎むかえたのは、針路上に並ぶ、おびただしい量のデコイの群れだった。

　廃はい品ひんのコンテナなどを寄せ集めて作られた、そのデコイを調査した帝国軍は、その目的を単なる時間稼かせぎと判断し、これを無視して前進を開始した。

　そして、ついにアウトニア星系の第七惑わく星せい軌き道どう上で、アウトニア軍と接敵した。

　帝国軍が無視したデコイの群れ。

　それこそが、数にして十対一という劣れつ勢せいのアウトニア軍の切り札。廃船の反応炉ろを暴走させて、ビームとして撃うち出すという一回限りの使い捨てガンシップ、通つう称しよう「撃てるンです」の群れだったのだ。

　耐たい久きゆう性も経済性も何も考えず、すべてをただ一発のビームにして撃ち出すこの「撃てるンです」一隻のエネルギーは、戦列艦一隻の撃ち出せるすべてのビームの威力を足したものを上回った。

　アウトニア軍は、千隻の「撃てるンです」を帝国軍の正面に置き満を持して待った。

　帝国第三軍の作戦参謀は優ゆう秀しゆうであり、帝国軍において、彼らほど柔じゆう軟なんな発想と、堅けん実じつで合理的な思考ができる軍人はいなかった。

　バルク中将が智ち将しようと呼ばれる理由は彼らにあり、そしてまた彼らの意見を取捨選せん択たくする能力がバルク中将に備わっていたからである。

　しかし、残念なことにその優秀さはあくまでも帝国軍という器うつわの中における優秀さだった。その器の中には、数百年に及ぶ帝国軍の戦歴により培つちかわれた「セオリー」というものが、しっかりと根を張っていたのだ。

　参謀たちは、その太いセオリーという根っこで支えあった「常識」というものを、ずんばらりんと切り開くような刃は物ものがこの世にあるとは思わなかったに違いない。

　彼らは知らなかった。

　それは銀河辺境の開かい拓たく惑星の上に存在していた。

　収まりの悪い黒くろ髪かみを持つ一人の青年の形をとって存在していたのだ。




　帝国軍が、アウトニア艦隊の正面に位置したそのとき。ついにアウトニアの切り札が反はん撃げきの火ひ蓋ぶたを切った。

　帝国軍の正面に並んでいた千隻に及ぶ「撃てるンです」の撃ち出したエネルギーの奔ほん流りゆうは、一本の大きな束となって、帝国軍の正面に展開されていた防御スクリーンにぶち当たった。

　そして、エネルギーの束は、暴徒が丸太で商店のショウウィンドウをぶち破るような荒あら々あらしさで、第三軍自じ慢まんの強化シールドと、その内側に並ぶ千数百隻の前衛艦隊を打ち砕くだいた。

　いや、それが打ち砕いたのは、艦隊だけではなかった。その光景を見ていた第三軍の参謀たちの自信や価値観をも一撃で打ち砕いたのだ。

　帝国第三軍の中ちゆう枢すうは、今、マヒ状態にあった。




　惑わく星せいネオ・アウトニアの地表にあるアウトニア軍総本部の一室で、一人の収まりの悪い黒髪を持つ青年が、コンソールの前にあるモニタースクリーンで、その光景を見ていた。

　そして彼、マイド・ガーナッシュは、アウトニア軍全軍に対して短く命令を発した。

「サイコウエーブネット起動！　各艦の艦長、及び通信オペレーターは感応端たん末まつにアクセスせよ！　この戦いの情報処理は、すべてこのサイコウエーブネット上で行う！」

　そして、目の前に立つホログラフの老人を見た。

「いいかい？　ヴァル」

　その白はく髪はつの老人は、微笑ほほえむと静かに一礼した。

『準備はできております……』

「よし、じゃあ行こう」

　マイドは目の前にある感応端末に手を伸のばした。

　端末の冷たさを指先が感じ取るのと同時にマイドの意識はどこかに飛んだ。




　そこは、アウトニア軍の旗艦シザーズ・ナイツのブリッジにある中央指揮室に実に良く似た場所だった。

　すり鉢ばち上になった部屋の中央には、巨きよ大だいな三次元立体スクリーンが浮うかび、その周囲には無数のコンソールと、その前で指示命令を下すオペレーターたちが並んでいる。

　シザーズ・ナイツの中央指揮室との大きな違いは、その規模だった。

　コンソールとオペレーターの数は、数千を超こえていた。

　それは、巨大なドーム球場の観客すべてがオペレーターとなったような光景だった。

　部屋の中央に浮かぶ巨大な三次元立体スクリーンの中には、緑色の光点で作られた球体が浮かんでいる。

　二万数千個の緑色の光点で作られた球。それは帝国軍の球形陣じんだった。

　緑色に光る光点一つが、帝国軍の戦せん闘とう艦かん一隻せきの位置を示しているのだ。

　今、その緑色の光点で作られた球体には、紡ぼう錘すい形をした赤い光点の塊かたまりが突つき刺ささっていた。

　球形陣の大きさから見れば、それはごく小さな塊でしかなかったが、その赤い光点こそ、帝国第三軍に戦いを挑いどんでいるアウトニア艦隊の姿だった。

　気がつくと、マイドの目の前に、ケルプワイン艦隊を指揮するケルプと、義勇軍艦隊を指揮するミストラル、そしてその副官であるサライが立っていた。

　それは、それぞれの個人の意識をヴァルゲインが擬ぎ似じ空間上で実体化させたものだった。

　彼らの実体は、それぞれ自分の指揮する艦隊の旗艦に立っているはずだ。

　ケルプとミストラル、そしてサライの三人は、マイドに向かって敬礼をした。

　そして、ケルプがにやっと笑って言った。

『待っていたぞ……マイド』

『……ごめん』

　頭をさげたマイドにむかってミストラルが言った。

『マイド閣下の作戦命令のとおりに戦局は進んでいます。しかし、マイド閣下なくしては勝利することはできません……心中はお察ししますが、まず勝たないことにはこの先も何もあったものではありません』

　すべての葛かつ藤とうを押し殺したような冷たい表情でマイドはうなずいた。

『そうですね、僕は戦いに勝つためにここにいるのです。戦争に勝ち、アウトニアを守る。それが僕の存在理由です』

　そして、マイドは静かに言葉をつけ足した。

『僕は……義務を果たします』

　その、実に冷静なマイドの言葉を聞いたとき、ケルプの背中に小さな戦せん慄りつが走った。

　マイドは、そのケルプの感かん触しよくに気がついたようにケルプを見た。そのまなざしも、やはり静かだった。

『僕が、怖こわいかい？』

『あ……いや……くそ、感応端末じゃあ噓うそはつけねえな。正直に言うよ……』

　ケルプは首を振ふった後で忌いま々いましげにうなずくと、言葉を続けた。

『俺は今、お前が怖くて仕方ない。お前がメイ王女の仇かたきを討つ気になっても仕方ねえな……とも思っている。お前にはそれをする理由も動機も充じゆう分ぶんにあることを知っている。……でも、俺はお前に、冷血で無む慈じ悲ひな戦争機械のような人間になって欲しくないんだ』

　マイドは口の端はしに小さな微び笑しようを浮かべた。

『……なりたかったよ。冷血で無慈悲な戦争機械にね。僕はひょっとしたらその能力だけを持たされて生まれて来た人間なのかもしれないんだからね……』

『マイド！』

　ケルプの顔を見て、マイドは静かに続けた。

『僕は、僕に求められている責任を果たす。僕にはそれ以外にメイ王女に応こたえるすべがない……』

　ケルプは顔を上げた。

『マイド、アウトニア全軍の将兵は、今、この空間でお前の意識を受け取り、そしてお前は全軍の将兵の意識を受け取っている……わかるだろう？　俺たちが今、お前のことをどう思っているのか』

　マイドは感じていた。

　それは明確な意識ではなかった。

　さまざまな意識が入り混じった渦うずのようなものだった。

　敵意もあった。

　羨せん望ぼうも、嫉しつ妬とも、恐きよう怖ふも、不安もあった。

　しかしその感情の数倍の量の敬意と親愛の情が入り混じり渦を巻き、大きなうねりのようにマイドを包んでいた。

　いくつもの意識がメイの顔を思い浮かべているのがわかった。

　狙そ撃げきを受け、意識を取り戻もどすことなく重じゆう篤とくな状態にありつづけるメイ王女のことを心から心配し、そして、メイのもとを離はなれ、今ここに立つマイドに感謝しているのがわかった。

　マイドはケルプに向かって微笑ほほえんで見せた。

『冷血な戦争機械か……これで、もしメイがこの世を去っていたら、僕は間ま違ちがいなくそういった人間になっていただろう。

　でも、帝てい国こくはメイを殺そうとはしなかった。メイは生き続ける……少なくとも一年は生きているだろう。その間になんとかできるかもしれない。そう考えたとき、僕は気づいたんだ。この時間はメイが僕にくれた時間だってことにね……』

　ケルプの意識の中にマイドの意識の片へん鱗りんが入って来るのがわかった。

　サイコウエーブネットは、リンクしている人間の表面上の意識だけを投とう影えいするように作られている。しかし意識の中に含ふくまれる潜せん在ざい意識を完全に消すことはできなかった。

　それは、氷のように凍いてついた深い悲しみと、炎ほのおのように燃え上がる復ふく讐しゆう心と、そしてほんの一筋の希望だった。

　その意識は、このサイコウエーブネットにリンクしている数万人のアウトニア軍の将兵にも等しく伝わっていった。

　ミストラルが尋たずねた。

『お待ち下さい。メイ王女様が一年は生きているだろう、というマイド閣下の判断は、どのような根こん拠きよによるものですか？　毒物の分ぶん析せき結果が出たのでしょうか？』

『いいえ、毒物の成分はまだわかっていません。それは推測……しかし根拠のある推測です』

『根拠のある推測？』

　マイドはうなずいた。

『あの弾だん丸がんは間違いなく僕を狙ねらったものです。帝国は、あの弾丸によって僕を殺すつもりはなかったということになります。

　なぜ、僕を即そく死しさせなかったのか、その理由は簡単です。組織のモチベーションを上げないためです。組織のトップを暗殺することは結果的に組織を崩ほう壊かいに追い込むかもしれませんが、トップが殉じゆん教きよう者しやとなった場合、逆に組織の結束力を強めることがあります。帝国は、それを恐おそれたのだと思います』

　ミストラルはうなずいた。

『指導者が死にもせず生きもせず、一年以上昏こん睡すい状態にあったとしたら……その方が格段に組織のモチベーションは落ちるにきまっている……』

　ミストラルの言葉をサライが継ついだ。

『まして、私たちはマイド閣下の心意気に感じて集まった集団ですからね……もしマイド閣下が、メイ王女のような状態になったとしたら、到とう底ていこんな戦い方はできません』

　ケルプは小さくうなずいた。

『そうか……メイは死なない……今のところは、ということなのか』

『ああ、間違いないと思う。今、マリリンとミィ博士が、メイを救うために必死になっている。だから僕も必死になる。メイが目を覚ましたときに、ちゃんとアウトニアがこの世界に存在していることを、僕は告げなくちゃならない……そういうことさ』

『メイは死ななかった……それを神様に感謝すべきだな』

『感謝しているよ』

　ケルプは首を振ふった。

『いや……お前じゃない、帝国が、だ……』

　マイドは、自分の意識の中にある一筋の希望が、凍てついた大地に射さし込む春の日のような暖かな感かん触しよくを持った波は紋もんとして、サイコウエーブネットにリンクしている人々の心の中に広がっていくのがわかった。

　その波紋が広がる先から、いくつもの意識が返ってくるのがわかった。

『よかったですね！　マイド閣下！』

『がんばりましょう！』

『メイ王女に、アウトニアは負けなかったことを教えてあげましょう！』

『さあ、命令を！　帝国軍なんかさっさと片づけてみせます！　早くメイ王女のところに行ってあげてください！』

　そして、マイドは知った。

　アウトニアの国民でもない人々がなぜ……アウトニアのために戦うのか。

　マイドはその理由を知った。

　漠ばく然ぜんと感じていたその理由が今、確信となってマイドを包んでいた。

　ミストラルは微笑んだ。

『そうですよ、マイド閣下。それが理由なんです。あなたは信じるに足りる人間なんですよ！　私たちはアウトニアのために戦うんじゃない……あなたのために、あなたが信じるもののために戦うんです。さあ、命令を！』

　ミストラルの言葉が終わるのと同時に、アウトニア軍の将兵数万の意識がマイドを揺ゆさぶった。

　それは、明確な意識ではなかった。

　しかし、意識を決定する、その根底に存在する何かだった。

　一言で言うと、それはその場にいるすべての人間に共通する価値観のようなものだったのかもしれない。

　愛するものを愛する。

　信じるものを信じる。

　その、当たり前のことを、当たり前にやろうとする意志の力。

　それを尊いものと信じ、それをやりとげることに喜びを見み出いだす力。

　その数万の人間の心の中にある力がマイドを揺さぶった。

　ごうごうと音を立てて、マイドの中にその想おもいが流れ込んできた。

　マイドは、そのすべてを受け止めた。

　両足をふんばり、全身に力を入れて、その意識の集合体を受け止めた。

　泣きたかった。

　声を上げて泣きたかった。

　自分という存在と、そしてメイのことを、これほどまでに敬愛してくれている人々に感謝したかった。

　しかし、マイドは泣かなかった。




　そう……今は。

　泣くときじゃない。




　マイドは前を向いた。

　アウトニア軍旗き艦かんシザーズ・ナイツの中央指揮室で三次元立体スクリーンを見ている参さん謀ぼうの意識がマイドの目の前に広がっていた。

　そこには、ケルプワイン艦隊の半分が球形陣じんの内部に侵しん入にゆうした姿が映し出されていた。

　巨きよ大だいな球形の緑の光点と、その一部に突つき刺ささったちっぽけなナイフのような赤い光点。

　誰だれがどうみても勝ち目のない圧あつ倒とう的な数の差。

　しかし、改めてその光景を見やったマイドと、そしてこの空間にリンクしているすべての将兵の心に、恐きよう怖ふはなかった。

　そこにあるのは驚きよう愕がくだった。

　帝てい国こく第三軍の球形陣が破られたその光景は、過去におけるどのような戦いでもありえなかった光景だったからだ。

　いくつもの意識が乱れ飛んだ。

『帝国正規軍の球形陣を正面突とつ破ぱかよ！』

『すげえ！　あれは俺たちなのか？』

『ああ。あれは俺たちがやったんだ！』

　マイドの意識は、アウトニアの艦隊の隅すみ々ずみへと飛んだ。

　最初にマイドの意識がリンクしたのは、ミストラルが指揮する義勇軍艦隊の中の一隻せき。

　アクトレス星系からやってきた一団が乗り込む旧式の軽巡じゆん航こう艦かんの乗組員の意識だった。

『マイド閣下ですか！　いやあ光栄ですな。我々は第九次桃もも星ぼし戦せん役えきで、マイド閣下によって救われた人間です……これは、あのときの恩返しです』

『あなた方に、言うべきお礼の言葉を僕は思いつきません……死なないでください。死ぬことは無む駄だなんです！』

『死にはしません！　せっかくマイド閣下が助けてくれた命ですからね、粗そ末まつにしたらバチが当たります！』

　マイドの意識は、次にネオ・アウトニアを防衛するために配置されている「撃うてるンです」に乗り込んでいる射手へとリンクした。

『マイド閣下？　うわ！　なんで俺のとこに？　……あ、すみません、まさか俺のところに来てくれるなんて思ってもいなかったもので』

『あなたたちは、僕たちの最後の砦とりでです。さっきの一いち撃げきであなた方の存在は秘密でも何でもなくなってしまいました。今度は狙ねらわれるでしょう……無理をしないでください』

『無理なんかしませんよ、無理するぐらいならさっさと逃にげて、次の「撃てるンです」に乗り込みます。「撃てるンです」は、まだまだいっぱいありますから』

　次にリンクしたのは、ケルプワイン艦隊の軽巡航艦の中の一隻。その艦の光子魚ぎよ雷らい発射管を担当している女性士官の意識だった。

『あら！　マイド閣下ですか！』

『いきなりお邪じや魔まして申し訳ありません。サイコウエーブリンクは、個人のプライバシーには深く関かかわらないように調節されていますので、ご安心ください』

『ご安心ください！　そんなことなんか気にしていません。それどころかマイド閣下に私の心の中を覗のぞいていただきたいくらいです！』

　そして、笑い声が聞こえてくるような意識が伝わってきた。

『……あら、いけない！　こんなこと考えてたら、メイ王女に怒おこられちゃいますね！』

　次にマイドの意識がリンクしたのは、ケルプワイン艦隊の機動戦せん闘とう艇てい部隊司令のカントリー・ギフト司令の意識だった。

『準備はできてますぜ！　各機ともジェネレーターはビンビンです！』

　カントリー司令のべらんめえ言葉の感かん触しよくを感じながらマイドの意識は、同じ機動母艦に搭とう載さいされている機動戦闘艇のパイロットへと飛んだ。

『わお！　マイド閣下よ』『わあ、ずるい！　なんでネカン姉さんだけに……あれ？　マイド閣下？』『きゃ！　覚えてくれていたんですか！　わお！　光栄ですぅ～』『え？　え？　マイド閣下なの？』

　メス猫ねこカルテットの意識が戸と惑まどいとともにマイドに届いた。

　そして、四人組に向かってマイドの意識が返ってきた。

　優やさしい、そして暖かな、いかにもマイドらしい意識だった。

　それは、コックピットに座ったネカンたちの心を揺ゆさぶった。

『わかっています！　ちゃんと帰ってきます！』『やられるもんかよ！』『安心してよ！　マイド閣下とメイ王女の結けつ婚こん式見ないうちに死んだりしないって！』『わたし、がんばる！　ぜったいに！』

『……無理しないでくれ……』

　マイドの意識はネカンたちにそう告げると去って行った。

　ネカンは、思わずにじんだ涙なみだをぬぐいながら、心の奥底でメイ王女を嫉しつ妬としている自分に気がついていた。

　……あの優しさを……メイ王女は独ひとり占じめできるんだ……。

　やがて、マイドの意識は中央指揮室のメインスクリーンに戻もどってきた。

　帝国軍の球形陣の中にケルプワイン艦隊の前衛艦隊が侵入を開始するところだった。

　意識下のこの空間で行われた、今までのやり取りすべてに要した時間はほんの数秒に過ぎなかったのだ。

　そして、ついにマイドは命令を発した。

『諸君！　我々は今、歴史に残る戦いを展開しつつある！　この戦いは時間がすべてを決める！　敵艦隊が立ち直る前に、最大限の打だ撃げきを与あたえるんだ！

　突とつ入にゆうしたケルプワイン艦隊は速度を維い持じしたまま敵艦隊内部に浸しん透とうしろ！　機動艇を発進させて球形陣の中を思い切りひっかき回せ！　義勇軍は突とつ破ぱ口こう周辺の敵を掃そう討とうし、退路を確保しろ！』

　そしてマイドは、にやっと笑ってつけ足した。

『作戦名ハードディズ……開始！』

　全軍の歓かん声せいがサイコウエーブネットの擬ぎ似じ空間を揺さぶった。




　この、サイコウエーブ通信を利用した擬似空間における意識伝達という方法は、一年前、第九次桃もも星ぼし戦せん役えきで、マイドが残存兵力を運用したのと基本的に同じものだった。

　各艦の艦長や操艦オペレーターは、中央指揮室の参さん謀ぼうの目で全体を見み渡わたし、自分の艦の位置をリアルタイムで知ることができる。そして中央指揮室にいる参謀たちは、前線で今何が起きているのかそれをリアルタイムで知ることができる。

　敵の火力や防ぼう御ぎよ力が知りたければ、意識を敵情分ぶん析せき参謀に飛ばせばいいだけのことだ。

　それは、まさしく艦隊運用を行うために生まれてきたようなシステムだった。

　船が、まだ惑わく星せい上にある海の上を動いていた時代から、人類は旗や光といった通信手段によって艦隊を運用してきた。確実な通信システムなくして兵力の運用はありえないのだ。

　しかし、通信システムを運用するには、情報の統制が必要である。

　無数に飛び交かう情報の中から重要な情報を選別する能力がなくては、どんなに進んだ通信システムも役に立たない。

　第九次桃星戦役の後、マイドはヴァルと共に、この共通空間に多数の意識を投とう影えいし情報の選別を行う、というまったく新しい通信システムを作り出していた。

　この共通空間の壁へき面めんで受け答えをしているオペレーターは、すべて電子人格によってコントロールされた擬似人格である。

　この空間にアクセスする人間一人一人に擬似人格のオペレーターが付き、意識のコントロールと情報の選別を行うのだ。

　バーチャル空間に、現実と寸すん分ぶん違たがわぬアウトニア王国の首都ユーマを作り出すという経験がそれを可能にした。

　個にして全。

　全にして個。

　今、アウトニア艦隊は一つの生物のように、滑なめらかに動き始めていた。




「そーれ行けぃ！　生きて帰れば俺のおごりで何でも食わせてやる！　死んだヤツはメシ抜ぬきだぁ！」

　ケルプワイン艦隊機動戦闘艇部隊司令カントリー少将の威い勢せいのいい、べらんめえ言葉とともに、機動母艦から、単座の機動戦闘艇と光子魚ぎよ雷らい搭とう載さいの攻こう撃げき艇ていが次々に発進した。

「加速開始！　用意はいい？」「まかせとけって！」「へへ、私の機動戦闘艇は可変ノズル新品だもんね！」「アーヤのもそうだもん！」

　仲間の返事を聞いたネカンは、微笑ほほえんだ。

「スクラップ屋とは思えない腕うで前まえだったよね、あのティー・トワイニングって娘こ」

　ヨニが感心したように答えた。

「ホント！　天才だよぉ、ノズルの変へん更こうで出力が二十パーセントもアップするとは思わなかったもん」

　オノチが嬉うれしそうにつけ足した。

「これで天下無敵ィ！」

　アーヤがさらにつけ足した。

「前に同じィ！」

　ネカンは再び微び笑しようを浮うかべると、さらに加速を開始した。




　球形陣じんの中を突とつ進しんするケルプワイン艦隊の先頭には、ケルプ艦隊で最も快速で運動性の高い艦隊が配置されていた。

「撃うてるンです」の直ちよく撃げきを食くらい、壊かい滅めつ的な打撃を受けた帝てい国こく軍の前衛艦隊は損傷がひどく、ほとんど防ぼう御ぎよ砲ほう火かを撃てる状じよう況きようになかったのだろう、ケルプワイン艦隊は、いとも簡単に球形陣内への侵しん入にゆうを果たしていた。

「周辺の損傷艦にかまうな！　俺たちの目標は、ただ一つ！　球形陣中心部の主力艦隊だ！」

　ケルプワイン艦隊の先頭を行く軽巡じゆん航こう艦かん隊たいの艦隊司令であるワタル・ロングウェイは隷れい下かの軽巡航艦たちに向かって指示を与えた。

　モニターに映る帝国軍のピケット艦の残ざん骸がいを見て、副官が言った。

「我々の一撃は、球形陣の何層ぐらいまでブチ抜いたんでしょうね？」

「よくわからないが、第三層ぐらいまでは行ったみたいだね。つまりそれより奥の重巡航艦は無傷だってことだろう」

　ワタルがそう答えたとき。センサーオペレーターから指示が飛んだ。

「敵の中層部艦隊から砲撃が始まりました！」

　ワタルはにやっと笑った。

「よし！　艦隊統制を解く！　これよりハルカ艦隊は各艦の判断で艦を機動し、敵陣形の隙すき間まを縫ぬって前進を開始する！　すべての砲火は正面に集中しろ！　ぶつかるなよ！」

　命令が下るのと同時に、ワタルの乗る旗艦の周囲に集まっていた軽巡航艦と駆く逐ちく艦かんたちが、バラバラになっていく。

　そして、軽巡航艦たちは防御砲火を撃っていた第三層のピケット艦に一発も打ち返すことなく、最大速度を保ったままその脇わきをすり抜けて行った。




　その頃ころ、マガザン帝国第三軍アウトニア討とう伐ばつ艦隊旗艦クレセント・バリアリーフの中央指揮室では、情報処理参謀たちが、アウトニア軍の最初の一撃で混乱した状況から立ち直るべく情報の分ぶん析せきと状況判断を行っていた。

『前衛艦隊の四十七パーセントが戦せん闘とう不能！』

『敵のエネルギー兵器は、球形陣の第三層まで貫かん通つう！　エネルギーベクトル判別不能！　既き存そんのビーム兵器ではありません』

『敵巡航艦、球形陣内に侵入！』

『壊滅した前衛艦隊の代わりに後方の艦を配置しろ！　急げ！』

『各艦は防御砲火を展開せよ！』

　中央指揮室の中央に浮かんだ陣形図には緑色の光点で作られた球の一箇か所しよから、いくつもの赤い光点が球形の内部に侵入している姿が映っていた。

　沈ちん着ちやく冷静で知られたバルク中将は指揮コンソールの前に立って、その陣形図を食い入るように見つめていた。

　赤い光点の群れの先せん端たんの密度が急に荒あらくなったのを見たバルク中将は、ちらっと視線を敵味方識別装置のカウンターに走らせた。

　数はほとんど変わっていなかった。

　バルク中将は目の前のモニターを指差した。

「見ろ！　敵艦隊の先端部を！　密度が薄うすくなっているのは、撃沈されて数が減ったわけではない！　艦の間かん隔かくを空けて、こちらの球形陣のグリッド内に浸しん透とうするつもりなのだ！」

　参さん謀ぼうたちに驚きよう愕がくが走った。

　それは、セオリーにない戦法だった。

　正面の敵を撃破することなく、スルーしていく戦法など考えたこともなかったのだろう。

　それはみずから包囲されにいくような行こう為いであり、誰だれが考えても自殺的な戦法だったからだ。

　参謀たちは、混乱した。

　作戦行動の基本は、まず敵の目で自軍を見るところから始まる。敵の行動の意味を敵の視点から分析し、その目的を分析するのだ。しかし、そうしてみてもその答えが出なかったのだ。

　敵陣を破るのではなく敵陣に浸透するというアウトニア軍の戦法の意味を参謀たちが考えている間に、ケルプワイン艦隊は次々に球形陣内へと飛び込んでいった。

　参謀たちは、中層部に配置されている重巡航艦隊、及および戦艦に対し、防御砲火を展開するように命じた。

　しかし、それを聞いたバルク中将は叫さけんだ。

「いかん！　各艦に対し連れん絡らくだ！　展開する防御砲火にあっては出力半減とする！　これを徹てつ底ていさせろ！」

　参謀が怪け訝げんな顔をした。

「しかし、それでは、遠えん距きよ離りの敵に対し有効射が得られません」

　メインスクリーンを指差してバルク中将は答えた。

「敵と味方が完全に入り混じってしまっている！　あそこに向けて防御砲火を集中させることはできない……味方もろとも吹ふき飛ばす覚かく悟ごがあれば話は別だが、そんな命令を出せるものか！」

　参謀たちの間に再び衝しよう撃げきが走った。

　各艦隊の運用参謀たちは、通信コンソールに向かい、あわてて防御砲火の出力半減を命じ始めた。

　バルク中将の命令は、なによりも同士討ちを恐おそれた結果だった。

　第九次桃もも星ぼし戦せん役えきで近衛このえ艦隊が演じた醜しゆう態たいは帝国軍の将兵すべてが知っていた。

　バルク中将の命令は、そのまま伝えられた。

　つまり、防御砲火を撃うつ際に、出力を最大値の半分以下にするように指示命令したのだ。

　この命令は間ま違ちがってはいない。しかし、戦列艦と重巡航艦には、この直前まで最大出力による遠距離砲撃の命令が下っていたのだ。

　反応炉ろから送られたエネルギーは転てん換かんコンバーターを経てビーム粒りゆう子しとなって、一いつ旦たんビームチャンバーの中に蓄たくわえられ、最大出力まで励れい起きされる。出力を半減するということは、チャンバーの中の粒子の量が半減するまで待たねばならないということだ。

　つまり、このとき、球形陣じんの中央に位置する戦列艦や重巡航艦は、主しゆ砲ほうや副砲による防御砲火を即そく座ざに展開することができなかったのである。




「撃ってきませんね……」

　軽巡じゆん航こう艦かんのブリッジに立つワタルの副官が訝いぶかしげにつぶやいた。

「何か理由があるんだろうね、俺おれたちにはありがたいけど……」

　ワタルたちの艦隊は、バラバラになって帝てい国こく軍の陣内を猛もうスピードで飛びぬけていた。

　陣内に配置されている敵艦のすぐ脇わきをすり抜ぬけるその一いつ瞬しゆんに短く砲火を交かわす。

　ときおり砲火の直撃を受けたハルカ艦隊とピケット艦の双そう方ほうに閃せん光こうが走るが、どちらの砲火もほとんど効果はなかった。

　ハルカ艦隊の各艦の機動は見事だった。絶対に十秒以上の直線機動を行わないのだ。ハルカ艦隊の予想進路に向けて撃たれた砲火はそのほとんどがむなしく宇宙空間に消えた……もしくはその向こうにいる僚りよう艦かんの防ぼう御ぎよシールドを破は壊かいした。

　ワタルは、自分の乗る軽巡航艦の主砲が前方に向けて発射した小口径のビーム砲が、はるか遠方に配置されている重巡航艦に直撃を与あたえたのに気がついた。

　……直撃だって？

　こんな遠距離から撃った軽巡航艦の主砲が防御スクリーンを貫通するわけないのに……もしかして……。

　ワタルは即座に情報分ぶん析せき参さん謀ぼうに指示を出した。

「情報分析！　敵艦の防御スクリーンの展開状じよう況きようだ！」

　一瞬の後、情報分析担当官の報告が届いた。

「敵主力艦は、いずれも防御スクリーンを現在展開中の模様！　全力展開に達するまでの所要時間は五分以上と思われます！」

　その報告を受けたワタルは、思い当たった。

　……そうか、帝国軍は防御を球形陣の前方に展開した強化スクリーンに任せて、ジェネレーターの出力を全部ビーム砲に回していたんだ。

　遠距離から高出力ビームで俺たちを撃破するアウトレンジ戦法を取るつもりだったから、防御スクリーンが間に合わないんだ！

　ワタルの意識がもたらした情報は、リアルタイムで全軍に伝わった。

　ケルプの嬉き々きとした叫びが擬ぎ似じ空間に響ひびき渡わたった。

『全艦隊！　オールウェポンフリー！　今なら駆く逐ちく艦かんや哨しよう戒かい艇ていの火力でも敵に損害を与えることができるぞ！　撃って撃って撃ちまくれ！』

　全力で突とつ進しんしているケルプ艦隊の各艦から、無数のビームが飛び出して球形陣の中心部に向かって飛んでいった。

　一瞬の間をおいて。

　球形陣の中心部に、いくつもの閃光がまたたいた。

　それは、彼らが撃ち出した小口径のビーム砲が戦列艦に損害を与えた証しよう拠こだった。

　横に立つケルプからなんとも言えない高こう揚よう感かんが伝わってくるのがマイドにはわかった。

『嬉うれしそうだな、ケルプ』

『ああ、俺には、駆逐艦やら軽巡航艦の砲術士官どもが歓かん声せいを上げている光景が想像できるぜ。戦列艦どもに砲火で損害を与えることができる機会なんかめったにないんだからな！』

『雷らい撃げき戦に持ち込むには、あとどれくらいかかるんだ？』

　作戦参謀の意識がリアルタイムで答えた。

『十五分です』

　マイドは、指揮室の中央に浮うかぶ光点の群れを見た。

　緑色の光点で作られた球体に突つき刺ささる赤い光点で作られた紡ぼう錘すい形の塊かたまり。

　その最さい先せん端たんの一点。

　まさにアウトニア全軍の先頭に立つその光点に意識が飛んだ。




　マイドは、狭せまい軽巡航艦のブリッジに立っていた。

　正確に言うならば軽巡航艦のブリッジに立つ人間の意識を感じていた。

　その人間は驚おどろきとともにマイドの意識を受け入れた。

『マイド閣下！』

　マイドもまたその意識の主を知っていた。

『ワタルだね、さっきの情報を流してくれたのは。ありがとう』

『いえ……それよりも……光栄です、俺の船に来てくれるなんて……』

『ここにいるのは僕の意識の一部分さ。僕の身体からだはネオ・アウトニア本星のアウトニア軍総司令部の中に立っているんだ……自分だけ安全なところにいるという実に卑ひ怯きようなシステムだろ？』

　ワタルはあわてて首を振ふった。

『とんでもありません！　あなたはここにいます。ここで俺たちと共に戦っているじゃありませんか！　あなたは見て、そして知っているんです。俺たちの戦いぶりを……いえ、そうじゃないな……戦いぶりなんかどうでもいいんだ。

　あなたは、俺たちのことを知っている……そう、あなたは知っているんだ。そしてあなたが知れば、このアウトニア軍の全員が知るんだ。俺たちのことを……』

　そして、ワタルは静かにつけ足した。

『それで、充じゆう分ぶんです』

　そのとき、軽巡じゆん航こう艦かんのメインスクリーンに、後方から近づく無数の物体を捉とらえたことを示す表示が現れた。

　センサーオぺレーターの報告がブリッジに響く。

『味方の機動戦せん闘とう艇てい部隊が先行します！』

　メインスクリーンに、軽巡航艦の周囲を何機もの機動戦闘艇が追い越してゆく光景が映った。

　そのうちの何機かが、ワタルの艦に急接近して、機体をひねりメインブリッジの脇ギリギリの場所をすりぬけるようにして飛びぬけた。

　それと同時に通信コンソールから、はじけるような若い女の子の笑い声が響き渡った。

『きゃっほー！　ワタルくーん！　お元気ィ？』『こんどデートしないぃ？』『なんかおごってよぉ！』『そふとくりーむがいいですぅ』

　苦く笑しようするような意識がマイドに伝わってきた。

『かなわないなあ……姉さんたちには』

『知り合いなのかい？』

『ええ、同じ海かい賊ぞく団ですから……幼よう稚ち園えんの頃ころからの付き合いですよ。ネカン姉さんは三歳年上で、ヨニさんが二つ上。オノチさんが一つ上で、アーヤは同い年だったと思います』

　ワタルは、通信コンソールのスイッチに触ふれた。

「母艦にたどり着けなくなったときのために、この座標にデポユニットを射出しておきます！　航法チャートにマークしておいてください！」

　通信コンソールから、カルテットたちの返事が流れた。

『わお！　ア・リ・ガ・ト』『さすが、気が回るわねえ』『昔っから、あたしらのパシリで鍛きたえておいたからだよね！』『これで安心ですぅ』

　船体の外部モニター画面に、外がい殻かく部のハッチからいくつもの円えん筒とう形のコンテナのようなものが宇宙空間に射出されていく光景が映った。

　マイドの疑問を感じたのだろう、ワタルの意識が答えた。

『あれは機動戦闘艇用の推すい進しん剤ざいと、生命維い持じ装置用の水や非常食などが入った高次圧縮ケースです。推進剤切れで母艦にたどり着けなくなったり、損傷したときのために、あらかじめああいったものを射出しておくんです』

　ワタルは敵艦隊の主力に向かって飛んで行く機動戦闘艇の編隊を見送って言葉を継ついだ。

『機動戦闘艇のパイロットは、たった一人で戦います。この広い宇宙空間の中をたった一人で……だからこそ、俺たちは彼らに知らせなくちゃいけないと思うんです……俺たちがついているよ。とね』
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　第三章　迎撃機







　帝てい国こく第三軍アウトニア討とう伐ばつ艦かん隊たい旗艦クレセント・バリアリーフの中央指揮室で損害報告を受け取ったバルク中将は、参さん謀ぼうに聞いた。

「敵の主力は巡じゆん航こう艦と駆く逐ちく艦ではないのか？」

「勢力分ぶん析せきの結果ではそうなっております」

「では、なぜ、わが方の戦列艦に損害が出ているのだ？」

「艦隊の前面に強力な防ぼう御ぎよスクリーンを展開しておりましたので、各艦個別の防御スクリーンにエネルギーを送っておりませんでした。全力展開までに時間を要します」

「周囲のピケット艦を戦列艦の周囲に移動し、防御砲ほう火かを展開するように指示しろ！　雷らい撃げき可能な距きよ離りまで敵艦を近づけてはならん！　敵艦に雷撃される前に撃破せよ！」

　そのとき、情報分析参謀の報告が中央指揮室に飛んだ。

『敵艦隊より機動戦せん闘とう艇ていと思われる機体が多数こちらの中心部に向けて進行中！　総数約百七十！　うち五十機は大型機です！』

　中央指揮室に居並ぶ参謀たちの顔にショックが走った。

「なぜ判明しなかったのだ！」

『敵のエネルギー兵器の余波と撃破された艦の破片にまぎれ、分析が遅おくれました。申し訳ありません！』

「こっちの機動艇はどうなっている？　制空隊はどこにいる！」

　表示を見た機動戦闘艇母艦運用参謀の血の気が引いた。

「まだ……発進しておりません……すべて待機中です！」

「なんだと！」

　参謀たちにパニックにも似た感覚が走り抜ぬけた。

　機動空母運用参謀は、敵が機動戦闘艇を使用する可能性を忘れていたわけではない。しかし防御シールドが破られた混乱の中で、制空部隊の発進は後回しにされていたのだ。

「制空隊の発進を急げ！　現在発進が可能な制空隊はいくつある！」

『機動空母テクニカル・ソングの第三十三、三十四、三十五。三十六制空隊が発進可能です！　発進可能機数約四百！』

　情報分析参謀の指示と共に、メインスクリーンに機動空母の現在位置と搭とう載さいされている機動戦闘艇のデータが表示された。

　そのデータに、ちらっと視線を走らせたバルク中将は、即そく座ざに命令を下した。

「各機動空母の制空隊は直ただちに戦列艦かんの前面に展開し、敵機のミサイル攻こう撃げきを妨ぼう害がい、牽けん制せいせよ！」

　自分の命令が各艦隊に伝えられていく様を眺ながめながらバルク中将は考えていた。

　……敵の一撃から立ち直るのにこれほど時間がかかるとはな。

　戦争に「絶対」ということはありえない。

　わかっていたつもりだったのだがな……。

　バルク中将は、自分の手元にあるパーソナルモニターに視線を落とした。

　そこには司令部にいる作戦参謀たちからの意見具申を意味するサインがずらりと並んでいた。

　その、どれもが別働隊として、時間差をつけてここに現れるはずの第二艦隊を、今すぐ呼び寄せて戦力の回復を計ることを求める意見だった。

　……浮うき足立ちおって。

　パーソナルモニターから顔を上げたバルク中将は、参謀たちに向かって叫さけぶように言った。

「諸君！　うろたえるな！　たとえ敵に球形陣じんを破られようとも、数から見ても我々の優勢は揺ゆるがぬ！　彼らは袋ふくろの中に飛び込んだネズミのようなものだ！　第二艦隊約一万隻せきがこの空域に転移してくる時間を早めずとも我が軍は充じゆう分ぶん戦える！　数の優位をもって敵を押し返せば、やがて敵は崩くずれる。そのとき第二艦隊は彼らの退路を断たつだろう。逃にげ道がなくなったネズミは我々の圧あつ倒とう的な兵力のもとに包囲殲せん滅めつされるのだ！　諸君らは、損害を食い止めることに集中したまえ！」

　バルク中将に一いつ喝かつされた参謀たちは、はっとしたような顔をした後で、互たがいの顔を見合った。

　中央指揮室の中に、今までとは違ちがう空気が流れ始めたのを感じ取ったバルク中将は、心の中で微び笑しようを漏もらした。

　……これでいい。いかに奇き策さくに長たけていようとも十対一という戦力差を覆くつがえすことはできんのだからな。

　バルク中将は、情報分析担当の参謀を呼び出した。

「敵のエネルギー兵器の配置状じよう況きようはどうなっている？」

　パーソナルモニターに映った情報参謀が、手元のコンソールを操作すると、三次元立体スクリーンの一箇か所しよに赤い光点が現れた。

『敵のエネルギー兵器は、この位置に配置されていたデコイから発射されました……いえ。正確には我々がデコイと思っていた船体から発射されました……我々がここに到とう達たつするまでの進路に配置してあった多くのデコイは、この存在をカモフラージュするためであったと思われます』

「敵がわざわざ我々の進路のど真ん中にデコイを置いていた、その意味がわかったときには、遅おそかったというわけだな」

　情報参謀は小さくうなずいた。

『残念なことに……しかし、我々はこの損害によって、敵のエネルギー兵器の特とく徴ちようを知ることができました。このエネルギー兵器は遮しや蔽へいが確実ではないために、マルチセンサーによって配置場所を探知することができるのです』

　情報参謀がコンソールを操作すると、球形陣の前方に無数の光点が現れた。

　二千を超こえる光点が二重三重の壁かべとなって、ネオ・アウトニア本星を守っていた。

「なんと、これがすべてそのエネルギー兵器だというのか！」

『そうです。しかし面おも白しろいことがわかりました。我々の正面に配置され、我々の防ぼう御ぎよスクリーンを破は壊かいした艦隊の船体からはエネルギー反応が消えているのです……そうですね、ミサイルを発射したあとのランチャーのぬけがらのように……』

「どういうことかね？」

『はっきりと断言できるわけではありませんが、おそらく敵のエネルギー兵器は強力ですが連続使用ができないたぐいのものではないかと思われます』

「では、正面からの攻撃はもうないと判断してかまわんのだな？」

『おそらくは……』

　……そうか、では第二艦隊を球形陣の前に転移させて、球形陣の中に入っている敵の艦隊

の退路を断つことができるというわけだな。

　文字通り、袋のネズミというわけだ。




　バルク中将が心の中で微笑んだその頃ころ、帝てい国こく第三軍の機動空母テクニカル・ソングでは、発進命令を受けた第三十四制空隊のパイロットたちが、兵員輸送用カプセルに乗って、機動戦せん闘とう艇ていが係留されているハンガーに向かっていた。

　カプセルの中で向かい合わせに座ったパイロットたちのヘルメットフードの上をメインシャフトの照明灯の光が、猛もうスピードで明めい滅めつを繰くり返しながら通り過ぎてゆく。

　ジャマーは自分の足が細かく震ふるえているのに気がついていた。

　さっきから深呼吸をしたり、意識して肩かたの力を抜ぬいたりしているのだが、その震えは治まらない。

　俺は……シミュレーションの成績はトップだったし、模も擬ぎ戦闘訓練でもスジがいいと褒ほめられたんだ……大だい丈じよう夫ぶだ！

　ジャマーが、自分にそう言い聞かせていたそのとき、インカムから聞き覚えのある声が聞こえてきた。

『緊きん張ちようしているみたいだな、ジャマー・ココーネ少しよう尉い』

　それは、第三十四制空隊三番編隊の隊長であるザイケン大尉の温和な、そしてしっかりとした声だった。

「あ、いえ……それほどでも」

『誰だれだって初うい陣じんは緊張するものだ……いいか、完かん璧ぺきにやろうと思うな、初心者がミスをするのは当たり前のことだ。だからまず、ミスをいかにリカバリーするのか、その方法を覚えることだ。ミスをしない方法を覚えるよりも、そっちを覚えたほうが生き残る率が高いんだからな』

「はい、わかりました」

　ジャマーがそう答えたとき、乗っていた輸送カプセルが減速を開始した。

『よーし、あと三十秒でハンガーに到とう着ちやくするぞ！　搭とう乗じよう員はパーソナルユニットを忘れるなよ』

　ザイケン大尉の言葉が終わるのと同時に、輸送カプセルが停止した。

　フードが開く。

　パイロットたちの足元に巨きよ大だいな円柱があった。

　それは機動空母の中央に設置された機動戦闘艇を射出するためのリニアカタパルトだった。

　円柱状のカタパルトの全周に、ぐるりと係留されている何百機という機動戦闘艇の姿を見たジャマーは、大木にとまる無数のセミの群れを連想した。

　そのとき、ジャマーのインカムに管制士官の指示が流れた。

『パイロット搭乗開始！　繰り返す、パイロットは搭乗を開始せよ！　システムがグリーン表示になったものから発進プログラムに移行しろ！』

　ジャマーはあわてて自分の乗り込む機動戦闘艇に駆かけ寄った。

　帝国軍の最さい新しん鋭えい単座機動戦闘艇テンクーブレードⅡ型の周囲には、青白い反射材で作られた作業服を着込んだ整備員たちが群がって最終チェックを行っていた。

　ジャマーが、作業員が支えている可動式のタラップを駆け上ってコックピットに座ると、その機動戦闘艇を担当している整備班長が顔を寄せてきた。

　作業服の胸元にあるインカムスイッチを片手で操作しながら整備班長はコックピットのインジケーターを指示した。

『加速用の推すい進しん剤ざいは高圧縮凍とう結けつ状態で満タンにしてありますが……解凍タンクの残量に気をつけてください』

「わかりました、気をつけます」

　……初心者のミスで一番多いのが推進剤のムダ使いだものな。

　ジャマーがそんなことを考えたとき、整備班長が何かを言った。

「え？」

　ジャマーの顔を見た整備班長は、もう一度胸むな元もとのインカムスイッチを入れた。

『無事に帰ってきてください、って言ったんですよ。戦果なんか期待しちゃいません、この機を無事につれて帰ってきてくれるだけでいいんです』

「わかりました、この機動戦闘艇は班長の子供みたいなものですものね」

　作業服のフェイスシールドの奥で整備班長が微笑ほほえんだのがわかった。

『機動戦闘艇だけじゃないさ、お前さんだって、ザイケン隊長だって私にとっちゃ子供のようなものさ。いいか若わか僧ぞう、この機はお前のモノじゃない、お前さんに貸してあるだけだ。だから、いいか、ちゃんと返せよ！　返さないと延えん滞たい金きんを取るからな』

「わかりました！　延滞金を取られないようにします！」

『よーし、行ってこい！』

　整備班長がそう言うのと同時にコックピットの上に上がっていた硬こう化かテクタイトのバブルキャノピーがゆっくりと下がり始めた。

　機体にとりついていた整備員たちが動力パイプのコネクタを外し始めたのだろう、コックピットの表示が次々に切り替かわりはじめた。

　やがて、すべての表示がグリーンになった。

　メインスクリーンの発進プログラムを起動させると、メインスクリーンの表示が今までの機内モニターから、リニアカタパルトの概がい念ねん図に切り替わった。

　これ以降は管制士官の指示が優先されることとなる。

　リニアカタパルトの先せん端たん部からは、すでに第一陣が発進を開始していた。

　機体のまわりにいた整備員たちが、最寄のピットに飛び込むのが見える。

　ジャマーには聞こえなかったが、おそらく今、ハンガーには高磁界警報が響ひびき渡わたっているのに違ちがいない。

　インカムに、発進管制を行う女性士官のきびきびとした声が流れた。

『第三十四制空隊ラムダ編隊三番機、準備はよろしいでしょうか？』

「あ、はい！　準備完かん了りようです！」

　あわててそう返事をしたジャマーは自分の声がウラ返っていることに気がついた。

　管制士官が笑いを含ふくんだ声で聞いた。

『ジャマー少尉は、初陣ですか？』

「はい」

　管制士官は、誠実さを込こめた声で告げた。

『無事に帰き還かんすることを望みます……あと、あなたに幸運があることも……十二秒後に発進します。準備はよろしくて？』

「はい！」

　返事をするのと同時にジャマーは両足に力を入れた。

　ハーネスが全身を締しめ付けるのがわかった。

　メインコンソールのスクリーンの片かた隅すみで発進プログラムがカウントダウンをしてゆく。

　その表示がゼロを示したのをジャマーは覚えていなかった。

　リニアカタパルトには、振しん動どうも爆ばく発はつ音もない。

　滑すべり出す瞬しゆん間かんもごくゆっくりとしたものだった。

　しかし、機体が動き出すのと、発進速度に達するまでの時間はごく短かった。

　身体からだにかかった加速度のＧが何Ｇあったのか、わからなかった。

　ジャマーは、自分の身体がローラーで伸のばされ、四つに畳たたまれて、シートの奥に押し込まれる様な気がした。

　発進プログラムは、最も効率よく機動戦せん闘とう艇ていを発進させるためのプログラムであり、中に乗っている人間の意志とは無関係に動く。

　その加速度が、どれくらい続いたのか。

　気がつくとジャマーは宇宙空間にいた。

　インカムからザイケン大たい尉いの声がした。

『三番機！　編隊を組め！　最大戦速で迎げい撃げき空域に向かうぞ！』

「三番機了解！」

　ジャマーはそう答えると、機動戦闘艇をコントロールするピクトレバーを握にぎりなおした。

　メインモニターには、敵機の分ぶん析せき結果が示されている。

　……ロトブレードの改造型か。

　僕たちと同じブレード社製の機動戦闘艇だが四世代くらい前のタイプだな。

　そのとき、メインモニターに、きらびやかな軍服を身に着けた若い将校の姿が映った。

　それは、マルス家の傍ぼう流りゆうであるラタンテール伯はく爵しやく家の若き当主、カード大たい佐さだった。

　インカムから大佐の声が流れてきた。

『諸君、私はこの機動空母テクニカル・ソングに所属する四つの制空隊を指揮する機動司令カード・ラタンテール大佐である！　諸君らが相手にするのはローデスの正規軍ではなく、海かい賊ぞくと地方諸しよ侯こう軍から脱だつ走そうした、ならず者の混成軍という実にレベルの低い相手だ。しかし、情けは無用だ！　戦うときは常に全力を尽つくし、相手を完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめさねばならない！

　私はこのテクニカル・ソング艦かん上じようにいるが、心は諸君らとともにある！　私は決して諸君らを見捨てることはない、我が機動空母テクニカル・ソングはここに留とどまり諸君らの帰還を待ち続けるであろう。諸君、私は諸君らの帰還と戦果を期待する！』

　敬礼したカード大佐が画面から消えるのと同時に、ジャマーのインカムにザイケン大尉の声が響いた。

『まもなく戦闘空域に入る！　各機とも火器管制システムを再チェックしろ』

　え？……こんなに早く？

　思わず顔を上げたジャマーの目に、いくつもの閃せん光こうが飛び込んできた。

　それは、第三十四制空隊よりも先に戦闘エリアに突とつ入にゆうした第三十三制空隊が、その場所で死闘を繰くり広げている証しよう拠こだった。

『行くぞ！　フォーメーションを崩くずすな！』

　返答する間もなく、ジャマーたちは機動戦闘艇同士のドッグファイトに巻き込まれていた。

　何がなんだかわからなかった。

　球形陣じんの中心部付近。

　もっとも艦の密度が濃こいその一角に何百機という機動戦闘艇が乱らん舞ぶしていた。

　敵がどれなのか、味方がどれなのか、わからなかった。

　とにかく目の前にいるザイケン隊長の機にくっついていれば、なんとかなる！

　ジャマーはそう信じて、ザイケン隊長の機の後ろにくっついていたのだが、ザイケン隊長は一秒として直線飛行を行わず、常にモーメントをかけたままの状態で機を操あやつっていた。

　ジャマーは、その後をトレースするだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　そのとき。ジャマーのインカムにザイケン隊長の声が流れた。

『おわっ！　なんだこいつは！　何て動きをしやがる！』

　ジャマーの視界に、敵らしい機動戦闘艇のシルエットが飛び込むのと同時にそいつは常識では考えられない鋭えい角かく的な動きをした。

　ザイケン隊長の叫さけびの意味がやっとわかった。

　照準装置の中にそいつを捕とらえることができなかった。自動追つい尾び装置が捕えるよりも速くそいつは移動する。

　機体の本体のシルエットは確かに旧式のロトブレードだったが、そこから手足のようなものが伸びており、その手足からバーニア噴ふん射しやのきらめきを発するたびに得体の知れない動きを見せるのだ。

　ジャマーの目の前からその機動戦闘艇が消えた。

　それと同時に後方警けい戒かいセンサーの警報が鳴り響ひびく。

　自動回かい避ひ装置が働くよりも速くジャマーはピクトレバーを操作していた。

　たった今まで自分がいた場所をパルスビームの一連射が通り過ぎてゆく。

　後ろに回ったのか！

　いつ後ろに付かれたのかわからなかった。相対速度から考えてもそんな急激な減速ができるとは思えなかった。

　ピクトレバーを叩いてバーニアを動かし、モーメントを変えて後方に付いた敵を振ふり切ろうとしたが、敵機はそのままぴったりと後方に付いたままだった。

　ジャマーは自分の背中に銃じゆう口こうをつきつけられているような気がした。

　ちりちりとした焦しよう燥そう感かんにも似た殺気が背中を走ってゆく。

　ジャマーは思わずインカムに向かって叫んでいた。

「ザイケン隊長！　助けてください！　振り切れません！」

『わかった！　そのまま飛べ！』

　その言葉とともにジャマーの目の前にいたザイケン隊長の機動戦闘艇が、ぐん、と減速したのがわかった。

　そのまま隊長機はくるりとロールを打つ。

　ジャマーの機動戦闘艇は、そのまま隊長機の脇わきを通り過ぎた。

　隊長機が一回転し終わったとき、ジャマーの後方に付いていた敵機のさらに後方の位置に隊長機があった。

　ジャマーの後方にいた敵機に向けて隊長機がパルスビームを撃うとうとしたとき。

　左下方からパルスビームを撃ちながら別の敵機が飛び込んできた。

　隊長機はその火線を逃のがれるように大きく方向を変えた。

　左下から飛び込んできた別の敵機は、ジャマーの目の前に飛び出していた。

　撃てる！

　目の前にある照準装置のレーザーレクチルの中に敵機を捕えたジャマーがパルスビームの発射ボタンを押そうとしたそのとき。

　その敵機はその場でくるりと縦に半回転した。

　それは常識では考えられない機動だった。

　ジャマーの機も目の前の敵機も、ほぼ同じ速度で動いていたのだ。その速度で動きながら百八十度違ちがう方向に機位を変え、ジャマーに向き合うなんてことができるわけがなかった。

　しかし敵機は今、ジャマーに正面から向き合う形で同じ速度を保ったまま後退していた。

　ジャマーがあっけに取られたその一いつ瞬しゆんを敵機は見逃さなかった。

　敵機の胴どう体たいの下部に取り付けられているのは対たい艦かんミサイルではなかった。

　それは、ガンポッドだった。

　それが光ったような気がした。

　内臓が口から飛び出すほどの振しん動どうがジャマーを襲おそった。

　モニターの表示が一瞬にして真っ赤になった。

　ジャマーは自分が何かを叫んだことは覚えていた。

　ただ、それが呪じゆ詛そなのか罵ば声せいなのか母の名前なのか覚えていなかった。

　ジャマーの意識はそのままブラックアウトしていった。
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『にへへへ一丁あがりぃ！』

　敵機の目前で半回転して、全速で後退しながら敵機を撃げき墜ついしたオノチの声がインカムから響いてきた。

　その、けろっとした口調を聞いたネカンは思わず声を上げていた。

「オノチ！　あんた、敵の正面に出るなんて何を考えているのよ！」

『動きを見ていてわかったんだ、あいつがルーキーだって、あたしらを相手にするには十年早いってことを教えただけさ』

「あんまり敵をナメてると、ひどい目に遭あうよ！」

『へいへい』

　そのとき、隊内通信にアーヤの悲鳴が飛び込んできた。

『あーん、落ちないよう！　こいつプロだぁ！』

　ネカンは素す早ばやくモニター内の擬ぎ似じ三次元立体スクリーンに目を走らせた。

　アーヤの前にいるのは、どうやら、立体オノチが落とした敵機の僚りよう機きらしかった。

　……ルーキーがペアを組むとしたらプロに決まってる……ってことは。

　ネカンはインカムに向かって叫さけんだ。

「オノチ！　ヨニっち！　アーヤ一人じゃ相手は無理よ！　助けに行くわよ！」

『了りよう解かい！』

　オノチは打てば響ひびくような答えを返したが、ヨニは、実にのんびりした口調で答えた。

『ちょっと待ってくださぁい』

「ちょっと待てって、あんたねえ……」

　三次元立体スクリーンの中で、ヨニの位置を探しながら文句を言おうとしたネカンの言葉が止まった。

　ヨニの操縦する機動戦せん闘とう艇ていが、三機の敵機に包囲されているところだった。

　その様子にオノチも気づいたのだろう。

『ヨニ！　危ない！　今助けにいくから！』

　ヨニはのんびりした口調のまま答えた。

『こっちは、なんとかなりますぅ～アーヤのほうをおねがいしますぅ～』

「なんとかなるって……あんたねえ……」

　ネカンがそう言うのと同時に、三次元立体スクリーンの中でヨニの機動戦闘艇がくるくると回るような動きを見せた。

　そして、それと同時にヨニの機動戦闘艇を包囲しようとしていた三機のうち二機がスクリーンから消えた。

　残った一機は、一瞬にして僚機が落とされたのを見て戦意を喪そう失しつしたのだろう、くるりと方向を変えて逃にげ出した。

『あらぁ～一機逃げられてしまいましたわぁ～』

　ヨニの口調は相変わらずのんびりしている。

「あんた！　どうやってあの二機を落としたのよ！」

『どうやって……って言われましても……ただ、照準を合わせて撃うっただけなんですよぉ～』

　……そりゃそうだろうけど。

『それよりも早くアーヤちゃんのところに行きませんと……』

　そのとき、アーヤの声が聞こえた。

『あーん！　逃げられちゃったよぉ！』

「大だい丈じよう夫ぶ？　損傷は？」

『二発食くらっちゃった……いまんとこ問題はないみたい。あいつには一連射食らわしたんだけど落ちなかったんだよ！』

　ネカンは、ほっと小さなため息をついた。

「そう……やられてなきゃそれでいいわ。さて、次の連中がくるわよ！　準備はいい？」

　インカムの中で三人の声がした。

『オノチりょーかい！』『ヨニ、わかりましたわぁ～』『アーヤは、まだまだ戦えるよぉ！』

　ネカンのモニターに、帝てい国こく軍の迎げい撃げき部隊の第三陣じんが押し寄せてくる姿が映っていた。

　……また百機か。

　一気に三百四百という数で来られたら、とても攻撃機を守ることなんかできないけど、こうやって兵力の暫ざん時じ投入をやってくれるなら、なんとかなりそうね。

「よーし、行くよ！」

『いやーっほーぃ！』『かかってきなさいませませ！』『いっくよー！』

　ネカンの言葉を合図に、メス猫ねこカルテットは帝国軍第三十五制空隊百機の編隊の中に飛び込んでいった。




　単座機動戦闘艇同士の戦いが続くその脇わきを、ネカンたちの乗る機動戦闘艇よりひとまわりほど大きな機動戦闘艇が帝国軍の中ちゆう枢すうに向かって突とつ進しんしていた。

　それは太い胴どう体たいの中に中立フィールドにくるまれた必殺の武器、光子魚ぎよ雷らいを抱だいた攻撃機だった。

　その攻撃機の存在に最初に気がついたのは第三十四制空隊ラムダ編隊の編隊長であるザイケン大たい尉いだった。

　アウトニア軍の単座戦闘戦闘艇によって損傷を受けたザイケン大尉は、編隊を組みなおすためにいったん戦場エリアから脱だつ出しゆつし、周囲の状じよう況きようをメインモニターに投とう影えいした。

　……くそ、第三十四制空隊で、生き残っているのは四分の一か。

　　ザイケン大尉は、僚機であったジャマー少尉の機を探したが、メインモニターのセンサーエリアにジャマー少尉の機の反応はなかった。

　……ひょっとしたらもっと遠くで漂ひよう流りゆうしているのかもしれない。

　そう考えたザイケン大尉がセンサーの範はん囲いを広げた時。

　戦場エリアの周辺部を、識別不能の機動戦闘艇が、帝国軍の中枢部に向けて突進しているのに気がついた。

　それは　帝国軍の識別コードにないタイプだった。

　……かなり大型だな。

　ザイケン大尉は、帝国情報部が出したアウトニア側の兵器情報レポートを思い出していた。

　確か……あの中に攻撃機という種別の機動戦闘艇があったはずだ。解説には、太い胴体と大型の推進機を持ち、胴体の内部に大型の対たい艦かんミサイルを搭とう載さいしていると思われる……と書いてあった。

　そういえば……俺の出合った敵機は、すべて対艦ミサイルの代わりにガンポッドを搭載していた……そうか、敵は機動戦せん闘とう艇ていの目的を完全に分ぶん離りしたんだ！　あの機動戦闘艇は対艦攻撃専用機で、俺たちが戦った相手は、その護衛なんだ！

　ザイケン大尉はその情報を即そく座ざに直属の上官である第三十四制空隊の大隊長に伝えようとしたが、すでに大隊長機は撃げき墜ついされてしまっていた。

　リストを再確かく認にんする。

　いなかった。

　自分より上位の士官で連れん絡らくの付く者は誰だれ一人としていなかった。

　……全部撃墜されちまったんだ。

　ならば俺が直接司令に報告するしかない。

　ザイケン大尉は、通信参さん謀ぼうを呼び出した。




　その頃ころ、機動空母テクニカル・ソングの機動戦闘艇指揮室では、司令であるカード大たい佐さが顔色を失っていた。

「四分の三だと？……接敵してわずか十分で全体の四分の三……三百機の機動戦闘艇が落とされたというのか！……間ま違ちがいないのか！」

　参謀の一人がうなずいた。

「間違いありません」

　カード大佐はシートに崩くずれ落ちた。

「アウトニア軍の機動戦闘艇は化け物なのか……」

　別の参謀が、とりなすように言った。

「正確に言うならば、ほとんどの機は、まだ飛んでおります……しかし巡じゆん航こう速度の半分以下の速度でしか動けないような損傷を負っておりますので、戦闘能力は皆かい無むかと思われます」

「それは落とされたのと同じことだ！」

　カード大佐はわめくような口調で続けた。

「なぜだ！　なぜこのような無ぶ様ざまなことになったのだ！　理由は何だ！」

　その場に居並ぶ参謀たちは顔を見合わせて黙だまったままだった。

　理由はいくつか考えられた。

　発進と迎撃を急がせたために、兵力の集中を欠き、暫時投入という用兵者としてもっとも下手な運用をしてしまったこと。

　アウトニア軍と帝国軍の機種の違いによる性能の差を過信していたこと。

　そして何よりもアウトニア軍の機動戦闘艇パイロットの練度を低く見すぎていたこと。

　しかし、そのどれもが総司令官であるカード大佐の責任を問うものであった。

　テクニカル・ソングの機動司令部の参謀に求められている役目は、カード大佐の賛美者であり、自由な発想と意見を示すことではなかった。

　マルス家の傍ぼう流りゆうとはいえラタンテール家は、帝てい国こく軍の中の大派は閥ばつの一つである。もし、ここで自由勝手な意見を述べてカード大佐の不興を買えば、どんな目に遭あうかわからない。

　そのとき、一人の参謀が言った。

「これは、我が方のパイロットの能力が低かったのだと思われます」

　居並ぶ参謀たちは驚おどろいたようにその参謀を見た。

　その参謀は、この司令部でもっとも追従の上手うまい男であり、歯の浮うくようなお世辞とゴマすりで今の地位まで昇のぼりつめたのだとウワサされる男だったからである。

　その男は顔色も変えずにつけ足した。

「我がテクニカル・ソングに所属する第三十三、三十四。三十五、三十六の四つの制空隊のパイロットの多くは、平民出身でございます。ご存知の通り平民出身者は、我々貴族階級の出身者と違って誇ほこりも何も持っておりません。モラルが低く、敢かん闘とう精神に欠けております。大損害を受けた理由はそれが原因かと思う所存でございます」

　居並ぶ参謀は驚いた。

　この男の申し立てた内容にではなく、その言葉に大きくうなずいたカード大佐にである。

「そうか、そうかもしれんな……いや、そうだ。そうでなくては我々の一方的な敗北の理由がつかない。帝国第三軍機動空母テクニカル・ソングの機動戦闘艇が壊かい滅めつに近い損害を受けた理由は、この私の指揮管理能力の問題ではなく、パイロットの出身階層にこそ問題があったということだな」

　カード大佐はそう言うと、追従を並べ立てた参謀に向かって言った。

「君には、平民出身パイロットたちの規律違い反はんの証しよう拠こと素行不良ぶりを記録した報告書を作ってもらいたい。平民出身パイロットの連中がいかに堕だ落らくし、怠たい惰だな人間であったか、という記録だ。査問会議の際に提出する資料となるから、しっかり記録してくれ」

「かしこまりました」

　参謀は実に下げ卑びた笑いを浮かべて頭を下げた。

　そのとき、指揮室に入ってきた一人の通信参謀がカード大佐の前に立って一礼した。

「第三十四制空隊のラムダ編隊の編隊長であるザイケン大たい尉いより緊きん急きゆう報告が入っております」

　カード大佐は露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。

「たかが編隊長ごときが、私に直じかに報告したがるとはなにごとだ！　指揮命令系統を守るように伝えろ！」

「はい、そう申したのですが、第三十四制空隊の大隊長以下の上級将校はすべて音信不通でして、このザイケン大尉が、残存する第三十四制空隊の最上位の階級の者です」

「……仕方ないな」

　そう言ってカード大佐は、通信コンソールに指を伸のばしかけたが、その指は途と中ちゆうで止まった。

「おい、その大尉とやらは貴族か？」

　通信参さん謀ぼうは、一いつ瞬しゆんカード大佐の言葉の意味がわからなかったのだろう、ぽかんとした顔でカード大佐を見た。

　横に立っていた下卑た笑いを浮かべた参謀が横から口を出した。

「ザイケンという名前は、我が機動空母テクニカル・ソングの貴族総覧では見た覚えがありません、おそらく平民ではないかと……」

　その言葉を聞いたカード大佐は不ふ機き嫌げんそうな顔になって通信参謀に言った。

「報告とやらは、通常のルートで、帰ってきてから報告書で受ける。ここは戦場だが、分をわきまえろ、私に直接報告できるような身分ではないと伝えろ」

　通信参謀は、真しん剣けんな顔で聞いた。

「よろしいのですね？」

　カード大佐は怒ど鳴なった。

「何度も言わせるな！　私がそれでよいと言っているのだ！」

　通信参謀は一礼して下がった。




　作戦指揮室から出た通信参謀は、出入り口の脇わきに立っていた部下の通信兵に、持っていたレポートロムを手て渡わたした。

「いいか、このザイケン大尉の報告を、そのまま最優先の付ふ箋せんをつけて第三軍の総司令部に送れ！」

「よろしいのですか？　カード大佐の決済が下りていませんが」

「かまわん！　身分とやらを戦場に持ち出すような大おお馬ば鹿かの言うことなど聞いている暇ひまはない！」

　通信参謀は足音荒あらく作戦指揮室から立ち去っていった。

　通信兵は、しばらく無言でレポートロムを見ていた。

　……無断で送信したことがバレたらえらいことになりそうだし……かといって送らないとマズイことにもなりそうだ……。

　やがて、通信兵は肩かたをすくめた。

　……こりゃあ両方の顔を立てておいたほうがよさそうだな。

　ザイケン大尉の報告は確かに第三軍総司令であるバルク中将のもとに送られた。

　しかし、その報告には最優先の付箋がつけられていなかった。

　こうして、ザイケン大尉の報告は何千とある一いつ般ぱん報告の中に埋うもれていった。




　マイドは、擬ぎ似じ空間の中央に浮うかぶ巨きよ大だいな三次元立体スクリーンを見上げていた。

　この戦いの号ごう砲ほうとなったガンシップ、通つう称しよう「撃うてるンです」の一いち撃げきから、十五分が過ぎようとしていた。

『そろそろ立ち直ってくる頃ころだね』

　ケルプはうなずいた。

『こっちの攻こう撃げき機の一撃が早いか、敵の戦列艦かんの主砲が早いか、勝負だな』

　マイドの意識は、敵の中ちゆう枢すう部に肉にく薄はくするために突とつ進しんしている攻撃機へと飛んだ。

　それは光の筋だった。

　目の前にたちふさがる軽巡じゆん航こう艦かんらしいシルエットから吐はき出される無数の光が、筋や帯となってマイドの視界を埋めつくしていた。

　それは、マイドと意識を共有している攻撃機のパイロットの見ている光景だった。

　光の帯が攻撃機のコックピットの外を通りすぎてゆくとき、ときおり閃せん光こうを発する。

『至し近きん弾だんですよ』

　マイドと意識を共有している攻撃機のパイロットが答えた。

『攻撃機はジェネレーターの出力に余よ裕ゆうがありますから防ぼう御ぎよスクリーンを展開できます。至近弾程度なら、なんということもありません』

　そのパイロットの意識にマイドは妙みような親近感を覚えた。

『お久しぶりです……アウトニア王宮のパーティー以来ですね』

『あなたは……モト中ちゆう尉いですね！』

　パイロットは攻撃機のピクトレバーを細かく動かし、機体に常にモーメントを与あたえながら答えた。

『ええ、今は大尉です。この攻撃機部隊の指揮官ですよ』

　マイドは昔、アウトニアの王宮で開かれたパーティーのとき出会ったモトの姿を思い浮かべた。

　あの、万年文学青年のような容よう貌ぼうのモトが、攻撃機に乗り込んでいる姿をどうしても想像できなかった。

『意外ですか……そうでしょうね。私もそう思います……』

　攻撃機は、細かく進路を変えながら光の筋と帯を吐き出している巡航艦の脇を猛もうスピードで通過した。

『攻撃機は基本的にまっすぐ飛ぶだけです。機動戦せん闘とう艇ていと違ちがって、私のような不器用な人間でも務まるんです』

　マイドの意識の中に、パイロットであるモト・フルームの意識の片へん鱗りんが入って来た。

　それは、強い復ふく讐しゆう心だった。

　そして、その炎ほのおのように燃えあがる復讐心は、幾いく重えにも重なった意識の奥底で、モトに力を与えていた。

　作戦参さん謀ぼう。それもシナリオ担当士官という、実際の戦闘とはまったくかけ離はなれた部署にいたモトが、攻撃機部隊の指揮官になるには、どれほどの苦難があったのだろう。

『あなたは……アウトニアを滅ほろぼした帝てい国こくに一いつ矢しを報むくいたい……それだけのために生きているんですね』

　モトの意識が同意した。

『ええ、そうですよマイド閣下。私はアウトニアが好きでした。あの、ほわほわとした国が大好きだったんですよ……あそこには私の人生がありました。比ひ喩ゆなんかじゃありません、本当の人生です……』

　モトの意識は、マイドと共にメインスクリーンの球体を見ていた。

　攻撃機を意味する赤い光点が、球形陣じんの中枢に届くところだった。

『帝国の戦艦に光子魚ぎよ雷らいを撃ち込んだって、アウトニアが元に戻もどるわけじゃない。そんなことはわかってます。でも……だからといって納なつ得とくできるわけじゃありませんよね』

　攻撃機のメインスクリーンに、光子魚雷の安全装置を解除する時間を告げるカウントダウン表示が現れた。

『だから……これはけじめなんです。意地なんですよ。私たちは虫けらみたいなものなんだな、帝国にとって……だけど、黙だまって踏ふみ潰つぶされてなんかやるもんか！　って言いたいだけなんですよ』

　カウントダウンの残りが二桁けたを切った。

『各機！　攻撃態勢を取れ！　ビーム攪かく乱らん粒りゆう子し搭とう載さい艦かん前へ！』

　モトの声と共に、二十機ほどの攻撃機がモトの機の前に出た。

　カウントダウン表示の数字が流れるように減ってゆく。

　そのとき、モトのインカムにネカンの声が響ひびいた。

『突とつ破ぱされた！　二機そっちに行く！　回かい避ひして！』

　モトは小さく首を振ふって攻撃隊に指示を出した。

『各機、進路そのまま』

『なんで！　なんで逃にげないのよ！　だめ！　撃たれちゃう！』

『ここで回避行動を取れば、艦隊に犠ぎ牲せいが出る』

　ネカンは叫さけんだ。

『あんた、バカだ！　部下を見殺しにするのか！』

　そのとき、他ほかの攻撃機のパイロットの声が割り込んだ。

『見殺しでもなんでもないよ。俺たちには俺たちの仕事があるってことだ。もしここで撃げき墜ついされたとしても、仕事を投げ出すわけにはいかないんだ』

　モトの目の前にいた攻撃機の中の一機が安定板をふきとばされてくるくると回転しながら後落していった。

　マイドの意識の中で、何かがふっと消えた。

『！』

　インカムの中でネカンが息を飲んだのがわかった。

『……私のせいだ！　私たちのせいなんだ！』

　自責の念がマイドにも伝わってきた。

　モトがインカムに向かって言った。

『いいか！　よく聞け、これはお前さんのせいじゃない！　自分を責めるな！　忘れろとは言わない、逆だ。覚えておけ！　お前さんは死んだあいつのことを覚えて、そして生き延びろ！　お前の責任は生き延びることで果たされるんだ！』

　カウントダウン表示がゼロを表示した。

『各機！　攻こう撃げき開始！』

　攻撃機は胴どう体たいの正面にある発射口を開いた。

　攻撃針路に乗った攻撃機は、機体にモーメントをかけるのをやめて、直進運動に移った。

　後方から追いすがる帝国軍の制空隊からいくつもの火線が伸び、さらに何機かが閃せん光こうと共に消えた。

『せっかくここまで持ってきた光子魚雷だ！　捨てて逃げちゃ何にもならないぞ！』

　インカムに、攻撃機のパイロットたちの声が流れた。

『わかってますよ、モト大たい尉い！』

『そんなバカなことしませんって！』

『一いつ緒しよにがんばってきた仲じゃないですか』

　攻撃機は最後のピケット艦を飛び越こした。

　目の前にいた。

　そこに、帝国第三軍の旗艦をはじめとする千数百隻せきの戦艦が並んでいた。

『ビーム攪乱粒子搭載ミサイル発射！』

　モトの目の前にいる攻撃機たちが、ミサイルを発射して。左右に分かれた。

　そのミサイルと共にモトたち残りの攻撃機は飛び続けた。




　光子魚ぎよ雷らいの射程はビームなどのエネルギー兵器に比べるとはるかに短い。

　それは光子魚雷を構成している反物質反応爆ばく薬やくの寿じゆ命みようのせいだった。

　中立フィールドは、反物質を通常空間上に存在させるために不可欠のものだ。反物質がこの世界の物質に触ふれればその時点で大爆発を起こしてしまう。中立フィールドはこの世界と反物質が直接触れ合わないようにするための被ひ膜まくのようなものだ。

　しかし中立フィールドを発生させる装置は巨きよ大だいで、それを動かし続けるエネルギーは莫ばく大だいなものだった。

　光子魚雷には、中立フィールドを維い持じし続けるだけのエネルギー源を搭とう載さいする余よ裕ゆうがない。

　発射された光子魚雷の中立フィールドは反物質を吸収しながら消滅してゆく。

　つまり、光子魚雷は発射されるのと同時に、爆薬となる反物質がどんどん目減りしてゆくという構造を持っていたのだ。

　光子魚雷は、兵器としては実に不完全なものかもしれない。しかし、その構造の単純さからくるコストパフォーマンスの良さと、命中した時の威い力りよくの大きさを考えれば、これに匹ひつ敵てきする兵器はなかった。

　光子魚雷を抱かかえて飛ぶ攻撃機の胴体には、光子魚雷を維持し続けるための中立フィールド発生装置と、その装置を動かし続けるエネルギーを供給する小型の反応炉ろが収まっていた。

　鈍どん重じゆうで小回りの利きかない機体で、機内に抱えている光子魚雷は通常の光子魚雷の半分ほどの大きさしかなかったが、当たり所さえ良ければ、一発で重巡じゆん航こう艦かんクラスの艦船を戦せん闘とう不能にすることができるだけの威力を持っていた。

　小型の艦船に光子魚雷を搭載したいわゆる魚雷艇ていのような船は存在していた。しかし、機動戦闘艇クラスのサイズの機体に光子魚雷を搭載した攻撃機という兵器は、まだ存在自体が珍めずらしいものだった。

　帝てい国こく軍もこの種の兵器の導入を考こう慮りよしたが、雷撃戦を展開するのなら魚雷艇クラスの大きさの船を量産したほうが、はるかに効果的であるという結論に達したため、攻撃機の採用は見送られていた。

　帝国軍兵器局の高官は、攻撃機を見て「貧びん乏ぼう人の魚雷艇」と言って笑ったと伝えられている。

　確かに一発の光子魚雷しか搭載しておらず、防ぼう御ぎよ力のほとんどない攻撃機は、貧乏人の魚雷艇と呼ぶにふさわしい兵器かもしれない。

　しかし、それはこの攻撃機というものを、「魚雷艇」として使った場合の評価であり、攻撃機を「攻撃機」として使った場合の評価ではない。

　そして、帝国軍は、このとき初めて攻撃機というものの評価をすることとなった。

　損害を受ける側として。




「敵、機動戦闘艇接近！　機き影えいから見て大型の対艦ミサイルを搭載しているものと思われます！」

　情報参さん謀ぼうの報告が流れるのと同時に、帝国軍の中央指揮室に緊きん迫ぱくした空気が流れた。

「ここまで侵しん入にゆうを許すとはな……」

　参謀長が、とりなすように言った。

「しかし、機数はわずかですし、おそらく対艦ミサイルしか装備していないものと思われます。損害は軽けい微びでしょう」

　バルク中将は、じろりと参謀長を見た。

「損害の軽けい重ちようを言っているのではない。損害が生じるということの意味を言っているのだ。数にして十分の一の敵に、一部とはいえ艦隊の中ちゆう枢すう部にまで侵入を許したのだぞ！　これは帝国軍全軍に恥はじをさらすようなものではないか」

　機動戦闘艇の情報を表示しているパーソナルモニターに目を落としてバルク中将は続けた。

「あの機体が搭載している対艦ミサイルは、ビーム攪かく乱らん粒りゆう子し散布用のものだろう。敵の主体は雷撃を主武装とした軽巡航艦だ。おそらく敵は我々の戦列艦の主しゆ砲ほうを封ふうじるつもりなのだ」

　参謀長は小さくうなずいたが、今ひとつ納なつ得とくしていないようだった。

「何か腑ふに落ちないことでもあるのかね？」

「ビーム攪乱粒子を散布するにしては少なすぎませんか？　それにビームの威力は距きよ離りに応じて下がります。攪乱粒子を散布するのなら自分の艦隊の直前に散布するほうが効果的ではないかと……」

　バルク中将はうなずいた。

「確かにその点については考慮したが、基本的に彼らの艦隊は劣れつ勢せいで数少ない。よってビーム攪乱粒子を散布する機体が少なくても不思議はない。また、ビーム攪乱粒子の散布場所だが、彼らの戦法は艦を機動運用する雷撃戦だ。定位置に留とどまり主砲を撃うちあう砲ほう撃げき戦ではない。常に艦隊が動くとすれば、定位置にビーム攪乱粒子を散布しても無む駄だだ。違ちがうかね？」

　参謀長がうなずこうとしたそのとき、センサーオペレーターの報告が飛んだ。

「敵機動戦闘艇、ミサイル発射！」

「ミサイル迎げい撃げきシステム射撃開始！」

　艦隊中枢部に配置された戦艦から、光の壁かべとしか形容できないような濃のう密みつな火線の幕が投げつけられた。

　第九次桃もも星ぼし戦せん役えきで、ローデス軍の殉じゆん教きようミサイルによる被ひ害がいが甚じん大だいであったことを戦訓とした帝国軍は戦列艦に、このミサイル迎撃システムを搭載していた。

　殉教ミサイルの目標となったのがＤ級以上の戦艦であったことから、このシステムはまず戦列艦に優先して設置された。もし、このシステムがピケット艦にも搭載されていたとしたら、アウトニアの攻こう撃げき機は到とう底ていここまでたどり着けなかったに違いない。

　その火線の網あみにひっかかったミサイルは次々に爆ばく発はつし、空間に虹にじ色いろの幕を広げた。

「敵ミサイルはビーム攪乱粒子散布用と判明！　損害はありません」

　中央指揮室に一いつ瞬しゆんほっとした空気が流れたそのとき、悲鳴にも似た声が上がった。

「ミサイルと異なる方向から敵機が来ます！」

「なんだと！」

「光子魚ぎよ雷らいです！　敵機が光子魚雷を発射！　目標は……本艦！」

「総員！　耐たいショック防護態勢！　ダメージコントロール班待機！」

　通常のミサイルの速度であれば、対応できたであろう迎撃システムも、ミサイルよりはるかに高速で、しかもこれだけ近きん距きよ離りから同時に発射された光子魚雷には対応できなかった。

　参謀の指示を伝えるのと同時に、旗き艦かん、クレセント・バリアリーフは大きく揺ゆさぶられた。




　モトの目の前で、帝てい国こく軍の戦列艦たちの横腹に次々に閃せん光こうが走った。

　アウトニア軍が発進させた攻撃機の数は五十機。

　うち、光子魚雷搭とう載さい機は三十機。

　そして雷撃を成功させた機数は二十二機だった。

　対する帝国軍の戦列艦の数は千数百隻せき。

　たった二十二発の光子魚雷の与あたえた効果は微々たるものだった。

　事実、大破した艦はあっても、撃げき沈ちんされた艦は一隻もなかった。

　しかし、モトをはじめとするアウトニア軍攻撃隊のパイロットたちは満足だった。

　彼らの目的は果たされたからだ。

　彼らに与えられた目的は敵艦の撃沈ではなかったのだ。
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　第五章　戦域外







　マガザン帝国の領土である銀河北辺の惑わく星せいシードクロス。

　本来ならば、この星は、週に一回やってくる定期巡じゆん回かい船以外に訪おとずれる船の姿もない、ほんとうにどこにでもある辺境星の一つに過ぎなかった。

　統一規格で設計され大量生産された宇宙港の設備や、メインコントロールセンターの構造、ランプウェイの配置などは、それこそ「辺境の星」という言葉を聞いた人間が、誰だれもが思い浮うかべる共通のイメージだけをかき集めてつくられたような光景だった。

　その辺境星のモデルハウスのような惑星シードクロスの周囲には、今、辺境とは思えない光景が広がっていた。

　宇宙空間に浮かぶ千隻近い数の輸送艦と、その向こうに浮かぶ約二千隻の強ごう襲しゆう揚よう陸りく用シャトル艇ていの群れ。

　群遊する魚の群れにも似たその銀色のシルエットは、マガザン帝国の帝星の衛星軌き道どうにある中ちゆう継けいステーションから見た光景に良く似ていた。

「帝国第三軍輸送船団〇一一四か……」

　護ご衛えい艦かん隊旗艦ドリームブックのメインブリッジで、テディは目の前にあるタンホイザーゲートの前で転移開始を待つ戦せん闘とう艦かんの群れを見てつぶやいた。

「結局、なんだったんですかね。出港を早める、という命令が来たと思ったら、今度は第二艦隊の出撃を優先するから、輸送船団は待機しろなんて命令が来るし……」

　横に立っていた四十歳くらいの小太りの副官が、不平めいた口調でつぶやいた。

「さあな、私たちにはわからない、いろいろな何かがあるんだろう」

「ひょっとして……第三軍の第一艦隊が苦戦しているのでしょうか？」

　テディはちょっと眉まゆをひそめて考え込んだ。

「そうかもしれん」

「しかし……第一艦隊は、アウトニア軍の十倍の戦力を持っています。そう簡単にやられるわけがありません」

「それはそうだが……敵はあの、マイド・ガーナッシュだから……わからんぞ」

　そのとき、テディの前にあるパーソナルモニターに通信オペレーターが映った。

『テディ少しよう佐さ、第三軍兵へい站たん部のカンナ・リモージュ中ちゆう尉いから通信が来ております』

　テディはちょっと目を見開いた後でうなずいた。

「繫つないでくれ」

　パーソナルモニターが一人の女性士官の姿を映し出した。

　その女性士官が何かを言う前にテディが言った。

「すみません、一週間待ってください。その時に先約が入ってなければの話ですがね」

　カンナ中尉は、一いつ瞬しゆん驚おどろいた後で、少し顔を赤らめて言った。

『ご安心ください、先約なんてありません……それより例の件ですが……』

　テディはうなずいた。

「輸送船団の編成内容は、先ほど確かく認にんしました。ありがとうございます」

　カンナは、微笑ほほえんだ。

『いえ、それほどたいしたことをしたわけではありません。輸送スケジュールが大おお幅はばに変へん更こうになり、補給物資の輸送を急がせろ、という指示が来ましたので、とりあえず輸送可能な物資から輸送するように現場の裁量で輸送品目を変更しただけです』

　テディは真面目まじめな顔で答えた。

「でも、それが前例になる……違ちがいますか？」

　カンナは、はっとした顔になった。

「そういうことですよカンナ中尉。あなたは前例を作ったんです。現場の裁量で補給物資の組み合わせの一部を変更することができるという前例です」

　そしてテディは微笑んだ。

「このお礼は何がいいですか？」

『え？　あ、いや、お礼だなんて……』

　カンナ中尉は、どぎまぎしたようにそう答えて下を向いた。

「じゃあ、この任務が終わって帰ってくる一週間後までに何か考えておいて下さい」

『はい……』

　カンナ中尉は上気したような顔でうなずいた。

「では……行ってきます」

『お気をつけて……』

　カンナ中尉が一礼したところでモニターは切れた。

　映像が消えたパーソナルモニターから顔を上げたテディは、副官に向かって聞いた。

「何か言いたそうだな」

　副官は、顔に浮かんでいたニヤニヤ笑いを消して、澄すました顔で首を振ふった。

「……いえ、別に……ただ」

「ただ……何だ？」

「さすがテディ少佐だな、と思っただけです」

「何が、さすがなのかわからんがね」

　副官は澄ました表情のまま答えた。

「鉄の令嬢アイアン・レデイに、あんな顔ができるとは思いませんでした」

「鉄の令嬢アイアン・レデイ？」

　副官はちょっと驚おどろいたような顔をした。

「補給担当士官のカンナ・リモージュ中尉のあだ名ですよ、ご存じなかったんですか？　補給担当士官というのは、実質的に軍隊の中にある物資を自由にできる位置にいますからね。あの娘むすめをたぶらかして、いい目を見ようって考えた人間が、過去にいっぱいいたんですよ」

　副官は、肩かたをすくめて続けた。

「彼女は貴族令嬢ですが、苦労人でしてね、父親を早くに亡なくして、実質的に彼女が四人の弟や妹を養ってきたようなものなんです。貧びん乏ぼう貴族の娘なんざ、簡単に手玉に取れるって考えた馬ば鹿か貴族のぼんぼんやら、職権でなんとかしようとした馬鹿上官どもにいろいろちょっかい出されて、意い固こ地じになっちゃったんでしょうな。歩く輸送規則とか生きている輸送細則とか言われるくらい、お固い娘になってしまったんですよ。評判は良くないですが根は素す直なおな娘です」

「リモージュ家のことについて、ずいぶんと詳くわしいな。君は貴族ではないはずだが……」

　副官は、にやっと笑った。

「私の兄が、用人としてリモージュ家に勤めておりましてね。あの娘のことは個人的に良く知っているんです。……で、どうですか？　うまくたぶらかせそうですか？」

　肩をすくめてテディは笑いながら言った。

「さあな。ジゴロになって、女に貢みつがせるとしたら、婚こん期きが遅おくれた経理担当のＯＬを狙ねらうってのがセオリーだが……残念なことに、私にはそれだけの甲か斐い性しようがない」

　実に残念そうに副官は言った。

「そうですか……残念ですね。特別配給で、乗組員にビールでも配ってやれるかと思ったんですがねえ」

「本気か？」

　副官はテディを正面から見て、そして答えた。

「本気です」

　テディは、しばらくじっと副官の顔を見返した。

　……確かに彼女と個人的知り合いになれば、この先何かと便利になるだろう。人間、だれしも金とモノには弱いものだ。

　こんなチャンスはめったにあるものじゃない。問題は、罠わなと見分けがつかないというところだな。

　……仕方ない、踏ふみ込んでみるか。

　テディは、小さくうなずいて答えた。

「わかった……じゃあこっちも本気になろう」

　副官は、黙だまって頭を下げた。

　テディは視線を外部モニターに移した。

　メインブリッジの外で、タンホイザーゲートの順番待ちをしている輸送船団の艦かん列れつはほとんど減っていないようだった。

「急がないと間に合わなくなるな」

「アウトニア星系の物資集積所には、今現在三日ぶんの備び蓄ちくしかないそうです。我々が無事に到とう着ちやくしないと第三軍は機能停止に陥おちいります。もう少し備蓄を増やしてから戦せん闘とうを開始すれば良かったのでしょうがね」

「アウトニア星系は敵の領分だからな。まず主力が転移して、後方の安全を確保してからじゃないと物資集積所を作るわけにいかないしな……」

　テディはタンホイザーゲートを見た。

　それは宇宙空間に浮うかぶ巨きよ大だいな窓だった。

　最大出力で展開されている中立フィールドに覆おおわれた窓は青白く輝かがやいていた。

「ここが最大のウィークポイントかもしれないな。たった三つのゲートしか使えないのなら、それに応じた部隊編制と補給計画を立てるべきだったのかもしれない……しかし第三軍の参さん謀ぼうとバルクは、あくまでも兵力の集中にこだわった……数の優勢はそのまま勝利に通じる最大の要素だからね。その誘ゆう惑わくに勝てる人間はそういない」

　副官は驚いたようにテディを見た。

「ここが攻こう撃げきを受けるというのですか？」

「この基地の防ぼう御ぎよは完かん璧ぺきだ。アウトニア軍が全部隊で攻せめてきても撃退できるだろう。私が言っているのは、もしあのタンホイザーゲートに不具合が生じたら、第三軍への補給計画は大混乱になるということさ」

「確かにそうですね。輸送船団をベルトコンベアのように次々に送り出し続けなくては、第三軍を維い持じできない状態ですからね」

「口に食い物を投げ込み続けないと、あの大食いの巨人は戦えないからな……本当に軍隊ってのは金がかかる」

　テディの視線は輸送船団の向こうに浮かぶ揚よう陸りく用シャトルに映った。

「それに、たかだか人口十万人の開かい拓たく惑わく星せいを制圧するのに用意した陸戦隊が三個師団か……とんでもないコストだな、とうてい割に合わん」

「戦争なんてものは割に合わないものと相場は決まっていると思いますが」

　テディは首を振ふった。

「いや、戦争なんてのは形を変えた経済活動の一つに過ぎない。割に合うと予測してはじめるものさ……えてして外れるけどな。ところがこの戦争はそうじゃない。それをわかっていなかったのがそもそもの間ま違ちがいさ」

「三年前、アウトニアを滅ほろぼしたことが間違いだったと？」

　もう一度テディは首を振った。

「いや、違う。大国が自分の力を誇こ示じし、周辺の国家に影えい響きよう力を及およぼすために、ああいった小国が責め滅ぼされることはよくあることさ……問題は……」

「アウトニアには、マイド・ガーナッシュがいた。……ということですか？」

　無言でうなずいた後で、テディは副官に聞いた。

「個人的通信を送る時間はあるかな？」

「個人的通信ですか？」

「ああ、第三軍兵へい站たん部補給基地に勤務する一人の女性士官にね」

　副官はタイムカウンターを見て肩かたをすくめた。

「残念ですが、このあと各護ご衛えい艦かんの艦長との会議が予定されております……何かメッセージがございましたなら私がお届けしますが」

「そうか、じゃあ仕方ないな。君に頼たのもう。メッセージは一言だけだ」

「かしこまりました……で？　どのようなメッセージを？」

「光子魚ぎよ雷らいと反応爆ばく薬やくの保管場所を、補給基地のコントロールルームから一番遠い場所に変へん更こうしたほうがいい、と伝えてくれ。あれでは近すぎる」

「は？」

　副官は一いつ瞬しゆん、狐きつねにつままれたような顔をした。

「それだけで……よろしいのですか？」

「ああ、それだけだ。護衛艦隊といっても、跳ちよう空間に転移してしまえば、ほとんど攻撃は受けないだろう。一番危険な場所は、この補給基地と、アウトニア星系に作られた物資集積所だ。備えあれば憂うれいなしということさ」

　テディは、何か言いたそうな顔をしている副官に真顔で聞いた。

「他ほかに、何か伝えることがあるのかね？　公用通信を使って伝えるようなことが？」

　副官は、はっとしたような顔になってから微笑ほほえんだ。

「ございませんな、公用通信はあくまでも公用に限られるべきものですから」

「そういうことだ、よろしく頼む。では、私は会議に行くとしよう」

　一礼してテディを見送った副官は、小さくため息をついた。

　……確かに切れ者かもしれない。

　問題なのは、本当に切れる人間は、そのことを他人に気づかせないようにすることができる。ということだな。

　……本当に切れるのか本当に鈍にぶいのか、傍はたではわからん。




　帝てい国こく第三軍第二艦隊。

　それは約五百隻せきの戦艦と、二千隻の重巡じゆん航こう艦かん、そして数千の軽巡航艦と駆く逐ちく艦かんによって編制されていた。

　この艦隊の総数は約八千隻。

　本隊の三分の一の数とはいえ、堂々たる艦隊である。

　第二艦隊旗艦フリードリヒ・ディア・グロッセのメインブリッジでは、この第二艦隊の総司令官であるイーチ少将が、腕うで組ぐみをし、正面にあるパーソナルモニターに映る概がい念ねん図をにらみつけていた。

　その概念図は、現時点での第二艦隊における航続時間を示していた。

　イーチ少将は、パーソナルモニターの中のウィンドウを操作して、輸送担当参さん謀ぼうを呼び出し、イライラした口調で聞いた。

「転移完かん了りようまで、あとどれくらいかかる？」

「見込みではあと十五分です」

　わざわざ参謀を呼び出さなくとも、その予想時間は、概念図に表示されていた。

　しかし、それを聞かずにはおられないところが、現在の第二艦隊総司令官イーチ少将の置かれている立場を示していた。

　本来ならば第二艦隊の出番はもう少しあとになるはずだった。

　第三軍は、その総戦力の七割を第一艦隊。三割を第二艦隊として、別々に運用し、本隊である第一艦隊がアウトニア艦隊の正面から攻こう撃げきを仕し掛かけ、時間差を付けて別働隊である第二艦隊は、アウトニア艦隊の背後に転移し、挟きよう撃げきするという作戦を立てていた。

　この作戦を握にぎるカギは、第二艦隊の転移のタイミングである。そのタイミングを確実なものにするためには、第二艦隊約八千隻は跳空間に転移し跳空間ドライブをかけたままそこで待機する必要があった。しかし、跳空間ドライブは、エネルギーを大量に消しよう耗もうする航法であり、補給上の問題からそういった方法をとることができなかった。

　そのため第三軍は、あらかじめ予定されたタイムテーブルに沿って部隊を運用しなくてはならなかったのだ。

　第一艦隊が転移した十二時間後。

　それが第二艦隊が転移する予定時間だった。しかし、第一艦隊の防ぼう御ぎよスクリーンを一撃で突とつ破ぱされ、球形陣じん内に敵艦隊の侵しん入にゆうを許すという事態が、このタイムテーブルを大きく狂くるわせてしまった。

　バルク中将の命令により、第二艦隊の転移は直ただちに行われることになったのだ。

　……敵に陣形内に侵入されるとは、あの防御スクリーンを破られたということになるが、いったいどのような兵器を使用したのか気になるな。

　イーチ少将は、第一艦隊から送られてきた敵のエネルギー兵器についてのレポートを思い出していた。

　……過去におけるどのエネルギー兵器とも合がつ致ちしないパターンのエネルギー粒りゆう子しの束……か。まるで暴走した反応炉ろの中身をぶつけるようなものだな。

　イーチ少将は、自分の予想が当たっていたことも知らずに、もう一度転移状じよう況きようの概念図に視線を落とした。

　……しかし、我々の転移を急がせるということは、第一艦隊の損害は看過できないほど大きいということになるな……そこへ我々が駆かけつけて、第三軍第一艦隊の危機を救う……。

　……バルク中将の時代は終わったのかもしれん。

　ついに、あの男の陰かげに隠かくれていた優すぐれた才能の持ち主に光が当たるときが来たのだ。

　イーチ少将は、心の中でにやりと笑った。

　その「優れた才能の持ち主」が誰だれを指すのか、それは言うまでもなく明らかなことだった。

　イーチ少将は、通信コンソールを操作して、艦隊運用参謀を呼び出した。

　コンソールの正面にあるパーソナルモニターに、参謀の顔が映った。

『お呼びですか？』

「アウトニア星系に転移するポイントだが……バルク中将から位置指定が来ていたな」

『はい、座標と、艦隊隊形について細かな指示が来ております。メインスクリーンの上に概念図でお出しします』

　運用参謀がそう言うのと同時に、メインスクリーンに三次元立体スクリーンが浮うかび上がった。

　緑色の光点で作られた球形の中に、赤い光点で作られた紡ぼう錘すい形のものが見える。

　……何度見ても信じられんな。あの球形陣を突破されたということが。

　その、球形陣の外側。

　アウトニア軍によって破られた場所の斜ななめ後方に、青い光点が現れた。

『バルク総司令官の指示した転移ポイントはここです。重力波の干かん渉しようなどを考こう慮りよした危険度はＢランクのエリアです』

「Ｂか……」

　イーチ少将は考え込んだ。

　跳ちよう空間航法を使って、高次跳空間に転移した宇宙船が、Ｎフィールドから通常空間に転移するとき、宇宙船はそのポイントの周囲の重力波や恒こう星せいの影えい響きようを受けることになる。どこにでも自由に転移できるわけではない。

　恒星系の周囲には、恒星を回る各惑わく星せいの軌き道どう上の位置のバランスにより、転移の際の危険度が低いエリアと高いエリアがあった。

　危険度Ｂというのは、転移した座標の確実性が六十パーセント前後ということになる。つまり、計算した座標に転移できるのは百隻の中の六十隻しかないということだ。

　密集した隊形のままそのエリアに転移すれば、艦船どうしが衝しよう突とつし、損害が出ることは当然予想される。しかし、あえてそれをやれと、バルク中将は指示してきていた。

　……それだけ余よ裕ゆうがないということなのだろう。しかし……その指示を鵜う吞のみにするわけにはいかないな。

　イーチ少将の頭の中にはさまざまな計算が渦うず巻まいていた。

　その中には、この戦いの後始末のことも含ふくまれていた。

　……どっちにしろ、かなりの損害を出したバルク中将の責任は免まぬかれない。査問委員会が開かれるのは必至だ。だとすると、同じ第三軍の幕ばく僚りようであるこの私も同じ査問にかけられることは間ま違ちがいない。

　……査問で問題になるのは、戦果ではなく損害であることは衆知の事実だ。だとすると、私がバルクより上位に立つには、無む駄だな損害を出すわけにはいかないということだな。

　イーチ少将は、小さくうなずくと、パーソナルモニターに運用参さん謀ぼうを呼び出して伝えた。

「各艦の間かん隔かくを、緊きん密みつにするように伝えろ。アウトニア星系への転移ポイントを変へん更こうする」

　イーチ少将の指示したポイントを確かく認にんした運用参謀が眉まゆをひそめた。

『そのポイントですと、当初の指定位置よりかなり離はなれております。アウトニア星系に転移した後、即そく座ざに戦せん闘とうに加わることができませんが……よろしいのですか？』

「バルク中将の指定したポイントは危険すぎる。私が指定したポイントは第一艦隊より遠いが安全だ。密集隊形をとったまま転移し、全速力で支し援えんに向かうこととする。大切なことは、戦力を事故などで失うことなく戦場まで移動することだ。事故で失ったのでは元も子もないからな」

『了りよう解かいしました』

　運用参謀は敬礼してモニターから消えた。

　その、やりとりを聞いていた副官が、何かを言いたそうな顔をしているのにイーチ少将は気がついた。

「転移座標の変更について、バルク中将に報告したほうがいいと言いたいのだな？　しかし……報告はしない。私は、この作戦の目的も段取りもすべてわかっている。結果を出せばそのような手続きの有う無むなど小さなことだ。私には独断専行をする権限がある。違うかね？」

　副官は無言だった。

　イーチ少将は、三次元立体スクリーンに映る八千隻の艦船の群れを見上げた。

　……そう、元も子もなくなっては困るのだ……あれが私の未来を保証してくれる元手なのだからな。

　運用参謀の指示した座標を入力したのだろう。三次元立体スクリーンに映る艦隊の艦船たちは、ゆっくりと移動し始めていた。




　その頃ころ。

　高次空間の中をＮフィールドを全開にして航行する四隻の船からなる小艦隊の姿があった。

　その小艦隊は、帝てい国こく軍の通常編制から見れば異例としか言いようのない艦種で編制されていた。四隻のうち三隻は戦艦。それもすべて最新式のＳＸ型戦艦であり残りの一隻は、これまた新型のグェナヴィア型の大型補給艦だったのだ。

　通常、戦艦だけが単独で航行することはありえない。戦艦というのは、軍艦の中でもっとも強力な艦であり、いわばお殿との様さまのようなものなのだ。動くときには必ず駆く逐ちく艦かんもしくは軽巡じゆん航こう艦かんという護衛や下働きをするためのお供がつくのが常識だった。

　ましてや同型の戦艦だけが三隻まとまって航行するのは、常識では考えられないことだった。

　ダイヤモンド型の編隊を組むその四隻の先頭を行くＳＸ型戦艦のメインブリッジには、黒い軍服に身を包んだ精せい悍かんな顔つきの三十歳くらいの男と、どう見ても軍人には見えない二十台半なかばの男が立っていた。

　そのブリッジは戦艦にしては人の数が少なかった。

　戦艦につきものの上級士官の姿はなく、通信オペレーターも一人か二人しかいない。

　まるで回航中の船のようだ。

　黒い軍服を着た男が、低い、しっかりした声で、横に立っていた民間人らしい男に聞いた。

「この作戦は危険です。監かん督とくは補給艦で待機なさっていたほうがよろしいのではありませんか？」

　監督と呼ばれた男は首を振ふった。

「いえ、私はこの船にいます。ここでスタッフとともに、戦闘映像を撮さつ影えいするつもりです……それに、危険なことが嫌いやなら、最初からこんな作戦に乗ったりしませんよ、スリーディ少しよう佐さ」

　スリーディ少佐と呼ばれた男は笑った。

「言われてみれば確かにそうですな。この作戦はビューノ監督の知名度なくしては成立しないものですしね」

「ええ、実を言うと私は実にガメツイ男でしてね。乗りかかった舟ふねなら、最後まで乗って乗って乗り倒たおしてやらないと気がすまない人間なんです」

「うちのタカハジ、という男に似ていますな。もっともそいつのほうは押して押して押し倒すほうですがね」

「ずいぶんと積極的な人ですね、そのタカハジという人は」

　スリーディ少佐は、肩かたをすくめた。

「ビューノ監督がおっしゃっている意味が女性に、という意味なら答えはノーです。敵に対しては実に積極的な男ですが、女性に対してはからっきし意い気く地じのない男ですよ」

「それは賞賛に値する人物ですね。少なくともその逆のタイプよりははるかにマシです」

　少佐は、声を立てて笑った後で、真しん剣けんな目をした。

「もうすぐ、目的地に着きます。ご用意はよろしいですか？」

　ビューノもまた、真剣な目をしてうなずいた。

「ええ、台本はすでにできております。あとは舞ぶ台たいの上でどれだけ演じることができるか、ということです」

「わかりました。では、参りましょう」

　ビューノは右手を上げた。

　二人の会話を後ろから撮影していたスタッフの中から声が上がった。

「はいカットぉ！」

「シーンナンバー四十三、撮影終しゆう了りようです！」

　ざわざわと動き回る撮影スタッフを眺ながめながら、スリーディ少佐を演じていた男は、大きくため息をついた。

「やっと終わりましたね、いやあ肩がこりますよ」

「ええ、これで撮影は終わりです。後は、本物のスリーディ少佐に戻もどっていただくだけです」

「わかりました。では、地を出して行きますかな……」

　そう言ってにやっと笑った後で、スリーディ少佐は通信コンソールに向かって叫さけんだ。

「ケルプワイン特とく殊しゆ部隊のクソ野や郎ろうども！　聞いてるか！　いよいよ仕事だ！　気合ィ入れて行くぜェ！」
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　第六章　転換点







　マイドの目の前で、カウントダウンが始まった。

　そして、マイドの意識は、ワタルと共に、目の前に並ぶ敵の艦かん影えいを見ていた。

　何重にもなった緊きん密みつな艦影は、ワタルたちが帝てい国こく軍の球形陣じんの奥深くまで達していることを意味していた。

　周囲の敵艦から浴びせられる砲ほう火かの量は、これまでの比ではなかった。

『今、戦列艦は攻こう撃げき機の光子魚ぎよ雷らい攻撃を受けて混乱している！　今なら敵の反撃を食くらう前に敵陣に光子魚雷を叩たたき込めるぞ！』

　その、マイドの意識に、ワタルの意識が答えた。

『まだまだですよ、マイド閣下。この距きよ離りじゃ光子魚雷の効果は半分です』

『しかし、時間がない！　敵が混乱から立ち直れば、集中砲火を浴びて君たちは全ぜん滅めつするかもしれない！　この戦いの本当の目的はあの戦列艦を沈しずめることなんかじゃないんだ！』

　ワタルは微笑ほほえんだ。

『わかってますよマイド閣下。あなたの立てた、この作戦の目的もカラクリも何もかも全部。お忘れですか？　このサイコウエーブネットじゃあ、隠かくしごとなんかできないんですよ。マイド閣下がリンクした時点で、マイド閣下の頭の中にあった情報は全部共有物になってしまったんですから』

　マイドは、照れたようにうなずいた。

『そうか……そういえばそうだった』

『俺おれたちはマイド閣下の立てた作戦を知りました。将校も二等兵も、アウトニア軍に所属し、このサイコウエーブネットにリンクすることを承しよう諾だくした人間は一人残らず知ったんです。

　そして、同時に俺たちは、自分たちが何をやればいいのか、何をしなければならないのか、何のためにそれをやるのか、それも知ったんです』

　ワタルは前を向いた。

『だから、俺たちはそれをやろうとしているんです……俺たちを信用してください』

　カウントダウンの表示が三桁けたを切った。

　そのとき、ケルプの命令が飛んだ。

「各艦、雷撃艦隊編制！　光子魚雷完全装置解除！」

　命令が下るのと同時に、ケルプワイン雷撃艦隊は、それぞれに五十隻せきほどの小集団を作り始めた。

　その艦隊運動を確かく認にんした帝国軍の中に緊きん張ちようが走った。

『敵、軽巡じゆん航こう艦かん、集結中！　雷撃態勢に入るものと思われます！』

　第三軍旗艦のメインブリッジに、センサリングオペレーターの声が響ひびいた。

　その報告は、そのままその奥にある中央指揮室へと流れた。

「集結中だと？」

『はい！　先ほどまで完全に個別行動を取っていた敵の艦隊が、五十隻程度の小集団ずつに集結しつつあります！』

　バルク中将は、直感した。

　……集中雷撃だ。

　五十隻の艦隊が一束となって、光子魚雷を撃うつつもりに違ちがいない。

　軽巡航艦の魚雷発射管の数は一隻あたり二十本程度だが……いや。やつらは正規軍ではない。重雷装艦に改造している可能性もある。

　遠距離からの無誘ゆう導どう兵器とはいえ、回かい避ひ行動に制限のある我々の方がはるかに分が悪い。

　しかし、集結しているのなら、そこを我が戦列艦の主砲で叩くことは可能だ。

　間違って味方を撃つ可能性も低い。

　バルク中将は叫んだ。

「敵艦が集結を始めたのなら好機ではないか！　戦列艦は何をしておる！」

「指揮系統が先ほどの攻撃で乱れております。統一射しや撃げきにはあと少しかかるとの、戦列艦艦隊司令からの回答です」

　バルク中将はついに声を荒あらげた。

「統一射撃だと？　なにを考えている！　敵艦は戦列艦ではない！　軽巡航艦と駆く逐ちく艦かんなどの集合艦隊だ！　各艦個別照準で撃たせればよい！」

「了りよう解かいしました！」

　あわてて指示を出す参さん謀ぼうたちを見て、バルク中将は、暗あん澹たんたる気分になった。

　……マニュアルとセオリーの果てにあるものがこの惨さん状じようか。

　戦列艦は艦隊統一射撃を基本とする……艦隊運用規き範はんには確かにそう書かれている。

　本来ならば戦列艦が相手にするのは、同じ戦列艦だ。そのためには主砲を集中して運用する必要がある。統一射撃とは、そのために行われるものだ。

　しかし、アウトニア軍には戦列艦と呼べる戦艦は数隻しかない。

　その相手に、同じ戦術で対応するなど、大おお馬ば鹿かだ……。

　バルク中将は、苦々しくその大馬鹿の顔を思い浮うかべた。




　バルク中将が思い浮かべたその顔の持ち主は、戦列艦隊の司令、リング少将だった。

　司令部からの指示を聞いたリング少将は、顔に不満の色を浮かべて横にいた副官に聞いた。

「バルク中将の命令は、規則違い反はんではないのか？」

　副官は、心の底で『またか……』と思いながらうやうやしく答えた。

「規則には反しますが、総司令官であるバルク中将には、その規則を変へん更こうできる権限がございます」

「それは知っている。しかしこの命令には、変更した条じよう項こうについての但ただし書きがついておらん。第何条の何項についてこれこれこのように変更し、その変更はいつから効力を発するのか、その但し書きがなくては記録できんではないか。もし、何か問題になったとき、責任を追つい及きゆうされるのはごめんだぞ」

　副官は慇いん懃ぎんに答えた。

「確かにそのとおりですが、総司令官の命令に従わなければ、その責任は総司令官ではなく命令に従わなかった側にあります。いかがいたしますか？」

　リング少将は、ぎくりとしたような顔で副官を見た。そして、あわてたように言った。

「そ、そうだな、すぐに隷れい下かの艦に対し、主砲の統一射撃命令を取り消す、と指示を出せ」

「了解いたしました」

　副官は、少将に敬礼した。

　本来ならば、戦せん闘とうに入った時点で、乗組員同士や、兵と将校の間における敬礼などの礼式については省略されるものであり、規則にもしっかりと「省略できる」と規定されている。

　さまざまな指示命令の飛び交かう臨戦下の司令部などで、こういった敬礼を行っている暇ひまがあるわけがないのだが、リング少将は、部下の全員にこの礼式の省略を認めていなかった。

　その理由は、規則に規定されている「省略できる」という文面の解かい釈しやくの違いであった。

　つまり、省略することができるということは、基本的に省略してはならないということだ、とリング少将は解釈したのである。

　基本に忠実に、すべてを規則に従って動かせば組織は滑なめらかに動く。なぜなら規則とは組織のために作られたものだからだ。

　これがリング少将の基本的な考え方だった。

　副官は、通信コンソールで、各艦隊に命令を発した。

　ほとんどの艦から、即そく座ざに応答が帰ってきたのを見ると、どの艦の艦長も、よほどイラついていたのだろう。

　神経質そうなリング少将の横顔を見て副官は考えた。

　……官かん僚りようの顔だな……どう見ても軍人の顔じゃない。

　副官の考えは当たっていた。

　彼は官僚としては実に有能であった。彼が無能であるわけではない。

　無能な人間が将官になれるほど、帝てい国こく軍はまだ腐くさってはいない。

　スケジュールを立て、計画的に物事を進める彼の能力は、帝国軍の中でも群を抜ぬいていた。

　しかし、その有能さは平和なときにしか通用しないものだった。

　実際の戦闘で敵が、こちらの立てた予定通りに動くことはありえない。

　予定を第一に考えるような人間は、戦闘のような非常の場合はまったく役に立たない。

　軍人に求められるのは、非常の場合の対応力なのだ。

　通信コンソールの前に立って、各艦の艦長と通信を交わした副官が、リング少将の前に立って再び敬礼した。

　……最初の頃ころは、戦闘中の敬礼に反感を持ったものだが。人間とは慣れる生き物なのだな。副官は頭のどこかでそう考えながら報告した。

「各艦から、射しや撃げき準備よし、との回答です。射撃許可を出しますか？」

　不安そうな顔で、リング少将は聞いた。

「その許可は、総司令官であるバルク中将の決裁を頂いたほうがいいと思わんか？」

「各個射撃についての命令はすでに出ております」

「それはそうだが、個別射撃を許可すれば、各艦の艦長が勝手に主しゆ砲ほうを撃うつことになる。それは私の管理を外れることになるではないか！　管理できないところまで私が責任を持てるわけがない！　やはりここは上級幹部の決済を得て、責任の所在を明らかにしておかねば……」

　……この期ごに及およんで責任逃のがれか。

　背を丸め、怯おびえた小動物のように落ち着かぬ視線をあちこちに飛ばす司令官を見ていた副官は、ついに決め台詞ぜりふを口にした。

「手続きにこだわり戦機を逃しますと、それは司令官殿どののミスとして記録されることになりますが、それでもよろしいのでしょうか？」

　リング少将は青ざめた。

「き、君、なんてことを。私を脅きよう迫はくするのかね！」

　副官は首を振ふった。

「私は司令官殿を、心から尊敬しております。それがゆえに申し上げているのです。司令官殿の輝かがやかしい経歴に汚お点てんを残さぬためにも、ご決断を！」

　追い詰つめられた表情のリング少将の額に脂あぶら汗あせが浮ういていた。

　傍はたで見ていても、わかるほどの葛かつ藤とうの後で、リング少将は小声で命令を発した。

「わかった……私の責任において命令を出す。各艦、個別照準で射撃開始だ」

　それだけを言ってがっくりとシートに腰こし掛かけたリング少将を見て副官は思った。

　……きっと、彼にとって自分の責任において何かをするということは、一生に一度あるかないかという経験なんだろうな。

　無表情な目で少将を見ていた副官は、視線をコンソールに移すと、短く命令を発した。

「各艦、射撃開始！」

　その命令を待っていたかのように、戦列艦から目もくらむような輝きと共に何百という青白いビームが発射された。




　そのビームの到とう達たつ点には、小集団と化したケルプ艦隊の群れがあった。

　それは、今までバラバラに動き回っていたケルプ艦隊の軽巡じゆん航こう艦かんたちが、一つになったものだった。

『敵、主力艦発はつ砲ぽう開始！』

　オペレーターの意識を感じ取ったケルプが顔をしかめた。

『くそ！　光子魚ぎよ雷らいの射程内まであと少しなんだぞ！　あと少しそのままで進め！』

　帝国軍の戦列艦との距きよ離りを見ていたマイドが、あわてて首を振った。

『だめだ！　雷撃針路に入ったら、直線行動になり敵から狙ねらい撃ちされてしまう！　雷撃中止！　各艦隊ごとに機動防ぼう御ぎよに入らせろ！』

　ケルプが振り返った。

『帝国の球形陣じんに、ここまで侵しん入にゆうできたんだぞ！　あと少しで帝国正規軍の戦列艦どもに雷撃を食くらわせることができるんだ！　こんな機会をあきらめろって言うのかよ！』

　マイドは冷静な目をしてうなずいた。

『そうだ、雷撃が君たちの目的だ。しかし帝国の戦列艦の撃げき沈ちんが目的じゃない。射程外で、効果がなくてもいい。さっさと光子魚雷を発射して、回かい避ひ行動に移ってくれ！　損害を出したくないんだ！』

　歯を食いしばるようにして、メインスクリーンを見上げたケルプの意識が、最前線にいるケルプワイン艦隊の乗組員たちへと飛んだ。

『諸君！　すまん！　あと少しだったのに……』

　ケルプワイン艦隊の乗組員たちの意識が応こたえた。

『残念ですけど……仕方ありませんな』

『こうなりゃあとは、マイド閣下の足払いを食らった帝国軍がまとめてひっくり返るのを楽しみにするっきゃないですよ！』

　ケルプは小さくうなずくと、旗艦の通信コンソールに向かって叫さけんだ。

「こうなりゃうじうじしていたって仕方ねえ！　ケルプワイン艦隊全艦隊に命令！　装そう塡てん済みの全光子魚雷発射！　狙いなんざどーでもいい！　でっかい花火を打ち上げたらさっさと逃にげろ！」

『了りよう解かい！』

　ケルプの命令が届くのと同時に、ケルプワイン艦隊の全艦が、一いつ斉せいに四方八方に向けて光子魚雷を発射した。

　それは、まさしく球形陣の中で打ち上げ花火が爆ばく発はつしたような光景だった。




　その光景を見た帝てい国こく第三軍の司令部に、衝しよう撃げきが走った

『敵艦隊雷撃開始！』

「なんだと？　射程距離外のはずだぞ！」

　情報参さん謀ぼうの報告が続いた。

『敵、全艦が雷撃を行いました！　発射魚雷総数約一万四千五百発！』

「総力雷撃だ！」

「しかし、なぜあの距離で？」

　……もしかして、あの光子魚雷は新型なのか⁉

　その可能性を誰だれもが思い浮かべていた。

　防御スクリーンを一撃で破は壊かいした未知のエネルギー兵器。そして攻こう撃げき機による中ちゆう枢すう部への雷撃。

　すでにアウトニア軍は、次から次へとセオリーを無視した方法で攻撃を仕し掛かけてきた。

　今までの常識とか、セオリーが通用しない敵なのだ。

　……だとすれば。

　艦隊運用参謀は、目の前の通信端たん末まつにとびついた。

「戦列艦艦隊司部！　主砲の発射を中止させろ！　各艦に、回避行動を取らせるんだ！」

　この通信を傍ぼう受じゆした戦列艦隊の艦長たちは、艦隊司令であるリング少将の指示命令を待たずに独自の判断で砲撃を中止し、回避行動を取り始めた。

　司令官であるリング少将の指示命令を待っていたら、日が暮れてしまうからだ。

　それに、すでに各自の責任で主砲を発射できる各個射撃の命令は下っていた。その命令には主砲照準を合わせるために艦の位置や方向を変える裁量も含ふくまれていたからである。




　敵主力艦の主砲発射の間かん隔かくが長くなったのを感じ取ったケルプは、再び命令を発した。

「ケルプワイン艦隊！　フォーメーションＦ！　各艦隊ごとにフィッシュボール隊形を作れ！　防護スクリーンを多重展開したまま高機動運用を続けろ！　敵陣じん形けいの中を泳ぎまわれ！」

　ケルプの指示に従って軽巡航艦たちは、意思あるもののように動いていた。

　何十隻せきという軽巡航艦が、細長いダンゴのようになってぐるぐると入れ替かわりながら前に進む光景は、ひとかたまりになって泳ぐ魚の群れを思わせる光景だった。

　マイドにケルプの意識が伝わってきた。

『どうだ？　このフィッシュボール作戦は』

『すごいな、本当に生きている魚の群れみたいだ』

『普ふ通つうの通信手段しかなかったら、とてもこんな艦隊運用はできやしない。お前の作ったサイコウエーブネットがあるからできたんだ。戦列艦の主砲は多重展開した防御スクリーンでなんとかなる』




　ケルプワイン艦かん隊たいが発射した一万四千発の光子魚ぎよ雷らいのいくつかは、目標の手前や周囲に配置されていたピケット艦や重巡じゆん航こう艦かんに命中したが、その多くは、戦列艦の手前で空むなしく中立化していった。

『敵、光子魚雷消しよう滅めつ！　損害は微び弱じやくです！』

　情報参謀の報告が流れたとき、帝国第三軍の総司令部に、安あん堵どの空気が流れた。

『ちくしょう！　こけ脅おどしかよ！』

『敵艦隊は小集団のまま移動中！』

『なんだったんだあれは……』

　参謀たちのやりとりを聞いていたバルク中将は、メインスクリーンを見上げて短く命令を発した。

「ともかく、敵艦隊はもはや雷らい撃げきはできん！　単なる小艦かん艇ていの群れに過ぎぬ。戦列艦、及および重巡航艦各艦隊に命令！　敵小艦隊に砲ほう撃げきを集中し、これを撃げき滅めつせよ！」




　ケルプワイン艦隊に向けて、大小のビームが浴びせかけられはじめた。

　ぐるぐると入れ替わりながら、動き続けている軽巡航艦と駆く逐ちく艦かんの群れに、ビーム砲が命中するたびに、いくつもの艦の防ぼう御ぎよスクリーンが虹にじ色いろの光に包まれて崩ほう壊かいしてゆく。しかし、防御スクリーンが崩壊した艦たちはすぐに下がり、その後方にいた艦が代わりに前に出る。そしてまた前に出た艦が後ろに下がり、そしてまた後ろから来た艦が前に出る。

『防御スクリーンが維い持じできなくなった艦は、後ろに付け！　ジェネレーターが回復しだい前方に出ろ！』

　命令を下しているケルプの意識の中にマイドの意識が割り込んだ。

『もう少しがんばってくれ、頼たのむ！』

『わかってる！　敵の別働隊が転移してくるまでの辛しん抱ぼう、だろ⁉』

『そうだ……敵のな』

　ケルプの意識と共に、無数の意識がうなずくのをマイドは感じた。

　それは、帝国軍の戦列艦の斉せい射しやを食くらいながら、必死に動き回っているケルプワイン艦隊の乗組員たちの意識だった。

　そのとき、球形陣の外側に展開していた「撃うてるンです」艦隊の司令であるカターク少しよう佐さの意識が飛び込んできた。

『球形陣の外側、エリアＧＥＲ・ＤＲＢの地点に転移反応が現れました！』

『マイド！』

『ああ、わかってる。やっと来たね帝国の援えん軍ぐんが。でも、きっとこれで敵は勢いづく。嵩かさにかかってせめてくるだろう。できるかぎりしのいで、損害を出さないようにしてくれ』

　ケルプワイン艦隊の乗組員たちの意識が答えた。

『わかってますって』

『最後のどんでん返しを見るまで、やられるわけにはいきません！』

『そうですよ、こっちはそれが楽しみで戦争やってるんだから！』

　マイドはその意識の集合体に向かって、にやりと笑って見せた。

『では、帝国軍三万の艦隊が、丸ごと落とし穴に落ちる姿を見るためにも、がんばって逃にげ切ってください！』

　ケルプワイン艦隊の乗組員から、同じようなにやにや笑いを浮うかべているような意識が返ってきた。

　それは、落とし穴に近づいてくる相手を遠くからワクワクしながら見つめているような意識だった。

　……ケルプワイン艦隊の連中も、結構イイ性格しているな。

　マイドが一いつ瞬しゆん、そう思ったとき。どこからかツッコミが飛んできた。

『マイド閣下にそう思われるってことは、俺たちも免めん許きよ皆かい伝でんですかね？』
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「やっと来たか！」

　帝てい国こく軍第三軍の旗き艦かんの中央指揮室に立つバルク中将は、思わず自分の思いを口に出していた。

　それは、その部屋の中に居合わせた全員と共通した思いだったに違ちがいない。

　アウトニア軍の正体不明のエネルギー兵器によって防御スクリーンを破られ、球形陣じん内に侵しん入にゆうされるという思いがけない反はん撃げきを受けた第三軍は、かなりの損害を出しており、それは、予想された損害係数よりもはるかに高いものだった。

　しかしバルク中将は急がなかった。

　圧あつ倒とう的な数の優位が動かぬ以上、第二艦隊を急いで呼び寄せる意味はない。

　そう考えていたのだ。

　だが、攻こう撃げき機の光子魚ぎよ雷らい攻撃がバルク中将の心を変えた。

　敵に球形陣の中心にまで侵入され、旗艦が直接攻撃を受けたのである。

　奇き襲しゆう同然の戦法で、損害は微び々びたるものだったが、戦力にして十分の一の寄せ集めの敵軍にそこまでやられた、ということが、帝国軍の中でどのような評価を受けるのか、バルク中将以下司令部の全員が知っていた。

　負けるわけにはいかなかった。

　何が何でも徹てつ底てい的にアウトニア軍を叩たたき、壊かい滅めつに追い込み、そしてネオ・アウトニアを無人の惑わく星せいにしなくては、バルク中将以下の第三軍の参謀は誰だれ一人として軍の中ちゆう枢すうに残ることはできないだろう。

　帝国第三軍が戦っている相手はアウトニア軍だけではなかった。

　彼らは帝国軍の中における評価とも戦わなければならなかったのだ。

　センサリングオペレーターの示したデータを情報参謀が読み上げた。

『第二艦隊の先せん遣けん隊が転移開始しました。座標はＭＯＲ・ＳＯＢ・ＢＢＳです』

　三次元立体スクリーンに示された座標を見たバルク中将の顔が曇くもった。

「こちらの指示した座標と違うではないか……あれでは遠すぎる」

『第二艦隊司令部より通信！　転移時の安全確保のため座標を変へん更こうした、とのことです』

　バルク中将はスクリーンをにらみつけた。

　……勝手に変更しておきながら、こちらに連れん絡らくなしとは、イーチのやつめ。

　その座標は、球形陣の突とつ破ぱ口こうを確保し続けているアウトニア艦隊の後方ではなく、球形陣の脇わきあたりに位置する座標だった。

　バルク中将は、危険を覚かく悟ごのうえでアウトニア軍の後方に第二艦隊を転移させ、球形陣の外で退路を確保している別艦隊を叩き潰つぶし、そのまま球形陣を閉じて、内部に浸しん透とうしていた残りのアウトニア艦隊を包囲撃げき滅めつするつもりだったのだ。

「第二艦隊の転移地点に敵のエネルギー兵器の配置はあるか？」

『いえ、エネルギー反応は確かく認にんできません。直近にあるのは、単なるデコイと思われます』

　バルク中将は、通信参謀に向き直った。

「第二艦隊司令部に命令！　全艦隊が転移終しゆう了りよう後速すみやかに当初の指定座標に移動せよ！」

『了解しました』

　通信参謀が命令を伝えている様子を聞きながらバルク中将は三次元立体スクリーンを見上げた。

　球形陣の中に浸透したアウトニアの艦隊は小集団となって、後退を開始したようだった。

　……第二艦隊が転移してくることに気がついたらしいな。

　しかし、間に合わんよ。袋ふくろの口はしっかり閉じられる。数の優位は動かんのだ。

　あとはゆっくり片づけていけばいいだけのことだ。




　バルク中将が唇くちびるの端はしに薄うす笑わらいを浮うかべたころ。

　アウトニア星系のはるかかなたにある惑星シードクロスの帝国軍前進基地では。

　タンホイザーゲートオペレーションセンターのオペレーターが一本の通信を受け取っていた。

　その通信を受けたオペレーターは、怪け訝げんな顔をした。

「妙みようだな……」

　横の席にいた同どう僚りようが聞いた。

「何がだい？」

「いやね、今の入港通知は帝国軍親衛隊の近衛このえ師団に所属している戦艦からだったんだが、今この作戦に参加しているのは第三軍で、親衛隊じゃなかったよな」

「近衛師団の戦艦は何隻せきくらい来るんだ？」

「三隻だけらしい」

　同僚は、なんだ、という顔をした。

「たった三隻？　じゃああれだ、作戦行動じゃなくて連絡だよ。きっと帝国軍のお偉えらいさんが乗っていて、督とく励れい巡じゆん視しとかいうヤツをやりに来たんだろう」

「そうか、近衛師団なんて連中がこんな一線部隊に来るとしたら、きっとそれだな……でも、基地の司令部の方からはお偉いさんが来るなんて話は何も聞いていないぞ」

　同僚はにやっと笑った。

「抜ぬき打ちの巡視だよ、きっと。バルク司令官が留守のときに、留守番の基地司令が昼ひる寝ねでもしていないかどうか見に来たんだ」

「そうか、じゃあわざわざ基地司令部の連中に教えてやる必要はないな。あの基地司令官の本当の姿を見てもらいたいもんだ」

「ああ、地方諸しよ侯こう軍が帝てい国こくに愛あい想そをつかしたのは、あの司令官のせいだ、ってのがもっぱらのウワサだぜ。なんでもバリアン星系軍の指揮官だったコットン中将に言い寄って平手打ち食くらったそうだから」

　何かを思い浮かべるような顔をして同僚は続けた。

「コットン中将か……俺はちらっとしか見なかったけど、確かにイイ女だったよな、きりっとして」

「司令官という立場を利用して言い寄るなんてのは最低だよな」

　オペレーターの同僚は、うなずいた。

「そうだ、だから、お偉いさんに、その最低振ぶりを見てもらおうぜ」

「報告はしないほうがいいな」

「ああ、しないほうがいい。さあ入港準備だ、タンホイザーゲートのロックを開けるぞ」

　やがて、青白く光るタンホイザーゲートの中立フィールドの中から銀色に輝かがやく流線型の優ゆう雅がな艦かん体が姿をあらわした。

「すげえ、最新型のＳＸ型戦艦だ。実物を見るのは初めてだな」

「ああ、さすがは近衛師団だ」

　ゲートを抜け、前線基地の内部に入った三隻の戦艦は、三角形の編隊を組んだまま、ゆっくりと回頭し艦首を物資集積所に向けた。




　その頃、アウトニア星系では。

　球形陣じんの外側に配置されたアウトニア軍の「撃うてるンです」艦隊の旗艦である重巡じゆん航こう艦かんファイヤー・ワークスのメインブリッジで、カターク少しよう佐さが、帝国軍第三軍総司令官と同じ言葉をつぶやいていた。

「やっと来たか！」

　三次元立体スクリーンを見ていた副官が答えた。

「転移ポイントが、こちらの予想ポイントと違いますね……あそこは「撃てるンです」の射程外です」

「まあな。こっちが思ったとおりに敵が動くとは限らないさ。それに、考えていた歓かん迎げい方法は一つじゃない」

「敵の出方に応じてどんな対処もできるように、ありとあらゆる方法を考えて手を尽つくす……ってわけですね」

　カターク少佐はうなずいた。

「そうだ、でもそれは、特別のことじゃなくて当たり前のことなんだがね」

「その、当たり前のことを当たり前にできないから世の中ってのはうまくいかないんですよ。誰だれもがやるべきことをちゃんとできたなら、誰もがテストで満点を取れます」

「……確かにテストの意味がなくなるし、犯罪もなくなるから法律も規則も必要ない世界が来るな」

　副官はにやっと笑った。

「そんな世界、来ると思います？」

「思わんな……だから『でたまか』ってヤツは効果的なんだ」

　カターク少佐は肩かたをすくめると、メインモニターに通信参さん謀ぼうを呼び出した。

「ギガントに繫つないでくれ」

『了りよう解かいしました』

　通信参謀が一礼して消えるのと同時に、メインモニターにすらりとした瘦そう身しんの男が映った。頰ほおに大きな傷きず跡あとを持つその男は、いささか元気のない声で答えた。

『ギガント艦かん長ちようのユー大たい尉いです』

「敵の艦隊が転移し始めた、準備はいいか？」

『準備はできておりますが、整備担当の軍属の少女が、艦を降りようとはせず、だだをこねておりまして、それでちょっともめております……』

　そのとき、メインスクリーンに作業服を着た赤毛の女の子が飛び出してきた。

『あなたこの石頭オヤジの上官でしょ！　言ってやってよ、このギガントの反応炉ろやシステムは、私がいなくちゃ動かないんだ。だから私も乗ってなくちゃならないんだってこと！』

　カターク少佐はその子に見覚えがあった。

　いや、見覚えがあったどころの話ではない。彼女がいなければ、アウトニア軍の切り札「撃てるンです」は使い物にならなかっただろう。

「ティー・トワイニング！　なにやってるんだ、そんなところで！」

　ティーは口を尖とがらせて答えた。

『何やってるも何もないよ、私がやることといえば整備以外にあるわけないよ』

「ギガントの整備は終了したという報告を受けていたが、それは間ま違ちがいだったのかね？」

『いや……間違っちゃいないけど。でも安心できないんだ。こいつは二百年以上昔の船だからどこが壊こわれるかわからない……私がついてなくちゃダメなんだよ！』

　ティーはそう言ったあとで、脇わきに立っていたユーをにらみつけた。

『なのにこいつは、これから先は男の仕事だから女、子どもの出る幕じゃない、さっさと出て行けなんていいやがるんだ！』

『そんなことは言ってないだろう』

『言った！　さっき言ったもんね、私ちゃんと覚えているんだから！』

　カターク少佐が割って入った。

「まあまあ、今はそんなことで揉もめている場合じゃない。もうすぐ帝てい国こく軍の艦隊が転移して来るんだ。今となってはティーをギガントから降ろす時間もない」

　モニターの中でティーが小さくガッツポーズをするのが見えた。

『しかしカターク少佐。この任務は危険です。私はアウトニア艦隊でもっとも危険な任務に志願して、この場所にいるのです。そのような任務に少女を同行することはできません！』

　そう申し立てるユーの後ろにいるティーに向かってカターク少佐は聞いた。

「ティー、本当のことを教えてくれ。もし、このままの状態で……つまり君が調整しない状態で、ギガントが砲ほう撃げきするとしたら、それが成功する可能性はどうなんだ？」

　ティーは手に持ったドライバーの先で髪かみの毛を直しながら答えた。

『そうね……どっかその辺にいるドシロウトのおっさんがやったんじゃ、十中八、九反応炉が暴走してどっかん！……巨きよ大だいな花火になっちゃうと思うな、私がついていればなんとかなるとは思うけど』

　横でユーが嫌いやな顔をしたのに気付かぬかのようにティーは続けた。

『こいつは今の船みたいに、完全自動化されて、電子人格がコントロールしているわけじゃない。二百年も前に要よう塞さい攻こう撃げき用に作られた化け物なんだ。メインビーム一発撃うつのに反応炉二十個も使うんだよ、その全部のコントロールができなきゃこいつは使えないんだから』

　カタークはしばらく考えていたが、やがて背筋を伸のばしてユーに向き直った。

　ユーが背筋を伸ばしたのを見たティーも、ユーの横で背筋を伸ばした。

「ギガント艦長ユー大尉に命令を与あたえる。ギガントに臨時整備員として軍属のティー・トワイニングを配属する。ユー大尉の任務はティー・トワイニングとともに、協力してそのギガントを運用し、まもなく転移してくる帝国軍ぐん艦かん隊に打撃を与えることだ。帝国軍の転移ポイントは他ほかの『撃てるンです』の射程外であり、攻撃可能な艦はそのギガントのメインビームだけなのだ。帝国軍の艦隊すべてが転移を終了しだい攻撃開始だ！」

『了解しました！』

　ユーは敬礼した。

　それを見たティーもあわててぴょこんと敬礼した。

「以上だ」

　メインモニターが切れた後の画面を見ながらカターク少しよう佐さは、ユーとティーの並んだ姿をどこかで見たような気がした。

　そのとき副官が笑いを含ふくんだ声で言った。

「マジメ一本の艦長と元気でマイペースな女の子のコンビですか……なんとなく、星間ネットテレビのバラエティ番組にできそうなシチュエーションですね」

　カターク少佐はうなずいた。

「確かにそうだな、ミリオン傭よう兵へい隊から転属してきたユー大尉には気の毒だが仕方ない」

　メインモニターには、巨大なスペースコロニーのようなものが映っていた。

　船体の外がい殻かくパネルのあちこちに穴が開き、塗と装そうは剝はげ落ち、あちらこちらに酸化皮ひ膜まくが浮うくその姿は、ネットドラマに出てくる幽ゆう霊れい船せんそのままだった。

「まさしく化け物だな……伝説とかウワサでは聞いたことがあるが、実在していたとはな」

　副官がうなずいた。

「二百年前、桃もも星ぼし回かい廊ろうにローデス軍が要塞を作り始めたのを見た帝国軍が、あわてて作った秘密兵器の巨大戦艦……実際には一度も使われることなく処分されたらしいということしか伝わっていませんけど……まさかジャンクスターのラグランジュポイントに集められた廃はい棄きコロニーの群れの中に埋うまってたなんて思いもよりませんでしたね……」

「ああ、ましてやそれが使えるとはな……」

　その頃ころ、その化け物戦艦のメインブリッジ内で、ユーとティーが、にらみ合っていた。

「なんでそんなゴッツイ服着なくちゃならないのよ？　そんな服着てたら細かい作業ができるわけないじゃない！」

「お前の安全のためだ。反応炉に近づくときはこの遮しや蔽へい作業服を着るのが当たり前だ。それから俺はこの船の艦長だ。あんた、ではなく艦長と呼べ。ついでに言うなら、俺の部下となるから敬語を使えとまでは言わないが、呼び捨ては許さない」

　そしてユーはティーに聞いた。

「何か質問は？」

　ティーはふくれっつらをして答えた。

「なんであんた……じゃなかった艦長は作業服を着ないんだ……じゃなかった着ないんですか。危険度は同じだと思います」

「俺はいいんだよ、死んだって。誰だれも困らないし泣く人もいない。でも、お前は違ちがうだろ。家族だって友達だっているだろうし、未来だってあるんだ。その違いだ」

　ティーは口をとがらせたまま言った。

「艦長だってオジサンとはいえ未来があるじゃない、なんでそんなこと言うんだよ」

　ユーは露ろ骨こつに嫌な顔をした。

「理由なんかどうでもいい、それにオジサンオジサンと言うな、おれはまだ三十だ」

「私より十二歳も年上なら、やっぱりオジサンだよ」

　ユーは肩かたをすくめた。

「お前がそう言いたいのならそれでも構わん。年ねん齢れい差を縮める方法はないからな。とにかく反応炉ろに近づくときは遮蔽作業服を着ろ。お前さんは女の子なんだ。損傷した遺伝子を修復する技術は開発されているが、将来結けつ婚こんして子供を産むことを考えれば、損傷は少ないに越こしたことはない」

　ティーはちょっとびっくりしたような顔をした後で笑った。

「子供？　私が？　そんなこと考えたこともなかった」

「お前だってこれから先、恋こいの一つや二つして、いつか結婚するときが来るんだぞ。ちゃんと将来のことを考えて行動しないと泣きをみることになる。さあ、配置に付け。この船はクソでっかいが、乗組員は二十人しかいないんだからな」

「わかりました！」

　ぴょこんと敬礼した後でティーは微笑ほほえんだ。

「……艦長って、ホントはいい人なんだね」

　ユーは、ちょっと赤い顔をして言った。

「年上をからかうな、さあ急げ、主しゆ砲ほう発射まで時間がないぞ」

　ティーは大きくうなずくと、機関部に向かうシュートカプセルの中に飛び込んだ。

　リニアモーターの低いうなりと共にカプセルが走っていくのを見送った後でユーは、メインブリッジの中にある小さなモニターの前に立った。

　二面のテニスコートが作れるほどの広さのブリッジには、埃ほこりと酸化皮膜に覆おおわれたコントロール用の機器がずらりと並んでいるが、どれ一つとして動いているものはなかった。

　今、この巨きよ大だい戦艦を動かしているのは、ユーの前にある小型のコントロール装置一つだけだった。

　操縦系と出力系をとことんまで単純化し、武装にあっても、メインビーム一門以外はすべて機能停止状態にされている。とにかく動き、そしてビームが撃うてるだけの機能があれば充じゆう分ぶんだったからだ。

　この船を発見し、船内を点検したジャンクスターのスクラップ屋のオヤジたちはとんでもないものをみつけた。

　この化け物戦艦のメインビーム砲の動力経路とビームチャンバーが、取り外されることなく、そっくりそのまま残っていたのである。

　この知らせを聞いたアウトニア軍は、この船を長ちよう距きよ離り射程を持つ「撃てるンです」として使用することに決めた。

　撤てつ去きよされていなかったとはいえ、動力経路もビームチャンバーも経年劣れつ化かが激しく、連続使用は無理だと思われたからである。

　このギガントの撃てるビームはただ一発。

　しかし、そのビームは、収束しているため、その有効射程は普ふ通つうの「撃てるンです」のビームの五倍以上あった。

　こうしてこの化け物は復活し、誰が言い出したのかわからないが「ギガント」と呼ばれるようになったのである。

　モニターに、カターク少しよう佐さから照準座標が送られて来ていた。

　ユーは、インカムに向かってその座標を読み上げた。

「そっちでも座標は見ていると思うが、念のために読み上げる。軸じく線を座標に合わせる為ためのバーニア噴ふん射しやを開始してくれ。座標軸ＧＥＲ・ＤＲＢだ」

　インカムの中から、ギガントの側面に配置している操縦員の声が帰ってきた。

『照準線ＧＥＲ・ＤＲＢ、了りよう解かい。これより右う舷げんバーニア噴射開始します。左舷のカウンターバーニアよろしく』

『左舷バーニア了解』

　ギガントの側面にいくつかの小さな閃せん光こうが走った。

　それはバーニアとして使用されている固形爆ばく薬やくが爆発する閃光だった。

　そして閃光がきらめくたびに巨大なギガントはゆっくりと方向を変え始めた。

　船内に、金属がきしむ異様な音が響ひびき渡わたった。それは悪あく魔まが叫さけぶような高い金属音と、地鳴りを思わせる低周波の入り混じった音だった。

　ユーは、船内のどこかで構造材が破は壊かいしてゆくような音を連続して聞いた。

　……腐くさってやがる。古すぎたんだな。

　ユーの目の前にあるモニターにカターク少佐が映った。

『敵てき艦かん隊の転移がはじまった。用意はいいか？』

　メインモニターの下にあるサブモニターに視線を走らせてからユーは答えた。

「反応炉ろは起動しておりますので。まもなくチャンバーにエネルギーを送り込むことができると思います」

『一発勝負だ、よろしく頼たのむ』

「わかっています」

　ユーはにやっと笑った。

　モニターが切れたのを確かく認にんしてからユーはインカムでティーを呼び出した。

「ティー、そっちの状態はどうだ？」

　インカムからは、ティーの不安そうな声が聞こえてきた。

『反応炉は順調なんだけど、動力経路にちょっと問題発生……今、なんとかしてる……』

「どうした？　何があった？」

『さっきギガントが動いたとき、機関室と火力調整室の間にある隔かく壁へきが壊こわれて、動力経路をつぶしちゃったみたいなんだ……今、起動作業服に着き替がえて、機関兵の人たちと隔壁の撤去作業中なんだけど……』

　状じよう況きようをモニターに出せ……と言おうとしてユーは気がついた。

　……この船にはそんな便利なものはついていない。こいつは廃はい艦かんなんだ。

「わかった！　すぐに行く」

　ユーはモニターの通信回路を船内通信用のインカムにリンクするとブリッジを飛び出した。




　中央火力調整室。

　それは、反応炉から取り出されたエネルギー粒りゆう子しを砲ほう塔とうから撃ち出される各種のビーム用に調整するための、巨大な円えん筒とう形のビームチャンバーが設置されている場所だった。

　そのビームチャンバーにエネルギー粒子を送り込む動力経路の一つ。

　通常の「撃てるンです」で砲身代わりに使用されている直径十メートルはある巨きよ大だいなパイプの一本に、ゆがんだ隔壁の一部が食い込んでいた。

　その潰つぶれた部分に、数台の機動作業服が集まって、食い込んでいる隔壁を取り除く作業をやっている最さ中なかだった。

「どうだ？　状況は？」

「焼き切ろうと思ったんだけど隔壁が厚くて無理みたい」

「そのままの状態でビームをぶっぱなしたらどうなる？」

「エネルギーは送られるけど、送られる粒子の量が変動すると、励れい起きがうまくいかないかもしれない。そうしたら不発だね。吹ふき戻もどしが起こって反応炉が煽あおられて、どっかん！……だよ」

「その可能性は？」

　一いつ瞬しゆん考え込んだ後でティーは答えた。

「半々……かな？」

　ユーはうなずいた。

「よし、半々なら賭かける価値はある。お前は機関兵の連中と脱だつ出しゆつポッドに向かえ！」

「あんたはどうするんだ！」

「あんたじゃない、艦長と呼べ。俺はブリッジに残る。誰だれかが発射スイッチを押さなけりゃこいつはビームを撃うてない」

　そのとき、インカムにカターク少佐の声が響いた。

「状況は聞いていた。敵艦隊の転移が本格化しはじめた。各員の脱出を確認の後に、発射準備にかかってくれ」

「了解！」

　短く回答した後でユーはインカムを船内全体に切り替かえた。

「艦長のユー大たい尉いだ。動力炉の異常により、本艦は爆ばく発はつの危険があることが判明した。各員は最寄の脱出艇ていに向かい脱出を開始しろ。メインビーム発射が成功しても本艦には近づくな。繰くり返す、各員脱出開始だ！」

　乗組員の応答を確認しながらユーはブリッジへと急いだ。

　そして、全員の応答を確認した後で、ギガントの砲口が照準している地点を拡大してメインモニターに映し出した。

　そこには宇宙空間が陽炎かげろうのように揺ゆらぎ、一隻せき、また一隻と戦せん闘とう艦かんが転移してくる映像が映っていた。

　転移を終しゆう了りようした艦の数は五千を超こえていただろう。

　……もうすぐだな。

　ユーはサブモニターで、乗組員たちが乗った脱出艇がギガントを離はなれていく光景を見ていた。

　……よし、これでこの艦に残っているのは俺だけだ。

　もう一度サブモニターで船内を確認する。

　バーニア班。左舷、右舷よし。

　通信班よし。推進制せい御ぎよ班よし。

　機関班……？

　モニターに、機関室に生体反応があることを示す表示が出ていた。

　ユーはインカムに向かって怒ど鳴なった。

「機関室！　誰だ！」

　インカムに、少女の声が返ってきた。

『ティーですよ、ここで反応炉ろの調整やってます』

「なんでそんなところにいるんだ！」

　ティーはあっさりと答えた。

『トイレに隠かくれてましたから』

「バカ野や郎ろう！　俺の命令を聞いていなかったのか！　さっさと脱出しろ！」

『嫌いやです……それに私、野郎じゃありません、女の子です』

「そんなことを言ってる場合じゃない！　こいつは爆発するかもしれないと言ったのはお前だろうが！」

『言いましたよ、その可能性は半々だって。聞いてなかったんですか？』

「聞いていた、だから言っているんだ、個人用の脱出カプセルは残っているから、そいつに乗り込んでさっさと脱出しろ！」

　インカムの向こうでティーが黙だまり込んだ。

　……納なつ得とくしたかな？

　ユーがそう考えたとき、インカムの向こうから小さな笑い声が聞こえてきた。

『ふふふふふ、思い出した！　ユー艦長って、元はミリオン傭よう兵へい隊にいたでしょ』

「ああ、そうだ、それがどうかしたか？」

　インカムの中でティーの笑い声がはじけた。

『やっぱりそうだぁ！』

　そして、低い、男の声を真似まねしてティーは言った。

『俺のことはＵと呼べ、一文字でＵだ。お前なんかに俺の生き方に口を出す資格などない！』

　ユーの顎あごが、かくん、と落ちた。

「な……なんでそれを知っている！」

　笑いながらティーは言った。

『あのとき、すぐそばで一部始終を見ていた人から聞いたんだよ、機動戦闘艇のパイロットの女の子から！　ねねねね、ユー艦長！　あれでミーヤって人に一目ぼれして、アウトニア軍に転属してきたってウワサホントなの？　んでもってミーヤって人が人妻だと知って、めちゃくちゃショック受けて、一番危険な任務を志願したってウワサ！』

　ユーは、目をつぶったまましばらく無言だったが、やがて、ぽつりと答えた。

「ああ、そのとおりだ。笑いたきゃ笑え。三十年生きてきて、初めて人を好きになった……それだけのことだ」

　ティーは笑わなかった。

　そのかわり、微び笑しようが伝わってくるような口調で言った。

『……艦長って……いい人だね』

「バカにしやがって……」

　そのユーのつぶやきを聞いたティーはあわてたように答えた。

『バカになんかしてないよ！　逆だよ！　なんか……すっごくかわいいってゆーか、何というか子供みたいな部分があるのって、素す敵てきだなとか思ったりして……』

　そのとき、ユーの目の前にあるメインモニターに、カターク少しよう佐さが映った。

『総数の約八十パーセントが転移を終了した！　三分後に発射だ！』

「了解しました！　三分後に発射します！」

　ユーはインカムに向かって言った。

「今の命令は聞いていたな、チャンバーにエネルギーを送り込んでくれ。そしてそれが終わり次し第だい脱だつ出しゆつしろ」

『エネルギー送出開始！　いまのところ順調よ……何とか行けそうだね。それはそうと、あらかじめ言っとくけど、私、脱出する気ないからね』

「何バカ言ってるんだ、お前いくつだよ！　まだ十八だろうが！　死ぬには早すぎるぞ」

『死ぬって限らないじゃん！　だってこれは私の仕事だよ、反応炉のコントロールを手動でやれる人間なんか他ほかにいるもんか。だとしたら私がやるしかないじゃん！』

　目の前にあるサブモニターに、ビームチャンバーに送り込まれているエネルギー粒りゆう子しの状じよう況きようが映っていた。

　二十個ある反応炉の制せい御ぎよ棒ぼうのコントロールを手動でやっているとは思えないスムーズさで反応炉は臨界へと近づいていた。

　……言うだけのことはあるな。

　ユーは大きく深呼吸をした後で、インカムの向こうにいるティーに向かって言った。

「わかった、なら止めない。好きにしろ。ただ、これだけは言っておく、いいか良く聞け」

『何よ』

「生きて帰れたらもう二度とこんな真似をするな。お前はまだガキでどうしようもない小こ娘むすめだが、この先、生きていれば、充じゆう分ぶんイイ女になれる素質がある。早死にするな、もったいないオバケが出るぞ」

　インカムの向こうでティーが黙り込んだ。

「どうした？　聞いてるのか？」

『……聞いてるよ』

　その声はとても小さかった。

　ユーの目の前にあるメインモニターにはカウントダウンされる数字が大きく表示されていた。そしてサブモニターの表示は、ビームチャンバーに送り込まれたエネルギー粒子が励れい起きされはじめたことを示していた。

　やがて、ビームチャンバーの粒子量が規定の百パーセントに達するのと同時にカウントダウンがゼロになった。

「発射！」

　ユーはそう叫さけぶのと同時に発射ボタンを押した。




　……何も。起こらなかった。




　インカムの中でティーの叫ぶ声がした。

『ビームチャンバーの先の経路の開放弁が動かない！　ひっかかってる！』

「なんだって！」

　サブモニターの表示はビームチャンバーの中に蓄ちく積せきされたエネルギー量が過負荷になりつつあることを示していた。

　ユーは叫んだ。

「ティー！　逃にげろ！」

　機関室にいたティーはインカムでその声を聞きながら、目の前にある開放弁の制せい御ぎよ装置を握にぎりこぶしで思い切り叩たたいた。

「どうした化け物！　なんとか言え！　撃うて！　撃つんだ！」

　そのとき、機関室の中に、リニアカプセルが飛び込んできた。

　ハッチが開くのと同時にユーが飛び出してきた。

「あ、ユー艦かん長ちよう！　ダメなんだ！　どうしても開放弁が動かないんだ！　悔くやしいよ！　反応炉ろも動力経路も全部クリアしたのに！」

　ユーは、腰こしにつけていたショックガンを引き抜ぬいて、半泣きになっているティーに向かって叫んだ。

「どけ！　その制御装置をぶっ壊こわす！　ダメでもともとだ！」

　ティーはあわてて制御装置の前から逃げた。

　背中にティーをかばいながらユーは言った。

「早く後ろにある脱出カプセルに飛び込め！」

「だって、あのカプセル一人用だよ！」

「いいから、早くしろ」

「わかった……」

　ティーが背中から離はなれたのを確かく認にんしてユーはショックガンの狙ねらいを定めた。

　……動いてくれればいいが。

　長いような短いような人生だったな。

　ユーの脳のう裏りに一人の女性の姿が浮うかんだ。

　……母親か？　いや、違ちがうな。

　その女性はミーヤに良く似ていたが、ミーヤではなかった。

　誰だれだろう？　この赤毛の女は……。

　会ったことがあるようなないような……まあいい。もし生き残れたらこんな女と出会えるかもしれないな。

　ユーはショックガンの引き金を引いた。

　制御装置のパネルが火花を上げてはじけとんだ。

　一いつ瞬しゆん、内部の回路に電流が流れるのが見えた。

　……それだけだった。

「くそ！　だめか！」

　ユーが、はき捨てるようにそう言ったとき。

　目の前にあるビームチャンバーが、揺ゆれ始めた。

　……暴走を始めたか。

　しかし、それは暴走ではなかった。ビームチャンバーの先にある開放弁がゆっくりと動き出した音だった。

　振しん動どうが始まった。

　その振動はどんどん大きくなっていった。

　ユーの顔が輝かがやいた。

　……やった！　これで撃てるぞ！

　振動とともに構造材と隔かく壁へきが破は壊かいされてゆく音が響ひびき渡わたった。

　あまりの揺れに、立っていられなくなったユーが床ゆかにひざをついたとき、誰かが後ろから腕うでをつかんだ。

　振動は限界に達していた。

　断だん末まつ魔まの痙けい攣れんがピークに達したそのとき。

　ついにギガントのメインビーム砲ほうの砲口から、青白い巨きよ大だいな光の丸太が飛び出した。

　二百年前。

　要よう塞さいを破壊する目的で建造され、そのまま忘れ去られた巨大戦艦。

　その戦艦は今、咆ほう哮こうを上げていた。

　最初で最後のその咆哮は、己おのれの目的を果たす喜びなのか、それとも最後の眠ねむりに就つくことへの悲しみなのか。

　ギガントは艦隊全体を激しく振動させながらビームを吐はき出し続けた。

　その振動は、老ろう朽きゆう化かの進んだ船体を一気に崩ほう壊かいへと導いた。

　吐き出していたビームの輝きが衰おとろえるのと同時に、船体の外がい殻かく部の隙すき間まからいくつもの光が飛び出し、やがてその光はギガント全体を飲み込んでいった。

　そして、ビームが消え。

　あとに寿じゆ命みようの短い小さな太陽だけが残った。

　ギガントはその寿命を全うした。しかし、吐き出したビームは命あるもののように猛たけ々だけしく宇宙空間を切り裂さき、真まっ直すぐ帝てい国こく第三軍第二艦隊へと襲おそい掛かかった。

　その威い力りよくは通常の戦列艦のビームの比ではなかった。

　ビームがぶち当たった防ぼう御ぎよスクリーンは、見る見るうちに虹にじ色いろのスペクトルを散らして崩壊してゆく。そして最後の一層が黒く炭化して砕くだけ散るまで数秒とかからなかった。

　防御スクリーンを破壊したエネルギーの束は、そのまま艦隊に襲いかかった。

　要塞破壊用に開発されたパワービームの威力は想像を超こえていた。

　前衛艦隊の軽巡じゆん航こう艦かんや駆く逐ちく艦かんの多くは巨大な丸太で殴なぐりつけられたように捻ねじ曲がり、その中のいくつかがその場で爆ばく発はつした。

　そして、艦隊内部に侵しん入にゆうしたビームは、立ちふさがるものすべてを叩き潰つぶしながら奥へ奥へと進んでいった。

　戦列艦のあるものは、上部構造物をもぎ取られ、あるものは船体を大きく変形させられた。

　やがて、ビームは通り過ぎた。

　後に残ったのは。

　ジャンクスターの衛星軌き道どうに浮いているものとほとんど同じシルエットを持つもの、つまり、かつて宇宙船であったもの。それだけだった。

　この攻こう撃げきにより沈しずんだ艦の数は五百隻せきに満たなかった。

　それはビームの質によるものだった。

　熱エネルギーに変へん換かんされないパワービームは、いわゆる鈍どん器きで殴りつけるような効果を生む。

　それは第二艦隊のど真ん中に、棍こん棒ぼうを振ふり回した巨人が飛び込んで大暴れしたようなものだった。

　約八千隻のうち、なんらかの損害を負ったものは六千隻に及および、第二艦隊は一瞬にして壊かい滅めつした。

　そこにあるのは満まん身しん創そう痍いの損傷艦の群れでしかなかった。

　帝国第三軍の旗艦の中央指揮室で、この光景を見ていたバルク中将は、思わず二、三歩よろよろと後ずさりした。

「こ……これは……罠わなか！」

　それは罠ではなかった。

　本当の罠はまったく違うところで動いていたのだ。
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　第八章　落し穴







　アウトニア軍の攻撃により、援えん軍ぐんとなるはずだった第二艦隊が、一いつ瞬しゆんにして損傷艦の群れと化したのを見た帝国第三軍の第一艦隊司令部は、大混乱に陥おちいっていた。

『第二艦隊司令部より入電！　我、戦せん闘とう不能、我、戦闘不能！』

「そんなことは言われんでもわかっとる！　イーチ司令には、航行可能な艦をまとめて後方に下がれと言え！」

『敵ビームの延長線上で爆発を確かく認にん！　敵艦はビーム発射後爆発したものと思われます』

『ビームの分ぶん析せき結果が出ました！　敵のビームはパワービームと思われます』

「パワービームだと？　そんな時代遅おくれの兵器をどこから持ってきたと言うのだ！」

　その疑問に答えるように、メインモニターのサブウインドウに情報参さん謀ぼうのレポートが表示された。

「……二百年前に建造された対要よう塞さい用巨きよ大だい攻撃艦だと？　そんなものはとっくに廃はい棄き解体されているはずだが……」

　右手の握にぎりこぶしを左手に叩たたきつけてバルク中将は食いしばった歯の間からつぶやいた。

「くそ！　アウトニアの貧びん乏ぼう人どもめ！　物持ちが良すぎる」

　バルク中将は顔を上げると情報参謀に再び聞いた。

「同様の艦の存在は？　敵艦隊の中に同じ反応を示す艦はあるか？」

『ありません、あの艦だけのようです。他ほかのエネルギー兵器搭とう載さい艦かんのはるか後方に配置されていたため、こちらのセンサーでは確認できませんでした。申し訳ありません』

「諸君らのせいではない。アウトニア軍の経済状じよう況きようから、その種の兵器を装備している可能性を考えなかった我々の責任だ。それより、先ほどのパワービーム搭載艦は一隻だけというのは間ま違ちがいないな？」

　別の情報参謀からのデータが表示された。

『帝国軍兵器局の過去のデータを検けん索さくしました。パワービーム搭載の対要塞用巨大攻撃艦は五隻が建造されましたが、戦局の変化に伴ともない実際に実射試験にこぎつけたのは一隻だけだったとのことであります。今から約二百年ほど前の記録ですが、公式の記録です』

「……完成しているのは一隻だけで、それも今、あそこで爆発してしまったというわけか……」

　バルク中将は大きく嘆たん息そくをつき、うなずいた。

　そして、中央指揮室のメインスクリーンの前に立って、居並ぶ参謀たちを見回して言った。

「諸君！　敵が隠かくし持っていた切り札によって、第二艦隊は壊滅的打だ撃げきを受けてしまった。しかし諸君、うろたえることはない。第二艦隊八千隻が失われようとも、我軍の優勢はまったく揺ゆるがぬのだ！　敵の虎とらの子こだった要塞用攻こう撃げき艦は自じ爆ばくし消しよう滅めつした。もはや敵に我々を打ち破るすべはない！　諸君！　あとは数の勝負だ。これより第一艦隊は球形陣じん内のエリアごとに艦隊フォーメーションを解き、遊軍として運用し球形陣内に侵しん入にゆうしている敵艦を撃げき滅めつする！」

　参謀たちは大きくうなずくと、隷れい下かの艦隊に向けて命令を出し始めた。

　さっきまでの沈ちん痛つうな雰ふん囲い気きが変わり始めたのをバルク中将は感じ取っていた。

　……この戦いの責任は、間違いなく問われるだろうな。

　私は予備役に回されるだろう。しかし、彼らに責任はない。この戦いから何かを学び取ってもらえればそれで充じゆう分ぶんだ。

　そして、バルク中将は自じ嘲ちよう的な笑いを浮うかべた。

　……人間というのはなぜ、勝った後のことしか考えずに戦いをはじめるのだろうな。




　帝てい国こく軍第三十三偵てい察さつ艦隊旗艦イリュージョンのブリッジでは、艦隊司令であるモリー少しよう佐さが、参謀本部から命令を受け取っていた。

「……やれやれ、偵察から戻もどったと思ったら、今度は戦列艦の防衛か。軽巡じゆんってのは艦隊の便利屋みたいなものだから仕方ない……各艦に伝達！　これより球形陣中心部に直行する！」

「了りよう解かいしました！」

　命令を受け取った副官は、モリー少佐の顔つきが気になった。

「どうかしましたか？」

　モリーは、命令書に視線を落としたまま答えた。

「この命令書の後段だが……なぜわざわざ砲ほう撃げきや雷らい撃げきの権限に言げん及きゆうしているのかと思ってね」

　命令書の文面を思い出した副官はうなずいた。

「ああ、その砲撃及および雷撃の権限を委い譲じようするというところですね。球形陣の内部では勝手に砲撃や雷撃をするな、って意味ですよ。第九次桃もも星ぼし戦せん役えきで近衛このえ師団艦隊が派手にやってのけた同士討うちが原因なんです」

　モリーは顔をしかめた。

「規則は知っている。私が驚おどろいたのは、いまさらそんなことを指示してくる、ということだ。敵に侵入を許した時点で、そんな規則を守らせている場合ではないと思うのだがね」

　モリー少佐のこの危き惧ぐは現実のものとなっていた。

　球形陣を構成しているすべての艦は、アウトニア軍の艦が目のまえに来て、味方を誤射するおそれがなくなるまで攻撃をしなかったのだ。

　それは、参さん謀ぼう本部の厳命だった。

　第九次桃星戦役における同士討ちの戦訓は、帝国軍の将兵の脳のう裏りにしっかりと刻み込まれており、その結果、帝国軍第三軍参謀本部は、アウトニア艦隊に、球形陣内を自由に飛び回ることを許すというとんでもない結果を招いてしまったのだった。

　メインモニターに映るアウトニア艦隊の位置を確かく認にんしながらモリー少佐はつぶやいた。

「私たちと同じような命令を受けた艦隊が遊軍として動き出したようだな……それにしても球形陣の中で艦隊の鬼おにごっこをやるハメになるとは思わなかったな……」




『まずいな……』

　ケルプの意識が伝わってきた。

『帝国軍の中に自由行動をとる艦隊が作られたようだ……いままでやってきた動かない敵を相手にするような戦いを続けるわけにはいかないぞ』

　マイドは、巨きよ大だいな三次元立体スクリーンを見上げていた。

　そこには球形陣の中を必死に逃にげ回る赤い光点の群れを、これまた必死に追いかける無数の緑色の光点の群れが映っていた。

　マイドの意識は、その逃げ回る赤い光点の一つに飛んだ。

『……くそ！　新しん鋭えい艦かんとボロ軽巡じゃあ速度で勝負は無理か！』

　いきなり飛び込んできたのは、悪態だった。

　マイドの意識を感じたのだろう、悪態が驚きに変わった。

『おや、マイド閣下、お久しぶりですな』

　その、ざっくばらんな感かん触しよくに覚えがあった。

『マスクワード少佐！』

『いかにも、そのとおりですよ。ケルプ殿どのに頼たのみ込んで軽巡航艦の艦隊を預からせてもらっているんです。駆く逐ちく艦かん乗りってのは、後方勤務に向いていない人種でしてね』

　そのとき、マスクワードの足元が大きく揺れた。

　マスクワードの意識に、乗っている軽巡航艦のオペレーターの報告が飛び込んできた。

『右う舷げん外がい殻かく損傷！　右舷側の防ぼう御ぎよ係数三十パーセントダウン！』

『大だい丈じよう夫ぶですか！　退たい避ひ行動を取ってください！』

　マスクワードは首を振ふった。

『なに、軽巡航艦なんて乗り物は、推進機さえあればいいんです。機動力と速度が装そう甲こう板の代わりなんですから』

　そのとき、横にいた僚りよう艦かんの外殻部に閃せん光こうが走った。

『三番艦コノシロに直撃です！』

『動けそうか？』

『なんとかついて来れそうです！』

『よしっ、なら、この艦隊の中央に移動するように伝えろ、代わりに六番艦を前に出せ』

　マイドの意識に、情報参謀の意識が流れ込んできた。

　それはマイドの意識をトレースしているヴァルが、マイドが知りたがっている内容を分ぶん析せきし情報参謀の意識にリンクしたからだった。

　そしてマイドは、今、現在この艦隊に無傷な艦は一隻せきもないということを知った。

　マスクワードの艦隊だけではなかった。

　球形陣じんの中に突とつ入にゆうしたケルプワイン艦隊のほとんどがなんらかの損傷を負っていた。

　その戦力は当初の六割にまで落ち込んでいた。

　十倍の数の敵の中に飛び込むということは、自分から進んで包囲されにゆくようなものだ。

　言い換かえれば、これだけの損害で済んでいること自体が奇き跡せきだった。

　マイドは叫さけぶように言った。

『もうすぐ落し穴の蓋ふたが開きます！　だからもう少しだけがんばってください！』

　マイドの意識が、ケルプワイン艦隊の乗組員に呼びかけたそのとき。

　別の意識がマイドの意識に投とう影えいされた。

『我々が行きます！　我々は定位置で退路を確保するという役目ですが、第二艦隊が壊かい滅めつした今、我々は動けます！』

　それは、ミストラルの意識だった。

　気がつくとマイドはミストラルとともにサイコウエーブ空間で、巨大な三次元立体スクリーンを見上げていた。

『我々は、今まで撤てつ退たい時の退路の確保と、時間差をおいて転移してくるであろう帝てい国こく第三軍第二艦隊に対応するために球形陣の外周部に留とどまり続けてきました。しかし、帝国軍第二艦隊は我々の前面ではなく球形陣の側方に転移し、ギガントのビーム砲ほうにより大打だ撃げきを受け撤退しました。我々の仕事は終わりました。我々はこれよりケルプワイン艦隊の救きゆう援えんに向かいたいと思います』

　マイドは三次元立体スクリーンを見上げてうなずいた。

『わかりました。義勇軍艦隊は、ケルプワイン艦隊より小型のフリゲート艦などが主体の艦隊です、防御力が不足していますので無理をしないでください』

　ミストラルはうなずいた。

『わかっております』

　そして、ミストラルは命令を発した。

『義勇軍艦隊！　全速前進！　これよりケルプワイン艦隊の応援に向かう！』

　何万という意識が歓かん声せいを上げたのがわかった。

　今まで球形陣の外周部で、包囲しようとする帝国軍の艦隊と防御砲撃戦を展開していた義勇軍艦隊は、一気に動き始めた。

　義勇軍艦隊旗艦であるＳ級戦せん艦かんシンパソールは、耐たい熱ねつ、耐ビーム用の多重コーティングによって黄金色に輝かがやく優ゆう雅がな船体をきらめかせて、加速した。

　そのメインブリッジでは、義勇軍艦隊司令であるミストラル・エデッサが目の前に居並ぶ乗組員と参さん謀ぼうに向かって指示を出していた。

「よいか！　我がシンパソールは義勇軍艦隊の先頭に出る！　多重スクリーンを展開し、小艦かん艇ていをその後方に配置しろ！　我々にはケルプ殿たちのような器用な艦隊行動はできん。しかし、一本の杭くいとなって敵陣深く打ち込むことぐらいはできる！　各艦、前へ！」

　ミストラルの号令と共にシンパソールは突とつ進しんを開始した。

　メインブリッジの脇わきを何本ものメインビームが通り過ぎてゆく。

　そのどれもが帝国軍の戦艦の主しゆ砲ほうだった。

　戦艦が突とつ撃げきしてくるのを確認した帝国軍は、これに攻こう撃げきを集中するように指示したのだ。

「怖こわいかね？」

　ミストラルは、脇に立つエルノリク男だん爵しやくの子息であるサライ・エルノリクに聞いた。

　青ざめた顔でサライは答えた。

「ええ、怖くないと言ったら噓うそになりますね」

　ミストラルはうなずいた。

「正直でよいな。人の上に立つものはすべからくそうであるべきだ。己おのれを飾かざる意識が己を堕だ落らくさせるのだ」

　ミストラルは、手に持った舵だ輪りんをわずかに動かした。

　防ぼう御ぎよスクリーンを破は壊かいしながらブリッジの脇を青白いビームが通り過ぎてゆく。

　今、このシンパソールを操縦しているのはミストラル・エデッサその人だった。

　このシンパソールはエデッサ伯はく領艦隊に所属する戦艦であり、この艦の操縦に関してはミストラルの右に出るものはいなかった。

「見事な腕うで前まえですね……」

「私が最初にこの船の舵輪を握にぎったのは八歳のときだ。死んだ父親が、領主たるものはみずから戦艦の舵輪を握り部下の先頭に立つべきだ、という考えの人間だったからな」

　そう言いながら、ミストラルはスロットルハンドルを戻もどした。

　ぐっと減速したシンパソールの鼻先を、左さ舷げんからのビームが通り過ぎて行った。

「重巡じゆん航こう艦かんの艦隊が平行して進行しようとしているな……左舷砲戦用意！」

　ブリッジの中に、参謀たちの指示が飛ぶ。

「サライは、何か武術をやっているかね？」

「いえ……どうもそっちのほうは苦手で……本の虫だと言われています」

「そうか。強制するつもりはないが、何か一つぐらいはやっておいたほうがいいかもしれんな」

　そのとき、射しや撃げき管制表示が緑色に点灯した。

「主砲、各個に撃うて、弾だん幕まくを張り、敵を先行させるな」

　ミストラルは短く命令を発した。

　義勇軍艦隊は、左側を平行して進む重巡航艦艦隊と激しい砲撃戦を展開しつつ、必死に逃にげ回っているケルプワイン艦隊のところに向かって突進していた。

「ミストラル殿どのは、確か抜ばつ刀とう術をやっているそうですね」

「そうだ、免めん許きよ皆かい伝でんだ」

　ミストラルは眉まゆをひそめるのと同時に激しく舵輪を回した。

　シンパソールの慣性が大きく変わったため、床ゆかの上に立っていたサライは思わずよろけた。

　外部スクリーンが一いつ瞬しゆんハレーションを起こしたように白く輝くのと同時に、シンパソールは大きく船体を揺ゆらした。

「ダメージコントロール班！　状じよう況きようを確かく認にんし対応開始！」

　ミストラルの言葉に即そく座ざに参謀が答えた。

「敵主砲が右側の防御スクリーンを崩ほう壊かいさせました。そのため外がい殻かくの一部に損傷が生じております。現在応急処置を実じつ施し中です」

「わかった、諸君らの努力に期待する」

　参謀は無言でうなずくと、部下に対して指示を出し始めた。

　その、きびきびとした動きを見ながらサライは思った。

　……きっとミストラル伯はく爵しやくは、エデッサの国民に心から慕したわれ、敬愛されているのだろう。

　僕もこんな人のようになりたい。

　……なれるだろうか？……いや、ならなくちゃいけない。

　そしてサライはマイドの顔を思い浮うかべた。

　……なんか、お手本にしなくちゃいけないような人ばっかりいるな、ここは。

　通信スクリーンにケルプワインが映った。

『ケルプワイン艦隊の残存部隊は、現在再編制を開始した。再編制終しゆう了りよう予定時間は十五分後だ。それまでそこで俺たちの代わりに動き回って敵の目を引きつけてくれ』

「了解した」

　短く返答したミストラルは、胸を張ると、感応端たん末まつを使ってすべての義勇軍艦隊の兵士に向かって呼びかけた。

『義勇軍艦隊の将兵諸君！　諸君らは、生まれも育ちもバラバラだ。言語も、生活習慣も信ずる神の名も異なる。だが、諸君らは戦うためにここに来た。生まれ故郷を守るわけでも、愛するものを守るわけでもない。諸君らが命を懸かけて守ろうとしているものは、見ず知らずの国であり、見ず知らずの人々だ！

　しかし、諸君らの心の中に流れるものは同じだ！　そう、それは我々が、尊いと信じるものだ！　諸君らはそれを守るためにここに来たはずだ！

　諸君らは私と同じだ。私と同じように人を愛し、私と同じように理り不ふ尽じんに怒いかり、私と同じように友と笑いあう……ならば諸君らは、私と同じものだ！　我らは決して寄せ集めではない！

　私は英えい雄ゆうではない！　もし、この戦いの後で誰だれかが私に『あなたは英雄だったのか』と聞いたなら、私は胸を張ってこう答えるだろう。『いや。違う。私は英雄たちと共に戦っただけなのだ』と……』

　ミストラルは、さらに全身全ぜん霊れいを傾かたむけて将兵たちに意識を振ふり向けた。

『諸君！　今、ケルプワイン艦隊諸君は再編制に入った。彼らが再び立ち上がるまでの十五分。この戦いのすべてが我々に任されたのだ。

　さあ諸君、戦おうではないか！　たとえそれが数十倍の敵のど真ん中であろうと、我らは昂こう然ぜんと頭を掲かかげ、正面を見つめ、胸を張って戦おうではないか！

　義勇軍艦隊、全速前進！」

　約一千隻せきに及およぶ義勇軍艦隊は、雄おたけびとともにミストラルの乗るＳ級戦せん艦かんシンパソールを先頭にして突とつ撃げきを開始した。




　帝てい国こく第三軍の中央指揮室に、情報参さん謀ぼうの報告が響ひびいた。

『敵の予備隊と思われる艦隊が、突撃を開始しました！』

　帝国軍の参謀たちの目の前にセンサリングされた敵艦隊の内容が表示された。

　それは、まさしく寄せ集めとしか言いようのない艦種の群れだった。

　一人の参謀が敵艦隊の情報リストを読み上げた。

「……戦艦と呼べるのは先頭の数隻だけで、残りは時代物の重巡じゆん航こう艦かんや、軽巡航艦、そしてフリゲート艦に哨しよう戒かい艇ていか……問題にもならんな」

　参謀たちの間に失しつ笑しようじみた笑いが広がった。

「戦列艦を出すまでもない。重巡航艦艦隊に対応させろ。あの程度のレベルの敵ならば重巡航艦で充じゆう分ぶんだ」

　その命令を聞いた帝国軍の第十四重巡航艦艦隊司令は、やれやれ、という顔をした。

「戦列艦のまわりでじっとしているだけで良いと思っていたのにな。ザコ退治か……」

　副官が笑った。

「仕方がありませんな、なにもせぬままというわけにもいきますまい」

　司令官は、忌いま々いましげにつぶやいた。

「アウトニアだか何だか知らんが、あんな開かい拓たく惑わく星せいなど攻せめ取ったところで何にもならんだろうに……無む駄だなことをするものだな。推すい進しん剤ざいと弾だん薬やくのムダ使い以外のなにものでもない……」

　そして、重巡航艦隊の司令官は何かを思いついたように副官に告げた。

「ザコどもを相手に本気を出しては笑われる。適当にあしらっておけば良い。と、各艦の艦長に伝えろ」

　副官は微び笑しようを浮かべて答えた。

「了解しました」




　いくつもの爆ばく炎えんがシンパソールを包んでいた。

　激しい振しん動どうとともに、何かが壊こわれて落ちる音がした。

『右う舷げん魚ぎよ雷らい発射管室、外がい郭かく第二装そう甲こう板貫かん通つう！』

『中央士官居住区、隔かく壁へき破損！』

『左舷通信デバイス動作不能！』

　次々と入ってくるダメージリポートを受けながら、ミストラルは、正面にあるメインモニターを見つめていた。

　……後続の小艦艇の搭とう載さいしている光子魚雷の射程まで、三分か。

　ミストラルは、ブリッジにいる乗組員と参謀たちに向かって、短く言った。

「あと三分、何が何でも持ちこたえろ」

　参謀と、乗組員たちは、にやっと笑ってうなずいた。

　正面に位置する帝国の新しん鋭えい重巡航艦艦隊からシンパソールに浴びせかけられるビームの量は途と切ぎれることがなかった。

　防ぼう御ぎよスクリーンのジェネレーターが回復する間もなく撃うち込まれる敵のビームのために、黄金に輝かがやいていた船体外がい殻かくは見る影かげもなかった。

「ずいぶんボロボロになってしまいましたね……」

　外部モニターを見ていたサライがつぶやいた。

「なに、この艦のすごさはこれからだ。これだけの攻こう撃げきを正面から食くらっておきながら推進機出力及び戦せん闘とう力は、いまだ八十パーセント以上を保ったままなんだからな」

　ミストラルはそう言ってにやっと笑ったあとで、真顔で聞いた。

「エルノリク男だん爵しやく領艦隊は大だい丈じよう夫ぶかね？」

「ええ、しっかりついて来ています。ここで役に立たなければ、はるばる祖国から持ってきたあの秘密兵器が無駄になりますからね」

　ミストラルはうなずいた。

「あの、多弾だん頭とう光子魚雷とやらか、果たしてどれくらいの効果があるものかわからんがな」

　サライは胸を張った。

「エルノリク男爵領の技術者の腕うでをその目で確かく認にんしていただきたいですね」

　にやっと笑ってミストラルは答えた。

「あと二分で発射地点に到とう着ちやくする。君のその自じ慢まんの兵器の戦果をぜひこの目で見たいものだ」

　シンパソールが大きく振動し、慣性モーメントが大きくずれた。

　コンソールの端はしにつかまったサライの目に、飛び込んできたのは、大きくまくれ上がった艦かん首しゆ部の外殻部を映し出した外部モニターだった。

『前部Ｇ砲ほう塔とう大破！　使用不能！』

「生存者の確認を急げ！　ダメージコントロール班、第二次緊きん急きゆう態勢に移れ！」

　手早く指示をする艦長の声を聞いた後で、ミストラルは叫さけんだ。

「諸君！　あと少しだ！　推進機が動いているうちは絶対に止まる気はない！　前へ！」

　ブリッジのあちらこちらから声が飛んだ。

「了りよう解かい！」

「エデッサの根性を見せてやりましょう！」

「そうです！　ご先祖さまに負けるわけにはいきませんよね、ミストラル様！」

「俺たちは、初代エデッサ伯はくのときからずっと、帝てい国こくにケンカを売ってきたんですから！」

　義勇軍艦隊は、損害にかまうことなく前進を続けた。

　最初、その戦力の低さをみくびって、いい加減な応戦しかしていなかった帝国の重巡航艦艦隊司令部は、弾だん幕まくをものともせずに突つっ込んでくるシンパソールを見たとき、自分たちが下していた判断が誤りであることに気がついた。

　敵は寄せ集めの弱小艦隊でも何でもなかったのだ。

　重巡航艦艦隊は、あわてて総力射しや撃げきに移ったが、もう遅おそかった。

　ボロボロになったシンパソールのブリッジで、ミストラルは義勇軍艦隊に向けて呼びかけた。

「後続艦隊諸君、ついに我々はここまで来た。さあ、諸君らがここまで抱かかえてきたプレゼントを、このお礼の言葉をそえて、帝国軍に手て渡わたそうではないか」

　ミストラルはそこで言葉を切った後で、実にイイ性格の微び笑しようを浮うかべて続けた。

「お返しは結構です……と！」

　笑い声と共に、義勇軍艦隊の全艦から、光子魚雷の奔ほん流りゆうがほとばしった。

　回かい避ひ行動を取ろうとする重巡航艦隊の脇わき腹ばらにつぎつぎに爆炎の花が咲さいた。

　特に中央部に位置していた十数隻せきは、光子魚雷の網あみにでもかけられたかのように、無数の閃せん光こうと爆炎の中で消えていった。

「やった！」

　ブリッジにいる全員と一いつ緒しよになって歓かん声せいをあげるサライの脇で、ミストラルは満足そうな微笑を浮かべて言った。

「よし！　下がるぞ。今度はおそらく戦列艦の主砲で狙ねらわれる。各艦逃にげて逃げて逃げまくれ！」

　義勇軍艦隊が、全速力で退たい避ひ行動を取り始めたそのとき。

　サライは自分の意識の一部がどこかとリンクするのを感じた。

　気がつくと、サライはマイドの横に立っていた。

『マイド閣下！』

　マイドは微笑んだ。

『やあ、サライ。悪いね。ミストラルは今、シンパソールの操艦で手が離はなせないから君に伝えようと思ってね』

『何をでしょう？』

　マイドはにっこり笑って、そして言った。

『よくがんばってくれた……やっと落し穴のフタが開いたよ』

　そう、落し穴のフタが開いた。




　それは一通の電文だった。

　惑わく星せいシードクロスの帝国軍前進基地から入ったその一報は、帝国第三軍の司令部を完全なパニックに叩たたきこんだ。

　いや、パニックになったのは司令部だけではなかった。なぜならこの一報はスクランブルをかけずに平文で伝えられ、第三軍の艦かん船せんすべてがこの知らせを聞いたからだ。

　その内容とは……。

『惑星シードクロス前進基地壊かい滅めつ。揚よう陸りく部隊全滅。タンホイザーゲート使用不能、残存補給物資なし』

　この通信を受信した第三軍のすべての艦に、言いようのない衝しよう撃げきが走った。

　三万隻に及およぶ戦せん闘とう艦かんの推すい進しん剤ざい、そして食料などを始めとする一切の補給物資のほとんどが、惑星シードクロスの前進基地に集積されていたからである。

　球形陣じんの後方にある前線物資集積基地にも、補給物資はある。しかしそれはせいぜい二日か三日ぶんの量しかなかったのだ。

　補給物資がなければ、戦力の維い持じどころか生命の維持すら危なくなる。




　討とう伐ばつ艦隊の司令部は大混乱に陥おちいっていた。

「状じよう況きようを確認しろ！」

　バルク中将の声に、通信参さん謀ぼうが答えた。

「シードクロス基地からの通信は、非常に混乱しており、はっきりとした内容が取れません」

「断片的な情報でかまわん！　送れ」

　通信参謀は一礼した。

「では送ります。

　情報一・敵は帝国親衛隊近衛このえ師団。

　情報二・敵はタンホイザーゲートを占せん拠きよしたのち、基地内の揚陸艦、集積物資、補給艦等を破は壊かいしゲートより逃とう走そう。

　情報三・敵は最さい新しん鋭えいＳＸ級戦せん艦かん十五隻ないしは三隻。

　情報四・我が方の基地司令官は昼ひる寝ね中。

　情報五・敵がゲートから逃走するのと同時にタンホイザーゲートのエネルギー供給用のジェネレーターが爆ばく発はつ、現在使用不能。……以上です」

「他ほかにはないのかね？　基地司令からは？」

「あることにはありますが、査問委員会の懲ちよう罰ばつがあるのか、とか、私には責任はない、といった極きわめて個人的な内容だけで、全体の状況の報告はまったくありません」

「無能者め！」

　バルク中将は吐はき捨てるようにつぶやいた後で考え込んだ。

　……敵の正体がまったくわからんが、ＳＸ級の戦艦を主体とした艦隊に間ま違ちがいはないようだ。

　近衛師団が攻こう撃げきを仕し掛かけてきた……という報告があるが、近衛師団が裏切るはずはない……だとしたら、おそらくＳＸ級戦艦に似せた艦を使い、近衛師団を騙かたってシードクロスに侵しん入にゆうしたのだろう。

　バルク中将は顔を上げて参謀たちを見回した。

「補給担当参謀！」

「はい！」

「現在の補給状況及および前線集積基地の物資量は？」

「表示します」

　メインスクリーンにいくつものサブウインドウが開いた。

　ウインドウはそれぞれ、推進剤、飲料水、食しよく糧りよう、そしてＮフィールド航法に必要な転てん換かんエネルギーなどの現有量と、消費量を表示していた。

　バルク中将の目が素す早ばやくそのウィンドウの上を走った。

「もっとも危機的状況にあるのは推進剤か？」

「はい、艦隊に随ずい行こうしている補給船を使い切れば、後方の前線集積基地にあるだけです」

　バルク中将が、あわてて聞いた。

「前線集積基地の防備はどうなっている？　あそこが襲おそわれたら我々は完全に孤こ立りつするぞ！」

　情報参謀が進み出た。

「前線集積基地は現在拠きよ点てん防ぼう御ぎよ艦隊五百隻せきにより防衛されております……しかし拠点防御艦隊の主力は戦列艦ではなく旧式の重巡じゆん航こう艦かんを主体とした艦隊ですので、戦闘力は二線級です」

「直ただちに警報を出せ！　近づいてくる船を帝てい国こく軍の識別信号だけで信用するなと伝えろ！」

「了りよう解かいしました！」

　中央指揮室に浮うかぶ三次元立体スクリーンの中では、赤い光点と緑色の光点が動いていた。

　それを見たとき、バルク中将は気がついた。

　……アウトニア艦隊は、艦隊中ちゆう枢すうに対し有効な光子魚ぎよ雷らいを一発も撃うっていない。

　光子魚雷を撃ったのは攻撃機だけだ。だとすると、あの艦隊の目的は何だ？

　そのとき作戦参謀の出した新しい命令が一行。サブウインドウの記録ログに書き込まれた。

『遊撃艦隊追撃中止……推進剤の温存に努めよ』

　……そうか。

　彼らは……ただ我々を消しよう耗もうさせるためだけに、この球形陣じんの中に飛び込んできたのだ。そして、あの第二艦隊に撃ち込まれたビームは……第二艦隊を撃げき滅めつさせるためのものではない。艦そのものを損傷させるためだったのだ……。

　損傷艦にも兵員は乗っている。いや、艦は損傷したが人的被ひ害がいはほとんどないだろう。

　我々に損傷した艦と兵員を抱かかえ込ませる。それがあのビームの目的だったのだ！

　消耗した艦隊に、損傷艦と、さらなる兵員を抱え込ませて……補給を断たつ。

　それだけでいい。

　それだけで我々は戦闘を続けることができなくなる。

　それがアウトニアの目的だったのだ。

　我々は勝たねばならなかった。しかしアウトニアは我々に勝つ必要はない。

　……負けなければいいだけだ。

　この違いが、この結果となったわけだな。

　バルク中将は小さく笑った。

　……見事だ、マイド・ガーナッシュよ。

　そして、バルク中将は再び顔を上げると三次元立体スクリーンとそして補給担当参謀の示したデータを見た。

　サブウインドウに並ぶ様々なシミュレーションの結果は、どれもこのまま戦闘を続けていれば艦隊は補給を受けられずに動けなくなるというデータを示していた。

　……終わったな。

　これ以上の戦いは損そん耗もうを増やすばかりだ。私には将兵に対する責任がある。

　バルク中将は大きく息を吐いた。

　そして、ゆっくりと言った。

「作戦を中止する」

　作戦参さん謀ぼうたちが目を見開いた。

　一人の参謀がバルク中将の元に駆かけ寄った。

「司令官閣下！　敵は目前です！　今、目の前にいる敵を叩たたき潰つぶしてしまえば、ネオ・アウトニアは目の前です！　ここで作戦を中止したのでは、意味がありません！」

「確かに艦隊戦には勝てるだろう。しかし揚よう陸りく艦かん艦隊が壊かい滅めつ的打撃を受けた今、惑わく星せいを制圧することは不可能だ。そして、このまま戦闘を続ければ推すい進しん剤ざい切れになる艦が続出するだろう。動けない艦隊は無力だ。アウトニアに残存艦隊があれば、我々は壊滅するだろう……しかしだ」

　バルク中将はそこで言葉を切ると、居並ぶ参謀たちをみまわしてから、ゆっくりと続けた。

「帰れば……また、来ることができる」

　参謀たちは、はっとした顔をした。

「この戦いはこれで終わったわけではない。この次の戦いでは、私などよりはるかに有能な指揮官がここに立っているだろう。その指揮官に、この精せい鋭えいである帝国第三軍を引き渡わたすのも私の義務なのだ。

　軍の根幹を支えるのは補給と兵へい站たんである。これが成り立たなくなった今、作戦を遂すい行こうするのは無む謀ぼうである。我が艦隊はこれより引き返す！　アウトニアの艦隊にかまうな！　推進剤を節約しつつ後退！　前線集積基地まで下がる！」

　うなだれた参謀たちの間からすすり泣く声が漏もれた。

　その参謀たちを見てバルク中将は思った。

　……いい参謀たちだ。

　彼らはこの悔くやしさを忘れないだろう。そして何が悪かったのか、それを知ろうとするだろう。それを知ったとき帝国軍はさらに強くなるに違いない。

　帝国士官学校は、毎年多くの無能者と一ひと握にぎりの有能者を輩はい出しゆつしているが、このような士官がいるかぎり帝国は滅ほろびないだろう。

　そして、バルクはマイドの顔を思い浮かべた。

　……彼は、士官学校の輩出した一握りの有能者の中の、これまたとびきりの一人だったというわけか。

　……なぜ、彼は我々の敵で、我々は彼の敵になってしまったのだろうな。

　軍を退ひくことを決意したバルクの胸中に、マイドへの恨うらみはなかった。




　帝てい国こく第三軍が戦せん闘とうを中止し、後退を始めたことが告げられた瞬しゆん間かん。

　アウトニア軍旗き艦かん、シザーズ・ナイツの中央指揮室の天てん井じように向かって靴くつや帽ぼう子しやハイヒール、座布団、そして予備のストッキングなどが大だい歓かん声せいと共に投げ上げられた。

　そしてサイコウエーブネットの擬ぎ似じ空間で、マイドは歓喜の意識にもみくちゃにされていた。

　半実体化したアウトニア軍の将兵……男も女も老兵も少年兵も、ありとあらゆる兵士たちの意識が笑いながらマイドの肩かたを叩き、手を握にぎり、抱だきつき、そしてキスをして去っていった。

　マイドは叫さけんだ

『ありがとう……ありがとう……みんな！』

　擬似空間を轟ごう々ごうと揺ゆるがして歓喜の渦うずが舞まい上がった。

　その勝利を喜ぶ感情の大波に向かってマイドは言った。

『でも、勘かん違ちがいしないでくれ！　僕たちは勝ったんじゃない！』

　マイドはにやっと笑って見せた。

『僕たちは勝ったんじゃなくて、負けなかったんだ。でも、今はそれを歓よろこぼう！』

　歓喜の渦が再び大きく湧わき起こった。

　その渦を感じながらマイドは自分が泣いていることに気がついていた。

　……足りなかった。

　一いつ緒しよに歓ぶべき人がいなかった。

　ここで、アウトニアの未来に向けて何かを言うべき人がいなかった。

　マイドの意識を感じた人々の歓喜の渦が収まりはじめた。

　その、静かになった意識の集合体から、マイドに向かって、いくつもの意識が飛んだ。

『さあ、マイド閣下！　行ってください！』

『あとは、私たちに任せて、早くメイ様のところに！』

『あなたが報告しなくちゃ誰だれが報告するんですか！』

　気がつくと、マイドの目の前にケルプと、ミストラル、そしてサライが立っていた。

　三人は、マイドと視線を合わせると一様に微び笑しようを浮うかべた。

　マイドは頭を下げた。

『ごめん！』

　ケルプは微笑ほほえんだまま肩をすくめた。

『いいってことよ、お前の仕事は終わったんだ……いや、違うな。お前の本当の仕事はこれから始まるんだ……がんばれよ』

　マイドは小さく頭を下げた。




　マイドは自分の意識がサイコウエーブネットのリンクから外されたのに気がついていた。

　ヴァルの意識が答えた。

『お疲つかれさまでした』

『ありがとう……』

　マイドは、アウトニア軍総司令部の通信室から飛び出した。




　ネオ・アウトニアの地表を、夕日が染めていた。

　アウトニア軍総司令部のあるアルファドームは、赤あか紫むらさき色いろに染まった積雲の下で、シルエットの中に窓々を光らせてそびえ立っていた。

　かつて、恒こう星せい間移民船、アルファ・カスタムの船体であったその巨きよ大だいなドームには、アウトニア政府の各機関や総合医い療りようセンターが併へい設せつされていた。

　総合医療センターは大きく三つに分かれており、その一つ、最も西側に位置する部分に集中治療室はあった。

　そこに続く廊ろう下かを、小走りに歩く一人の青年の姿があった。

　窓から射さし込む夕日の中を歩くその足取りは、今にも走り出したいという心の中を、必死に自制しているような足取りだった。

　廊下で彼と出会った若い女性看護師が、一瞬驚おどろいたように目を丸くして、静かに目礼した。

　軽く会え釈しやくを返して青年は、そのまま早足で歩き去った。

　その後ろ姿を見送って、その若い女性看護師は思った。

　……あの方は……本当なら全力疾しつ走そうでこの廊下を走りたいに違いない。

　もし、ここでそれをしても、誰もあの方を責めることはないだろう。

　でも……あの方はそれをしない。

　絶対にそんなことはしない。

　あの方は誰にも甘えない、あの方は自分が特別だなんて考えたこともないに違いない。

　だからこそ、私たちはあの方を信じる。

　あの方の善良さを信じる。

　……人が、善良なる者を愛するのは、それこそが高みに通じる道だと知っているから……。

　夕日の射し込む廊下に立つその看護師は、静かに祈いのった。

　……神様。

　祝福は、あの方にこそお与あたえください。

　あの方こそ安らぎを得るべきです。




　集中治療室の前で、ミィ女医が、マイドを待ち構えていた。

　廊下のドアが開き、マイドの姿を見たとき、ミィは叫さけぶように言った。

「マイド閣下！　お待ちしていました」

　ミィ女医のもとに駆かけ寄るなりマイドは聞いた。

「ミィ先生！　メイは？」

　ミィ女医は小さく首を振ふった。

「お変わりありません」

　マイドは安あん堵どのため息をついた。

「そうですか……良かった」

「それが良いことなのかどうか、わかりませんが……」

　そうつぶやいた後でミィは顔を上げてマイドを見て言った。

「メイ王女にお会いになった後で構いませんが……お話があります」

　マイドの目つきが真しん剣けんさを増した。

「どのようなお話でしょうか？　今、お聞かせ願えませんか？」

「……まず、お会いになってからのほうがよろしいと思いますが」

　静かに首を振ってからマイドは答えた。

「いえ、良いことも悪いこともすべて聞いて、それからメイに会いたいと思います」

　小さくため息をついてからミィ女医は話し始めた。

「まず、メイ王女の身体からだに入った毒物の関係ですが……」

「判明したんですか？」

「いいえ、まだわかりません。ただ、その毒物は細さい胞ぼう内にある新しん陳ちん代たい謝しやをコントロールする遺伝子に、なんらかの影えい響きようを及およぼすものだと思われます。この影響から回復させるには、いったん細胞レベルまで分解し、毒物の影響を取り除いてから再培ばい養ようするしかありません」

　マイドの目が見開かれた。

「……それは、クローンと同じことではありませんか！」

　ミィ女医はうなずいた。

「そうです、実質的にそれはクローン人間を作る方法と変わりません」

「しかし、帝てい国こくではその技術は禁止されているはずです！　もしあったとしてもそれは非合法の得体の知れないしろものです！　そんな危険な場所にメイを送るわけにはいきません！」

「確かに、帝国ではそれは非合法です。しかし、神聖ローデスの勢力下である独立惑わく星せいの中に、そういった技術について最さい先せん端たんを行っている研究所があります」

　マイドは首をかしげた。

「ローデスに？」

「ええ、あなたが連れてきた、電子人格の女の子……コーリンとかいうあの子の肢し体たいは、ただのバイオドールではありません。大脳の前頭葉の皮質にバイオチップが埋うめ込まれているのと、遺伝子操作で自分の生せい殖しよく細さい胞ぼうを作れないだけで、それ以外はまったく人間の少女なのです」

　再びマイドは驚おどろいた。

「コーリンが？」

「ええ、そうです。コーリンの肢体を作った技術力があれば、メイ王女の細胞から毒物の影響を取り除き、メイ王女を救うことができると思います」




　集中治療室を外気と隔へだてている三重のエアロックのドアを開け、マイドは部屋の中に入った。

　薄うす暗ぐらい治ち療りよう室の真ん中に透とう明めいなフードで覆おおわれた治療カプセルがあり、その脇わきから出た、様々な治療用のデバイスが、カプセルの向こうにある治療装置に延びている。

　治療装置の音が静かに響ひびくその薄暗い部屋の片かた隅すみにマリリンは立っていた。

　マリリンは、マイドの顔を見るなり小走りに駆け寄ってきた。

「マイド！」

　マイドは微笑ほほえんで見せた。

「ご苦労様でした、マリリン姉あね御ご。交代しましょう。相談しなくちゃならないことがいっぱいありますので、後でお話ししましょう」

　そのマイドの微笑を見たマリリンは、ぎくしゃくとうなずいた。

「あ、そうだ、そうだよね……じゃあ、後で」

「ええ、後で」

　マリリンは、マイドの前から立ち去った。

　マイドの背中で、集中治療室と外気とを隔てるドアが静かに開いて閉じた。

　部屋の中央に置かれた治療カプセルに向かってマイドは歩き出した。

　透明な治療カプセルのフードの下にメイはいた。

　青白い、血の気のない顔と白い、小さな裸はだかの肩かたが見えた。

　治療カプセルのフードに両手を当ててメイの顔を見ていたマイドの身体が震ふるえた。

　マイドの目から涙なみだがこぼれた。

　薄暗い集中治療室の中で。

　マイドは声を立てずに泣いた。

　歯を食いしばり。

　両手を握にぎり締しめて。

　マイドは泣いた。

　……メイ。

　みんな勇ゆう敢かんだったよ。

　僕は……。

　負けなかったよ。







[image: 第九章　後始末]







　第九章　後始末







　帝てい国こく第三軍司令部の撤てつ退たい命令は、各艦かんに伝えられ、その結果、どの艦も大おお騒さわぎになった。

　球形陣じんのほぼ中央に配置されていた、機動空母テクニカル・ソングの機動戦せん闘とう艇てい中央指揮室では、機動戦闘艇運用参さん謀ぼうと司令官であるカード大たい佐さが言い争いをしていた。

「捜そう索さく艇ていを出さないというのはどういうことですか！　パイロットの半分以上が未み帰き還かんなのですぞ！　中には損傷機を必死にコントロールしてこちらに向かっている者もおるのです！　彼らを見捨てて後退しろと言うのですか！」

　カード大佐は不ふ機き嫌げんそうな顔で答えた。

「司令部より、可か及きゆう的てき速すみやかに後退しろという命令が来ている。私にはこの艦と乗組員を守る責任がある。いつまでもここに留とどまれば、我々は取り残されるのだ」

「それはわかります、しかし、ここに留まることはできなくとも捜索艇を出すことは可能なはずです。予備の推すい進しん剤ざいタンクと、生命維い持じユニットを搭とう載さいした捜索艇を出して帰還中の損傷機や、漂ひよう流りゆう中の機のパイロットを救出することぐらいはできるはずです！」

「それはできん。司令部から推進剤その他の物資をなるべく節約するようにとの指示命令も来ているのだ。我々に余分な物資はない」

　運用参謀は絶句した。

「捜索艇に積み込むのは、たかが予備の増ぞう槽そうタンク十個ほどです！　節約にもなりはしません！」

　カード大佐は、運用参謀をじろりと見み据すえるとゆっくりと言った。

「たかが増槽タンク十個だと？　補給路が断たたれた今、その増槽タンク十個ぶんの推進剤がどれほど大切なのか知ってて言っておるのかね」

「知っております。そして私は機動戦闘艇のパイロットは増槽タンク十個よりもはるかに貴重であるということも知っております」

「優ゆう秀しゆうなパイロットなら貴重だろう。しかし、お前が助けろと言っているのは平民出のパイロットなのだぞ。それも敵に撃げき墜ついされたり撃破された、いわば無能者だ。無能な平民を助ける理由などない。漂流死したとしてもそれは自じ業ごう自得だ。責任を果たせなかったのだから当然の結果だ」

　そして、カード大佐は中央指揮室の出口を指差して言葉を続けた。

「君のために使う時間はもうない。私は戦闘結果の報告書を作らねばならんのでね、さあ出口はあそこだ。自室に帰り荷物をまとめたまえ、君を解任する」

　運用参謀は敬礼した。

「了りよう解かいしました！　長い間お世話になりました。やっと美味うまい空気が吸えそうです！」

　そしてくるりと背を向けて部屋を出て行った。

　その背中を見送ってからカード大佐は、中央指揮室に居並ぶ他ほかの参謀に真顔で聞いた。

「彼は……れっきとした貴族の出で、士官学校の成績も優秀だったそうだが……貴族のプライドを持っておらんようだな、なぜだと思う？」

　その場にいた参謀たちは返答に詰つまった。

　その疑問に答えるには、貴族のプライドを言い立てる前に人間のプライドというものから話さなくてならなかったからだ。




　中央指揮室を出た運用参謀は、その足で通信参謀のところに向かった。

　この機動空母テクニカル・ソングに乗っている数多い貴族出の士官の中で、通信参謀だけは彼の数少ない仲間だったからだ。

　通信参謀は、通信室の脇わきにある情報処理室にいた。

　彼は腕うでを組んで、山のような戦闘時の交信記録を部下がタイムテーブル順に並べてゆく作業を見ていた。

　通信記録を見るだけで、そのときそこで何があったのか想像がついた。

　……最初に出撃した第三十三制空隊百機は、セオリーどおり二機編隊のフォーメーションでほぼ同数の敵機を迎むかえ撃うった。

　しかし、接敵してわずか一分でこちらの半数が戦闘不能になった。

　三分でさらに半分がやられ、数にして四分の一しか残らなかった。

　そこに第二陣の第三十四制空隊百機が到とう着ちやくする。

　……あとは完全な乱戦だな。

　編隊統制も何もあったもんじゃない。

　通信記録は断片的になり、意味不明の叫さけびや呪じゆ詛そや、そして罵ば声せいの羅ら列れつとなっていた。

　参謀は、その中に「魔ま女じよっ娘こ」という単語がいくつも出てくるのに気がついた。

　それは第三十四制空隊のラムダ編隊の編隊長の交信記録だった。

　彼は、敵の中に恐おそろしく手て練だれの編隊がいることを見み抜ぬき、その編隊のパイロットのことを「魔女っ娘」と呼んでいるのだ。

　どうやらその敵のパイロットたちは若い女性パイロットらしかった。

　タイムテーブルにそって通信記録が並べられてゆくと、その中に編隊長が発見した敵の攻こう撃げき機についての情報があった。

　通信参謀は手元にあるコンソールを操作して、その部分をコピーして公文書として保存する措そ置ちをとり、さらにもう一通コピーを取るとそのまま文書として、個人のメモリーの中に放り込んだ。

　……これでもし、何かの手違いで通信記録が消えたとしても、この部分は残るな。

　そのとき、通信参謀のところに、来客を告げるサインが現れた。

「誰だれだね？」

「運用参謀のラルク大たい尉いです、お話があるそうです」

「通してくれ」

　やがて、ラルク大尉と呼ばれた男が、のっそりと部屋の中に入ってきた。

「どうしたんだ？　浮うかぬ顔をして」

「首になった。解任だそうだ」

「えらく急な話だな、なんでまた？」

　ラルクは吐はき捨てるように言った。

「未み帰き還かん機のために捜そう索さく艇ていを出すように意見具申をしたら、解任された。未帰還機のパイロットは、平民出の無能者のパイロットだから死んでもかまわんそうだ」

「なんだそりゃ、理り屈くつにもなにもなっていないじゃないか」

「カード大たい佐さの頭の中ではちゃんと理屈が通っているらしいな。俺たちとは違う価値観をお持ちのようだから……」

　通信参さん謀ぼうは考え込んだ。

「ラタンテール家ってのは、マルス家の傍ぼう流りゆうだよな。なんでマルス家ってのはああいった貴族至上主義者ばっかりなんだ？」

「簡単な理屈さ。血筋以外に頼たよるものがないんだ。あいつらは人間の形をしているけど、中身は競走馬と同じなんだ。残念なことに、ここは競馬場じゃないし俺たちはサラブレッドじゃない。それが不幸の始まりなんだろうな」

　小声で笑った後で通信参謀は真顔になって聞いた。

「で？　何の用だ？　世間話をしに来たわけでも、離り任にんの挨あい拶さつをしに来たわけでもあるまい」

　真顔になってラルクはうなずいた。

「お前に頼たのみたいことが二つある。一つは、捜索艇が出せない代わりに、最前線の艦かん隊たいに未帰還機の回収を働きかけて欲しい。撤てつ退たい戦を展開しながらの回収は難しいとは思うが、一人でも助けたい」

「わかった……心当たりがあるから呼びかけてみる……で？　もう一つは？」

　ラルクはさらに声を低くした。

「カード大佐は、今回の壊かい滅めつ的打撃の責任を、平民出のパイロットたちに押しつけるつもりだ。平民出のパイロットは規律が乱れ、戦せん闘とう意欲がない連中だった。だから負けたと主張するつもりらしい……捜索艇を出さない理由もそのあたりにあるんだろう。死人に口なし、というやつだ。憲兵がパイロットの私室と私物の検査をはじめている。きっと死んだパイロットの私物から薬物とか、禁制品が発見されるという筋書きなんだろう。帰還してきたパイロットは貴族と平民に分けられて、平民出のパイロットは監かん禁きんされている」

「ひでえ話だ……」

「このまま本国に帰還したら、彼らは犯罪者と同じ扱あつかいを受けるだろう……だからな……」

　耳打ちされた通信参謀は驚おどろいた。

「そんなことできるわけないだろう！」

　両手を顔の前で合わせてラルクは頭を下げた。

「頼む！　一生の願いだ！　あいつらは必死に戦って、やっとのことで生きて帰ってきたんだぞ！　なのに、それを罪に問うなんてことが許せるわけがないだろう。俺がいれば俺がやるつもりだった。反逆者呼ばわりは覚かく悟ごの上でな……」

　通信参謀はしばらく無言でラルクを見ていたが、やがてぽつりと言った。

「……俺たちも行くか？」

　今度はラルクが驚く番だった。

「なんだって？　お前正気かよ！」

「正気だし本気だ。考えても見ろよ、補給路が壊滅したってことはこれから先、えらく大変な生活が待っているんだぜ。酸素供給用に水が節約されるから、シャワーなんて夢のまた夢だ。食い物だってまともに食えるかどうかわからない……」

　そう言った後で、通信参謀は窓の外を指差した。

「でも、あそこにはいっぱいある」

　そこには青く輝かがやく小さな星が浮かんでいた。




　帝てい国こく軍は球形陣じんを保ったまま、後退を開始した。

　ケルプワイン艦隊の旗艦ゴッドフェニックスのメインブリッジでその様子を見ていたケルプは、感心したようにつぶやいた。

「後退時にも、パニックを起こさないのは、さすがだな」

　横に立って同じ光景を見ていたタカハジ少しよう佐さが尋たずねた。

「追つい撃げき戦は、いかがいたしますか？」

　ケルプは首を振ふった。

「いや、残念だが俺たちにはそこまでやれる余よ裕ゆうはない。それに、戦う意味がない。敵を沈しずめるより、無事に帰ってもらって、物資を消費してくれるほうが効果的だ」

　タカハジ少佐は、にやっと笑った。

「兵ひよう糧ろう攻ぜめは、さぞかし堪こたえるでしょうな。マイド閣下は、帝国軍の補給路の回復時期について約一週間と計算されていましたね……一週間くらいならば充じゆう分ぶん保もつと思うのですが」

「まあね。各艦にも備び蓄ちく物資はあるから、すぐに困るわけはないけど、補給路がなくて、目の前にある備蓄がどんどん減ってゆくのを見ているというのは、精神的に参るだろうな」

　ケルプは肩かたをすくめてから続けた。

「マイドの敵になった連中に、胃薬でも送ってやりたいところだな」

　三次元立体スクリーンには、損傷艦と破は壊かいされた機動戦闘艇ていなどを空域に残したまま帝国軍が後退してゆく姿が映っていた。

　センサリングオペレーターから来ているデータを見たタカハジ少佐が眉まゆをひそめた。

「帝国軍は、戦列艦などの主力艦から先に後退をはじめておりますが……真っ先に後退したのは機動空母群ですな」

「機動空母だって？　だって、まだ機動艇が帰艦し終わっていないだろう、あの時間じゃ」

　タカハジ少佐はうなずいた。

「いまだ多数の機動艇が空域に残されているというデータが出ております」

「カルテットの連中、またケガ人を大量生産しやがったな……」

　敵を撃げき墜ついするのではなく、推進機を重点的に狙ねらい、戦闘不能にするのが、メス猫ねこカルテットの常じよう套とう手しゆ段だんだった。

　戦果としては低いように見えるが、実際には撃墜するよりもはるかに困難な攻こう撃げき方法だった。真しん剣けんで切り込んでくる相手に手加減することができる人間はそういない。

　メインスクリーンを見上げてケルプは眉をひそめた。

「それを……見殺しか。帝国軍じゃあ、パイロットなんざ消しよう耗もう品かよ……」

　ケルプは、コンソールを操作して通信参さん謀ぼうを呼び出した。

「ケルプワイン艦かん隊たい各艦に通達！　会戦は終しゆう了りようした。以後は漂ひよう流りゆう者しやの捜そう索さく回収に当たれ。なお漂流者にあっては帝国軍も含ふくむ」

　パーソナルモニターの中で通信参謀が一礼して消えた。




『ふへ～なんとか生き残った～』

　オノチの声がインカムから流れた。

　三分の一が赤くなったり点てん滅めつしている機動戦せん闘とう艇ていのコックピットにある警告灯の列をながめながら、ネカンは答えた。

「どう？　まだ飛べそう？」

『あっちゃこっちゃの警告灯が赤くなったり点滅したりその辺でブザーも鳴ってるけど、大だい丈じよう夫ぶ、まだ飛べる』

　ヨニの声が割り込んだ。

『左の外部タンクと安定板に穴を開けられちゃいました！　でも飛べますぅ～』

　ネカンは、インカムのチャンネルを切り替かえると叫さけぶように言った。

「オノチ！　あんたの機は、あとどれくらい飛べる？」

『推すい進しん剤ざいさえあればまだ大丈夫だよ』

「じゃあ、ワタルが射出してくれたデポユニットのところで落ち合いましょう」

『どうしたのよ、なにかあったの？』

　ネカンは、自分に冷静になるように言い聞かせながら答えた。

「アーヤがやられたの。脱だつ出しゆつは確かく認にんしてるから、早く脱出ポッドを探さないと！」

　インカムの中でオノチとヨニの声が響ひびいた。

『ホントかよ！』『それは大変ですわぁ！』

「デポユニット使って推進剤を補給したら、捜索開始よ！」

『了りよう解かい！』『了解しましたわぁ！』

　オノチとヨニの言葉を聞くのと同時にネカンはピクトレバーをぐい、と倒たおした。

　ネカンの機動戦闘艇は方向を変えて加速をはじめた。




　その頃ころ、戦闘の終わった空域をアウトニア軍の方向に向けてゆっくりと飛ぶ大型の機体があった。

　安定板が吹ふき飛び、コックピットの脇わきに大穴が開いたその機体は、後部にある推進機の脇から時折火花を散らし、ふらつきながら飛んでいた。

　パイロットヘルメットのバイザーの内側が俺の体温で曇くもってから、どれくらいたつのだろう……。

　モト大たい尉いは、感覚を失い始めた指先を動かしながら、ぼんやりと考えていた。

　光子魚ぎよ雷らいによる雷撃を成功させた後、モトたちの乗る攻撃機は手て荒あらい報復を受けた。

　雷撃を成功させた二十二機のうち、無事に戦線を離り脱だつできたのは十機足らずだった。

　モトの機は、撃墜こそされなかったものの、生命維い持じ装置の中にある温度調節機能が破壊されてしまっていた。

　与よ圧あつされ、断熱されているとはいえ、熱は徐じよ々じよに宇宙空間に放出されていく。

　モトは、曇ったバイザー越ごしに、ぼんやりとした目でコントロールパネルを見ていた。

　ひどく寒かった。

　コックピット内の気温が五度を切っているのがわかった。

　……この十五分間で、また三度下がったな。

　モトの目には虚きよ脱だつ感が漂ただよっていた。

　軍の経験は長くても、そのほとんどが事務職だったモトは、アウトニアが滅亡した後、ケルプワイン海かい賊ぞく団に雇こ用ようされ、そのまま主計係、つまり庶しよ務む係の係長のような仕事に就ついた。

　そして、ケルプワイン海賊団が攻撃機という新兵器を採用し、そのパイロットを募集したとき、モトは真っ先に志願した。

　今まで書類と数字だけを相手にしていたモトの、どこにそんな勇気があったのだろうと同どう僚りようはウワサしあった。

　……そして俺おれは訓練を耐たえ抜いて攻こう撃げき機編隊の編隊長になった。

　意地だけで……そう、ただ意地だけで俺はここまで来た。

　帝てい国こくの戦列艦に光子魚雷を叩たたき込むその一瞬だけを目標にして……。

　目の前にあるコントロールパネルに、現在の速度と燃料消費率を計算した残りの航続距離の表示が出ていた。

　帰還可能を意味する、そのグリーンの表示を眺めて、モトはつぶやいた。

「……そうか、こいつは帰ることができるのか……」

　……俺は母艦まで保もたないだろう、でもこの攻撃機はオートプログラムで飛び続け、母艦までたどり着ける。新兵器である攻撃機の実戦データを持ち帰ることができる。

　……良かった……俺は義務を果たすことができるんだ。

　モトは、安あん堵どしたようにため息をついて、目を閉じた。

　寒さが手足の感覚を奪いはじめていた。

　脳のう裏りに浮うかんだのは、ユーマの町並みの向こうに沈む夕日だった。

　モトは、アウトニアの首都ユーマの下町で生まれ育った。

　……ああ、この夕日は、小学校のグラウンドから見た夕日だ。

　俺の横にいるのは、メグと、そしてマスクワードだ。

　俺たち三人はいつも一緒だった。ガキ大将のマスクワードと、そのマスクワードをいつも心配しているメグと……そして俺。

　モトの脳裏に、マスクワードとメグが腕を組む光景が浮かんだ。

　……ごめん。

　お前らの結婚式……出られそうにないや。

　そのとき、モトのインカムに若い女の声が響いた。

『こちらケルプワイン艦かん隊たい旗艦ゴッドフェニックス救難通信隊です、母艦エクセリオン所属第一攻撃隊隊長でよろしいですね』

「ああ……そうだ」

『こちらではそちらの機体の状じよう況きようがモニターできません。どのような状況ですか？　負傷はありますか？』

「負傷はないけど……凍とう傷しようになりそうだ」

『……どのような意味ですか』

　通信オペレーターの棒読みのような話し方を聞いてモトは思った。

　……マニュアルそのまんまの聞き方だ。こいつまだ新人だな。

「現在のコックピット温度零れい度、バイザーの内側に霜しもがつきはじめた……そう言えばわかるかい？　新人くん」

　インカムの向こうで通信オペレーターが息を飲むのがわかった。

『生命維持装置に異常。これでよろしいですね』

「俺が温度設定を間ま違ちがえていなけりゃそうだろうな……」

『わかりました、緊きん急きゆう事態モードに切り替えます。私が、あなたを担当することになります、ジューン・ミナモト少しよう尉いと申します。よろしいですか？』

　インカムの向こうに、緊張しまくった顔を想像したモトは小さく笑って答えた。

「よろしいですか？　と聞かれたって、こっちに選せん択たくの余地はない。もっと可愛かわいい子に代わってよ、とか言ったって無理なんだろ？」

　インカムの向こうで、オペレーターがむっとしたのがわかった。

『これは手続きですから』

「怒おこらない怒らない。マニュアルにあるだろう？　緊急事態になったパイロットは、情じよう緒ちよ不安定となって、怒いかりをぶつけたり、子供のように泣いたりするって。君が怒っていたんじゃ話にならない。君は、もしかしたら俺が話をする最後の人間になるかもしれないんだ。もうちょっと余よ裕ゆうを持ってくれないかな」

　一呼吸ほどの間のあとで。

　オペレーターが小さな声で答えた。

『ごめんなさい……緊急事態モードの人を受け持ったのは初めてなんです……申し訳ありませんでした……モト大尉』

　……素す直なおな子だな。

　モトはインカムの向こうで、若い女の子がうなだれている姿を想像した。

「あんまり気にしないでくれ。俺の名前がわかったってことは、俺のパーソナルデータが君のところに行っているということだろう。若い娘むすめをイジメて歓よろこぶセクハラオヤジと思われたくないからな」

　そう、答えながらモトは足先の感覚がなくなって来ていることに気がついていた。

「ところで、母艦まであとどれくらいかかりそうだ？　こっちの機器じゃあわからないんだ」

『そのスピードですと……あと五時間です』

　……五時間か……保ちそうにないな。

「だめだな……そんなには、保たない」

『そんなことありません！　大だい丈じよう夫ぶです！　推進機が動いていればなんとかなります！』

「そりゃあこいつは飛ぶけど、この……寒さは……どうにもならんだろう」

　その、モトの口調がゆっくりとしたものになってきたのに気づいたのだろう、インカムの向こうでジューン少尉が声を上げた。

『モト大尉！　しっかりしてください。寝ねちゃだめです！　話をしましょう！』

「え？　あ、ああ、寒くて頭が回らなくなってきた……ごめん」

『そんなことありません！　モト大尉は母艦に帰ってきたら、真っ先に何をしたいですか？　教えてくださいよ』

「俺か？　やっぱり真っ先に暖かい風ふ呂ろに入って何か食いたいな……」

『そうですか、どんなものが食べたいですか？』

「そうだなあ……あんまりこってりしたものは食いたくないなあ……あっさりしたサラダみたいなものが食いたいな……」

『サラダですか！　実を言うと私、サラダ得意なんですよ、ひじきのサラダって知ってます？　普ふ通つうのひじきの煮に物ものをですね、野菜の中に入れてマヨネーズであえるんです』

「ひじきの……サラダ……か、食ったことないな……食って……みたいな」

　モトの声がだんだん小さくなっていくのを感じたジューンの声は必死だった。

『じゃあ、私作ります！　作って持って行きます！　モト大尉は、母艦にいるんですよね！　私、エクセリオンまで持って行きます！　だから絶対に帰ってきてください！　おいしいですよ私の作ったひじきのサラダ、ぜーったいにおいしいんです！　食べないと後こう悔かいします！』

　モトの返事はなかった。

　ゴッドフェニックスの通信オペレーター席に座っていたジューンは、助けを求めるような視線で左右を見回した。

　損傷艦などから、退たい避ひ先と負傷者の搬はん送そうなどに対する指示を求める通信が殺さつ到とうしており、先せん輩ぱいのオペレーターたちは目の回るような状じよう況きようの中で、必死に通信をさばいていた。

　……だめだ。先輩には頼たよれない。

　私がこの人を助けなくちゃいけないんだ！

　ジューンは、小さくうなずくと、もう一度モトに向かって呼びかけた。

「モト大尉、聞いてます？　返事をしてください！」

　インカムの向こうからは何も聞こえては来なかった。

「モト大尉！　ねえ！　お願いです！　返事をしてください！　寝ちゃダメです！」

　半分涙声でジューンが呼びかけたとき。

　ジューンのインカムの中で小さな声がした。

「……だね」

　ジューンはインカムを押さえて言った。

「何て言ったんですか！　もっとはっきり言ってください！　モト大尉！」

　インカムの中から、モト大尉の声がした。

『君は……いい子だ……って言ったんだ』

　ジューンの目から涙なみだがこぼれた。

「そんなことありません……私はドジで。おっちょこちょいで……どうしようもない女の子です……でも、そんな私でも精せい一いつ杯ぱいやってます！　だから、モト大尉も精一杯がんばってください！　がんばらなきゃだめなんです！」

　インカムの向こうは無言だった。

「モト大たい尉い！　モト大尉！　返事をしてください！　お願いです！　寝ちゃだめだ！　ばか！」

　ジューンの呼びかけは罵ば声せいに近くなってきた。

「起きろ！　ボケ！　クソオヤジ！　なにやってんのよ！」

　しかし、どんなに罵声を浴びせても、返事はなかった。

　……だめだ……通信だけじゃ助けられない……どうしよう……。

　ジューンは自分のいるオペレータールームを見回した。

　その目が、オペレーター班のメインコンソールにある感応端たん末まつに止まった。

　……そうだ！　ひょっとしたらモト大尉は感応端末にリンクしているかもしれない！

　ジューンはインカムを外すと、メインコンソールに駆かけ寄り、感応端末に指を触ふれた。




　ジューンの意識は、とてつもなく大きな意識の集合体の中にいた。

　何万人という人間の意識が渦うずを巻いていた。

　……無理だわ。これだけの意識の中からモト大尉の意識を探し出すことなんかできない。そう思ったとき、ジューンの意識のまえに一人の品のいい老人が現れた。

『ジューン・ミナモト少尉でいらっしゃいますね、サイコウエーブリンクは初めてですかな？』

『はい、私は通信オペレーターですから』

『なるほど、混乱を避さけるために現実空間での指示命令を担当されていらっしゃる方は、ここへはリンクされませんからな』

　そして、老人は微び笑しようを浮うかべた。

『大丈夫です……モト大尉の意識は、失われていません。肉体的に発声できなくとも意識があれば生き延びることはできます』

『本当ですか！』

　老人がうなずくのと同時に、ジューンの意識はどこかに飛んでいた。

　ひどく寒かった。

　指先も足の先も痛みを通り越こしてただぼうっとした感覚だけがあった。

　……ん？

　ジューンの意識の中で誰だれかが目覚めた。

　……なんだ？

　モト大尉だった。

　……起きてください！　寝ねちゃだめです！

　……なんで君が俺の意識の中にいるんだ！

　……感応端末で、意識を共有してるんです！　いいですか、私の身体からだの感覚もそっちに行ってると思います……あったかく感じません？

　……ああ、そういえばそんな感じだ。

　……さあ、モト大尉、お話しましょう。声に出さなくてもいいから、ずっとお話しましょう。もう寝ちゃだめですよ。

　モトは、自分の意識の中に、ジューンの元気が流れ込んでくるような気がした。

　……俺は……生き延びることができるかもしれないな。

　なんとなく、そんな気がした。

　ジューンはモトのことを聞きたがった。

　生おい立ちや友人や、アウトニア軍の話を聞きたがった。

　そして、モトがマスクワードの話をすると声を上げて笑い転げた。

　たわいもない。

　ほんとうにたわいもない会話を意識の中で交かわしながら。

　モトは、自分が未来を見ているような気がしていた。

　それはジューンの楽天的な性格によるものだったのかもしれない。

　……そうか。俺に必要だったのは、それなんだ。

　モトは、心の底からジューンに感謝した。




　同じ頃ころ。

　空域の反対側の外れを、帝てい国こく側に向かってゆっくりと進む二機の機動戦せん闘とう艇ていの姿があった。

　それは、推進機を完全に破は壊かいされた機動艇を、もう一機が曳えい航こうしている姿だった。

　曳航している側も推進機の半分ほどが吹ふき飛ばされており、残りの推進機をだましだまし使いながら進んでいた。

『ザイケン隊長！　もういいです、無理です！　俺を置いて先に行ってください！』

　モニターから流れるジャマー少尉の声に向かってザイケンは怒ど鳴なった。

「何度言ったらわかるんだ、その提案は却きやつ下かだ！　いいパイロットってのはな、何が何でも生きて帰るパイロットのことを言うんだ。俺はその、いいパイロットなんだ。そしてお前もいいパイロットにならなくちゃいけないんだ！　わかったか、わかったら黙だまってろ！」

『でも……隊長』

「なんだ？」

『俺たちが母ぼ艦かんを発進したポイントはとっくに過ぎているはずです……なのに帝国軍の艦船が一隻せきもいないなんて……変ですよ』

　ザイケンは黙り込んだ。

　ジャマーの言っていることは正しかった。

　機動戦闘艇が発進したあとで母艦が位置を変えることはよくあることだ。しかしそのようなときには必ず母艦の代わりをする巡じゆん洋よう艦かんや、駆く逐ちく艦かん、もしくは捜そう索さく艇ていなどがそのポイントで待機することになっていた。

　まったく何も残さずに撤てつ収しゆうすることなど考えたこともなかった。

「あたりを探せ、ひょっとしたら捜索艇も撤収したのかもしれん。だとすると、デポユニットを放出してあるはずだ」

『さっきから探しているんですけど……』

　ジャマーの心細そうな答えを聞きながら、ザイケンは自分の機の推すい進しん剤ざいの残量を見ていた。……このままだと、あと三十分か。

　慣性航法で飛び続けることができても、生命維い持じ装置が保もたん。

　酸素切れで死ぬのは苦しいそうだし……いっそのこと、一思いに殺してもらったほうが良かったかもしれんな。

　ザイケンは、想像できないような方法でジャマー少しよう尉いを撃げき墜ついした敵機を思い出していた。

　……確か安定板にりんごのマークがついていたよな、あの機は。

　それにしてもあいつらはいったい何だったんだ？　とんでもない腕うで前まえの持ち主だったよな。

　キャノピー越ごしに見た敵のパイロットは、ヘルメットのバイザーを開けていた。

　パイロットは若い娘むすめのように見えた。

　微び笑しようを浮うかべていた赤い唇くちびるを、ザイケンは一生忘れないだろうと思った。

　そのとき、ザイケンの耳にジャマーの声が飛び込んできた。

『隊長！　敵機です！』

　後方警けい戒かいセンサーが、何かが近づいてくることを教えていた。

　やがてセンサリングモニターに、接近する物体のデータが並んだ。それはアウトニア軍の機動戦闘艇と一いつ致ちした。

『俺を切り離はなして逃にげてください！　隊長！』

「無む駄だだ、とても逃げ切れん」

　アウトニアの機動戦闘艇は見る見るうちに近づいてきた。

　やがて、肉眼でもその外見がわかった。

　アウトニアの機動戦闘艇は、ぴたりとザイケンたちの後ろについた。

　……撃うたれる。

　しかし、そいつは撃たなかった。

　そのまま機体を、くん、とひねると、ザイケンたちの周りをくるりと一周した。

　ザイケンは驚おどろいた。

　その機体の側面に書かれているマークは、りんごのマークだった。

「見たか？　ジャマー」

『ええ、見ました。あれですよね、僕を撃墜したのは』

「そうだ……どうやらお前にとどめを刺さしに来たみたいだぞ」

『うひゃ！』

「冗じよう談だんだ、安心しろ、撃つ気ならとっくに撃っているはずだ」

　そいつはザイケンの機動戦せん闘とう艇ていのすぐ横に並んだ。そしてそのまますっと手を伸のばせば届くほどの距きよ離りにまで機を寄せて来た。

　……凄すご腕うでだな。

　気がつくと、アウトニアの機動戦闘艇のパイロットが、何か言っていた。

　一生懸けん命めいインカムを指示している。

　……そうか、暗号コードを外せと言っているんだな。

　スイッチを切り替かえるのと同時にザイケンのインカムに十七、八くらいの女の子の声が飛び込んできた。

『……ったくぅ、なにやってんのよ、この、帝てい国こくのボンクラパイロットが！』

「はい、こちら帝国のボンクラパイロットですが、何の用ですかなお嬢じよう様」

　アウトニア軍の機動戦闘艇のコックピットの中で、パイロットが驚く様子がわかった。

『なんだ、聞こえてるならそう言えよ、嫌いやなヤツだね、あんた』

「仲間内からはイイ性格だと誉ほめられているんだがね」

『それ、絶対に誉められてないと思うな。それよりもさあ、あんたらこの辺で、うちらの救命ポッド見なかった？　ピンク色のハートマークがついてるヤツ』

「いや……見てない、俺は生き延びるのに必死だったし……」

　ザイケンは後ろを指差した。

「こいつは、いきなりお前さんに落とされたからな」

　アウトニアのパイロットは、ああ、という風にうなずいた。

『そいつ、あの新人ボーヤね。あんたから言っときな、あんなうすらぼやーっとした飛び方してたら、ぜーったいに生き残れないよって』

　インカムのどこかで、奥歯をかみ締しめるような音が聞こえたような気がした。

　……ジャマーのやつ、リンクして聞いてたな。

『それはそうと、あんたらこれからどうすんのよ。あんたらの母艦やら何やらみーんな逃げちゃったんだよ』

「やっぱりそうか……」

『やっぱり……って、知らされてないの？』

「ああ、最後に来たのは、損傷機は自力で帰艦しろ、無能なパイロットは回収しない、という連れん絡らくが一方的に来ただけだ。いくら呼んでも誰だれも応答しない」

　インカムの向こうで女の子が吠ほえた。

『なによそれ！　そんなバカなことってあるわけないじゃん！　だってパイロットはみんな一生懸命戦ったんだよ！　やられるかどうかは運だ！　能力じゃない！　無能なのはパイロットをつかえなかった連中のほうじゃん！』

　ザイケンは、一いつ瞬しゆんアウトニア軍に亡命しようかと考えた。

　アウトニア軍のパイロットが、ヘルメットバイザーを開けた。

　そこに、気の強そうなきりっとした眉まゆ毛げが印象的な女の子の顔があった。

　……美人というのではないが、一いつ緒しよにいると楽しくなれそうな子だな。

　そんなことを考えながら、ザイケンもバイザーを開けた。

『ふーん、オヤジかと思ったら結構若いじゃん』

「オヤジはないだろう、これでも二十六だ」

『あたしよか十歳も年上なら充じゆう分ぶんオヤジだよ、後ろのボーヤはいくつなの？』

　ザイケンのインカムに、ジャマーがバイザーを開ける音が響ひびいた。

『僕は十九だ……士官学校を出たばかりさ』

『ふーん、やっぱダメダメなヒヨっ子くんだったんだね……』

　インカムからジャマーのため息が聞こえてきた。

　……わかるわかる、その気持ち。

　十六の女の子に手玉に取られて一発も撃たないうちに撃げき墜ついされちまったんだもんなあ。

　プライドも何もあったモンじゃないよな。

『で？　どうするの？　あたしと一緒に来る？』

　ザイケンは考えた。

　……俺は別にかまわないが、ジャマー少しよう尉いはそうはいかない。

　ジャマーはれっきとした貴族の出だ。将来だってある。ここで敵の捕ほ虜りよになったという経歴を負わせるわけにはいかない。

「うーん、実に魅み力りよく的なお誘さそいだが、もうちっと自力でがんばってみたい……悪いね」

　女の子がコックピットの中で肩かたをすくめたのがわかった。

『やっぱね、さすがは第三軍だわ、プライド高そうだ。そのプライドをあんたらじゃなくてもうちょっと上の連中が持ってれば良かったんだよねぇ』

　ザイケンは本気でアウトニアに亡命したくなった。

『じゃあ、これあげる。使って』

「え？」

　ザイケンの目の前に出たアウトニア機が、胴どう体たいの下につけてあったガンポッドを外した。

　よく見るとそれはガンポッドではなかった。

「デポユニットか！」

『そうだよ、同じブレード社の製品だよ。アタッチメントの形状は同じだから使えるでしょ』

「なんで……俺たちに……これを……」

『なんでかなあ……基本的にあたしっておせっかいなんだよねえ。道みち端ばたでさ、子犬がドブに落っこちてキャンキャン鳴いてンのを見ると、ほっとけないんだよねぇ』

「……俺は子犬か？」

　女の子は『きゃははは』と声を立てて笑った後で言った。

『あんたじゃないよ。後ろの子、捨てられた子犬みたいな目でこっちみてるんだもん、ほっとけなくて……じゃあね！　私は仲間探しにいかなくちゃならないから、これでバイバーイ』

　女の子が操縦する機動戦せん闘とう艇ていは、くん、と機体をひねると去っていった。

　ジャマーの声がした。

『なんか……かっこいいですね』

「惚ほれたか？」

『ええ、ちょっと』

「会うときは命がけだがな……さて、デポユニットを回収するか」

　ザイケンはそうつぶやくと、機動戦闘艇の胴体に格納してある船外作業用のマニュピレーターをデポユニットへと伸のばした。
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　第十章　生存者







　帝てい国こく軍第三軍が撤てつ退たいして三日が過ぎようとしていた。

　アウトニア軍の所属艦かん艇ていは、監かん視し艦隊を残し、すべて　惑わく星せいネオ・アウトニアのラグランジュポイントにあるアウトニア軍前線基地に帰き還かんしていた。

　前線基地の中心にあるドッキングベイには、何隻せきもの戦艦が停てい泊はくしていた。

　その中でも、もっとも目を引くのは、見事な曲線を描えがくフォルムを持った銀色に輝かがやく最新式のＳＸ型戦艦三隻だった。

　ネオ・アウトニアの地表から、この前進基地へと向かっているシャトルの客席からその戦艦を見ていた赤毛の女性が、小さくつぶやいた。

「あれかい……帝国軍親衛隊から盗ぬすんできた戦艦ってのは……」

　そのつぶやきを聞きつけたのだろう。斜ななめ後ろの席に座っていた、収まりの悪い黒くろ髪かみの持ち主である青年が答えた。

「盗んだってのは聞こえが悪いですよマリリン中ちゆう佐さ。あれは、ちゃんと帝国軍広報課の許可を得て使用しているんです……使用方法がちょっと違ちがうだけです」

「広報課に提出した書類には、惑星シードクロスにおける物資集積基地破は壊かい、なんて使用目的は書いていないだろう？」

「ええ、その代わりに宇宙空間における各種戦せん闘とうシーンの撮さつ影えい。という項こう目もくが入っていますから、問題はないと思いますよ。実際、ビューノ監かん督とくは嬉き々きとして撮影していたみたいですし」

　マリリンはため息をついた。

「ビューノ監督か……あの人も、とうとうこっちの陣じん営えいに来ちゃったわけね。帝国にいれば、新進気き鋭えいの映像作家として、押しも押されもせぬ地位に就つくことができただろうに……ほんと、あんたは、他人を巻き込む能力についても宇宙一だね、マイド」

　考え込んでしまったマイドを見て、マイドの横の窓まど際ぎわに座っていた黒地のベルベットの生き地じに白いレースの付いたエプロンを着た金きん髪ぱつの十二歳くらいの女の子が聞いた。

「人を巻き込むことは、悪いことなのか？　マイド」

「うーん、結果によると思うな。巻き込まれたことを後こう悔かいさせるなら、人を巻き込むことは悪いことだ。でも、巻き込まれた人が後悔しないのなら、それは悪いことじゃないと思うよ」

「そういうものかのう……」

　マイドはコーリンに向き直って聞いた。

「コーリンだってそうなんだよ」

　コーリンは、その青いまん丸な目を見開いた。

「え？　わらわもそうなのか？　マイド」

「そうさ、君は本当だったら、殉じゆん教きようミサイルと一いつ緒しよに一年前爆ばく発はつしていたはずだ。でも、僕が助けたからここにいる。君は僕たちの手で、運命を変えられたんだ。いわば君も巻き込まれたうちの一人さ」

　コーリンは、シャトルの座席シートから白いロングストッキングにつつまれた足をぶらぶらさせながらつぶやいた。

「そう……かも、しれんな。わらわもまた。お主に巻き込まれたうちの一人じゃな」

　そして、コーリンは顔をあげると、にこっと笑った。

「でも、わらわは後悔しておらん！　それどころか楽しい！　これからワタルに会えるかと思うともっと楽しい！　わらわを巻き込んでくれたことを感謝しておるぞ！　マイド！」

「そういうことだね」

　気がつくと、マイドの前の席の背もたれの上からマリリンが顔を出して笑っていた。

「あんたに巻き込まれた連中ってのは、誰だれ一人後悔していない。それどころかあんたに感謝している。それが人徳ってヤツなのかもしれないね」

「じんとく？　どういう意味じゃ？」

　コーリンが聞いた。

　マリリンは、やれやれ、という顔をしてコーリンに言った。

「教えてやるから、私の隣となりの席に来な。前後ろで話すのは面めん倒どうだ」

「わかった！」

　コーリンは、いそいそとシートベルトを外して、シートから立ち上がった。

　そして、マイドの前を通り過ぎようとしたとき、シャトルが第一次減速を開始した。

「きゃ！」

　バランスを崩くずしたコーリンは、おもわずマイドのひざの上に座ってしまった。

　ふわっと、香こう水すいらしい匂においがマイドの鼻び腔こうをくすぐった。

　コーリンは赤い顔をしてあわてて立ち上がった。

「すまぬな、マイド」

「あ、いや、気をつけろよ、もうすぐ二次減速に入るはずだから、あんまり立って歩かないほうがいいぞ」

「わかっておる、マリリン殿どのの横の席からは動かぬつもりじゃ」

「そのほうがいいな」

　コーリンは、マリリンの横の席にちょこんと腰こし掛かけて、シートベルトを締しめはじめた。

　マイドは、さっきひざの上にコーリンが乗ったときの感かん触しよくを思い出していた。

　……体温といい、柔やわらかさといい、あの子のインストールされている肢し体たいは、本当にバイオドールとは思えないな。

　マイドの前の席では、マリリンがコーリンに「人徳」について説明していた。

「だからね、世の中にはどうにも憎にくめないって人間がいるのよ」

「馬ば鹿かは憎めないということかの？」

「馬鹿は馬鹿なんだけど、馬鹿正直というのかな。根本的に善人ってのがいるの、そういうのに人徳がつくんだな」

「おんなを、物のように扱あつかうようなおとこには、そういったものがないのだな」

　マリリンは一いつ瞬しゆん考え込んでから答えた。

「さあ、どうかなあ、世の中には男から物のように扱われても、いい、と決めちゃうような女もいるから一いち概がいには言えないね。でもそういった男は、同じ男からは軽けい蔑べつされてるよね」

「おんなから軽蔑されるおんなのほうがおとこにモテるという法則かのう？」

「いや、違うね、それは女の武器の使い方の違いさ……」

　マリリンはそこで声をひそめてコーリンに何かを伝え始めた。

　コーリンも必死にその内容を聞いていた。

　マイドは小さくため息をついた。

　……なんか、また、よけいなことを覚えそうだな……。

　そんなことを考えながらマイドは、シャトルの窓から、ゆっくりと近づいてくるアウトニア軍前線基地のシャトルベイを見ていた。

　それは、さっき見たときより確実に大きく鮮せん明めいに見えていた。




　アウトニア軍前線基地とは、聞こえはいいが、その正体は、帝てい国こく軍が遺い棄きした監かん視し衛星に、居住区や倉庫として使うために廃はい棄きされた使用済みコンテナを溶よう接せつして作られた、寄せ集めの建造物だった。

　ドッキングベイに入港したシャトルから降り立ったマイドたちは、そのまま前進基地内の回かい廊ろうを通って、反対側に停てい泊はくしているアウトニア艦かん隊たい旗艦シザーズ・ナイツへと向かった。

　今日、ここで行われるのは戦勝パーティーではない。

　アウトニア軍には、とてもそんなパーティーを開く余よ裕ゆうなどなかった。

　これは、お互たがいの無事を確かく認にんしあう、一種の会合のようなものだった。

　しかし、とはいえ。今日、ここに集まっているアウトニア軍の首脳にとって、それはパーティーと同じようなものであったことは間ま違ちがいない。

　シザーズ・ナイツの中央食堂が、その会場だった。

　乗組員用の細長いテーブルは床ゆかに格納され、その代わりにラウンドテーブルがいくつか置かれていた。

　会場には、ケルプを始めとするケルプワイン艦隊の幹部や義勇軍の司令官だったミストラルなどの顔も見えた。

　別室で、アウトニア軍の白い礼服に着き替がえたマイドは、手元にあるモニターで、会場の中を見ていた。

　……みんな無事だったんだな。

　でも……僕たちはこの戦いで百人以上の死者と行方ゆくえ不明者、そして千人近い負傷者を出した。

　僕は、あの人たちに死んでほしくなかった。

　死ぬことは無む駄だなんだ。死んでしまったものに未来はない。

　その人間がやろうとしたこと、やりたかったこと、見たかったもの、聞きたかった音、そのすべてが無駄になる。

　人間という形をした可能性は、そこで終わる。

　だから、僕は死んでほしくなんかなかったんだ。

　もし、僕が戦わなければ、あの人たちは死ななかっただろう。

　あの人たちの可能性はまだ続いていただろう。

　でも、僕は戦わなくてはならなかった。




　……僕たちが戦って守ろうとしたものは、あの人たちを犠ぎ牲せいにしてでも守るべきものだったのだろうか？

　答えはない。

　きっと永遠に出ない。

　でも、僕は信じている。

　あの人たちは僕と同じものを見て僕と同じように感じ、そして、僕と同じように戦うことを選んだ人たちなのだと。

　だとしたら……あの人たちは僕だ。

　僕は……あの人たちなんだ。

　守るべきもの。

　それは守らなくちゃならない。

　たとえ自分の命をかけてでも守るべきものがあるのならそれは守らなくちゃいけないんだ。そう……それは。

　愛すべきものを愛することと同じことだからだ。




　部屋をノックする音とともにマリリンの声がした。

「準備はできたかい？」

「ええ」

　マイドがドアを開けると、アウトニア軍の軍服をぴしりと着込んだマリリンの姿があった。

　ちょっとミニっぽいタイトスカートから伸のびる足がまぶしい。

　マイドの目つきに気がついたマリリンはちょっと赤くなって弁解するように言った。

「いやね、いつものパイロットスーツでもよかったんだけどさ、ビューノ監かん督とくが記録映像を撮とる、って聞いたからさ、ちゃんとした格好じゃないとマズイかな……とか思って……」

「お似合いですよ」

　マリリンはにこっと笑った。

「そうかい？　お世辞でも嬉うれしいね。さあ行こうか、みんなが待ってる」

「はい」

　部屋を出て会場へと向かう途と中ちゆうで、横に並んだマリリンが小声で言った。

「なんか、この構図って。有能な秘書ってカンジ？」

　マイドは小さく首を振ふった。

「いえ、やっぱり悪の組織の女ボスだと思います」

　マリリンは、マイドをにらんだ。

「イヤなこと言うなよ、せっかく本人がその気なのに……」




　マイドたちが部屋に入るのと同時に、視線が集中した。

　話し声が静まった部屋の中を、マイドはゆっくりと歩いて、部屋の中央付近に立っていたケルプとミストラルの前に立った。

　マイドの顔を見て、ケルプが小さくうなずいた。

　そして、微笑ほほえんで言った。

「俺たちは……負けなかったぜ……マイド」

　マイドも小さくうなずいて、そして微笑んで答えた。

「ああ……僕たちは……負けなかったな」

　二人の会話を聞いていたミストラルが、大きく叫さけんだ。

「諸君！　負けなかった私たちに乾かん杯ぱいだ！」

　歓かん声せいが食堂を包むのと同時に、一気にざわついた。

　テーブルの上に並ぶ料理は、戦せん闘とう配食のクラッカーにチョコペーストやサーモンペーストを塗ぬったカナッペやレトルトの食品だったし、飲み物は軽いソフトドリンクしかなかったが、誰だれもが満足げに微笑んでいた。

　このパーティーのメインディッシュは料理などではなかった。

　生き延びたこと。

　やりとげたこと。

　その満足感こそがこのパーティーのメインディッシュだったからだ。

　ケルプと会話をしていたマリリンに、ルサが笑いながら声をかけた。

「やあ、姉あね御ご、今日はずいぶんとしゃれてますね」

　マリリンは実に不ふ機き嫌げんそうな顔になった。

「姉御と呼ぶんじゃない！」

「え？　今なんて言いました？　姉御」

「だから姉御と呼ぶんじゃないと言ってるだろーが！」

「だっていつもは……」

　マリリンはルサの襟えり首くびをつかむと、真しん剣けんな目をして小声で言った。

「今日は、中ちゆう佐さなの、いい？　ち　ゅ　う　さ、わかった？　カワハヤにも言っとけ！」

「は、はあ……」

　その迫はく力りよくの前に、ルサは何も言えず、ただかくかくと首を振るしかなかった。

「わかればよろしい」

　マリリンは大きくうなずくとつかんでいた襟首を離はなし、会場に消えていった。

　その後ろ姿を見送って首をひねったルサの背中を誰かが叩たたいた。

　振り返ると、そこにマイドが立っていた。

「マイド閣下！」

　マイドはにやっと笑うと、パーティー会場で、人々を撮さつ影えいしているビューノ監督の撮影班を指差した。

「今日は、姉御じゃなくて、マリリン中佐、って呼ばれたいんですよ、きっと」

　ルサが、納なつ得とくしたようにうなずいたとき、マイドの前を、黒い小さな影かげが、てててててて、と走り抜ぬけた。

　そして、その小さな黒い影は、そのまま部屋の奥に立っていたワタルに飛びつくと、コーリンの声で叫んだ。

「おにいたま～！」

　呆ぼう然ぜんとしているワタルを見上げて、コーリンは不ふ審しんそうな顔をした。

「どうしたのじゃ？　うれしくないのか？　年下の女に、こうやって抱だきつかれると男の子は歓よろこぶと聞いたのだが、わらわが間ま違ちがっていたのか？」

「あ、いや……嬉しいけど」

　コーリンは必死になって聞いた。

「服もそうじゃ、メイド用のエプロンドレスにしたのじゃぞ？　なにがいけない？　髪かみをツインテールにしたほうがよかったのか？　メガネっ娘このほうが好みだったかの？」

　そして、コーリンは、はっとした顔をした。

「も……もしや、全ぜん裸らにエプロン一つとか、赤いランドセルと白いハイソックスだけ……というのが良かったのか……しかしそれを大衆の面前でやるわけには……」

　真っ赤になったワタルが叫んだ。

「コーリン！　もういい、やめろ！」

　コーリンは不思議そうな顔をした。

「なぜじゃ？　わらわはワタルを歓ばせたくて、あーんなコトとかこーんなコトについていっぱい教わったのじゃ！」

　そのとき、小こ柄がらな人影がコーリンの後ろに立った。

　それは、メス猫ねこカルテットの中で、一番年下のアーヤだった。

　アーヤはコーリンの後ろ襟をつかむと、ぐい、と引いた。

「とわ！」

　二、三歩たたらを踏ふんだあとでコーリンは叫んだ。

「何者じゃ！　お前は！」

　アーヤは、コーリンの前に立って小さな声で言った。

「やめて、ワタルが困ってる」

　コーリンは憤ふん慨がいしたように再び聞いた。

「お前は何者じゃと聞いておる！　名を申せ！」

「アーヤ、アーヤ・アイビィ」

「アーヤ？　知らんな。わらわは単に、ワタルに歓んでもらおうと思ってじゃな……」

　アーヤは首を振ふった。

「困らせてるだけだよ」

　ぎくっとしたように顔を上げてワタルと、まわりの人の顔を見たコーリンは、消え入るような声で答えた。

「……そのようだの……すまなかった」

「謝るならワタルに」

　ワタルの前に出たコーリンは、すまなそうに言った。

「すまん、ワタル……わらわはまだ人間のことがよくわかっておらんのだ……」

　ワタルは微笑ほほえんだ。

「いいよ、悪気があってやったわけじゃないと思うし……それにその格好も可愛かわいいよ」

　そのワタルの言葉を聞いたコーリンの顔が、ぱっと輝かがやいた。

「そうか！　マリリン殿どのに見立ててもらったのじゃ、今どきの男の子にはメイド服が一番じゃとな」

　ワタルはため息をついた。

「マリリンさんの差し金か……」

　そのとき、マイドがやってきてコーリンに声を掛かけた。

「コーリン、話がある、ちょっと来てくれるかい？」

「はい！」

　コーリンはワタルに笑いかけると、てけてけとマイドのところへと走っていった。

　その後ろ姿を見送ったワタルに向かってアーヤはポツリと言った。

「変質者」

「おい！　それはないだろう、俺はただ、あの子を預かってだな……」

　アーヤはワタルをじろっとにらむと再びポツリと言った。

「ロリコン」

「だから違うって！」

　アーヤは何も言わずにワタルの前から離はなれた。

　そして、一、二歩歩いてから立ち止まった。そしてそのまま振り向かずに言った。

「わたし……負けないモンね」

「え？」

　ワタルは、その言葉の意味を聞こうとしたが、それより早くアーヤは去って行った。




　マイドのところに呼ばれたコーリンは、マリリンの前に立たされていた。

　マリリンは、コーリンの両りよう肩かたに手を置いて、目の前にいるタカハジ司令を、半目でにらみつけていた。

「あんた……この子の肢体からだを、どこで手に入れた？」

　タカハジ司令は、あせったような顔をしてハンカチで汗あせをふきながら答えた。

「いや……俺が直接手に入れたんじゃない……この子がローデス製の電子人格だと聞いたので、ちょいとローデスの国内につてのあるヤツに頼たのんだんだ。年ねん齢れい相応のバイオドールの肢体……それも最高級のヤツがあったら送ってくれ、とな。ヴァルに聞いたら、人間の中で人間の価値観とかそういったものを学ばせる、って話だったから、中ちゆう途と半はん端ぱなバイオドールじゃだめだと思って、八方手を尽つくしたら、そうしたらこいつが送られてきたんだ。値段もすごかったぞ」

　マリリンは納なつ得とくしたようにうなずいた。

「だろうね……あんた、知ってた？　この子、人間とほとんど同じなんだよ。帝てい国こくで生産したらまず間ま違ちがいなく刑けい務む所しよ送りの非合法品だ！」

　タカハジ司令はうなずいた。

「知っている。最初に送られてきたときに検査したケルプワイン海かい賊ぞく団の医者から聞いた。その……大脳皮質にバイオチップが埋うめ込まれている以外はまったく人間と同じだそうだな……」

「そうよ、内ない分ぶん泌ぴ系を調整すればこの子は成長するし、受精卵を移植すれば子供だって産うめる。ただ……自分の生せい殖しよく細さい胞ぼうを持っていないだけでね」

　コーリンは目を輝かせてマリリンに聞いた。

「それは本当か？　わらわは人間のように大きくなって、子どもも産めるのか！」

　マリリンはコーリンに向かって言った。

「やればできる、ってこと。まだまだ先の話」

「先の話かもしれんが、それはできるのであろう？」

「まあね、可能性はある」

　そのマリリンの答えを聞いたコーリンは、にっこり笑って大声で言った。

「わらわは、ワタルの子どもを産んでみたいぞ！」

　パーティー会場が一いつ瞬しゆん静まり返った。

　その中で、ワタルが床ゆかにグラスを落とした音だけが響ひびいた。

「あ、すみません！」

　あわててグラスを拾うワタルの姿を、そこから少し離れたところにいた、メス猫ねこカルテットたちが見ていた。

　顔を少し赤くしてネカンが言った。

「なーんかとんでもなく積極的ね、あの電子人格」

　ニコニコ笑ってオノチが答えた。

「あそこまであけすけに言われると、かえって恥はずかしくないね」

　もじもじしながらヨニが言った。

「でも……やっぱりちょっと恥ずかしいですわぁ」

　そして、目一いつ杯ぱい不ふ機き嫌げんな声でアーヤが言った。

「無知で馬ば鹿かなだけだよ」

　残りの三人は、驚おどろいたような目でアーヤを見た。

　アーヤはその目に気がつかない振ふりをして、ぼそっと言った。

「料理なくなっちゃったから、取ってくる」

　皿を持って料理コーナーに歩いていったアーヤを見送ったネカンが聞いた。

「アーヤって、昔からワタルのこと好きだっけ」

「さあね、ガキのころは結構コロコロ一いつ緒しよに遊んでたけど」

　そのとき、ヨニが、ぽんと手を叩たたいて言った。

「きっとあれですわぁ、救命ポッドの回収のときの話」

「救命ポッド？　ワタルが見つけて回収したあれ？　あれを恩にきてるわけ？」

　ヨニは首を振った。

「あれを運命の出会いだと思ってるのは間違いありませんわ、わたし、アーヤから聞きましたの、救命ポッドで漂ひよう流りゆうしていた十二時間の話」

　オノチが眉まゆをひそめて聞いた。

「何？　その十二時間の話って」

　小さく微笑ほほえんでヨニは話し始めた。

「アーヤが救命ポッドで脱だつ出しゆつしたとき、すぐに助けられるだろうって思ってたみたいなんですの。だから最初の四時間は、助けてくれた人にお礼を言おうって、思ってたの。でも、四時間たっても誰だれも助けてくれないから、だんだん腹が立ってきて、次の四時間はずっと助けてくれた人に文句を言おうって考えたんだって。

　でね、それから四時間が過ぎたときは、もし助けられたら、わがままなんか言わないで、自分に素す直なおになろう、誰かのために何かをしようって心に誓ちかったんだって。そして、もうだめだと思ったとき、一番会いたい人を思い浮うかべたら、それがワタルだったんだってさ」

「へえ、んでもってアーヤの救命ポッドを見つけたのがワタルだったってわけ。すっごい話じゃん！　アーヤでなくたって運命の出会いだと思うよそれ！」

　ネカンは、料理を皿に取っているアーヤの背中を見て、昔のことを思い出していた。

　……そうだよね、ケルプワイン海賊団の託たく児じ所で、おままごとをするとき、あんたの相手はいつもワタルだったものね。

　そして戦うとき、いつもワタルはあんたの後ろにいた。

　私は知ってるよ、あんたがワタルのためにお守りのマスコット作って渡わたしてたこと。

　ネカンは微笑んだ。

　……がんばれ！　敵はてごわいぞ。




　パーティーが終わった後で、マイドはマリリン、ケルプ、そしてミストラルなどと、シザーズ・ナイツの司令官執しつ務む室にいた。

　ラウンジにくつろぐメンバーを見回して、マリリンが言った。

「ちょっと軽く飲む？　みんなに飲ませたいものがあるんだ」

　マリリンはそう言うと、ラウンジのボトルクーラーから一本のワインを取り出した。

　ラベルの貼はっていないそのボトルをサイドテーブルの上に置いて、マリリンは言った。

「本当なら、パーティーでみんなに飲ませてあげたかったんだけど、量がそんなにないんでね。ちょっと心苦しいけど私たちだけで飲もうと思って……」

　ミストラルが、そのワインボトルを手にとって光にかざした。

「これは……新酒ですね」

　マイドが顔を上げた。

「もしかして……」

　マリリンはうなずいた。

「そう、ネオ・アウトニアで作られた最初のワインさ」

　マリリンはマイドにワインオープナーを差し出した。

「これを開けるのはあんたの役目だよ、シャンパンというわけにはいかないけどね」

　ワインオープナーを手に取ったマイドの手が止まった。

　マイドの顔つきを見たマリリンは、しまった、という顔をした。

「……本当なら、あんたと一緒にこのワインを開ける役目の人間がいるんだよね……ごめん」

　マイドは首を振った。

「いえ……それはそれです、さあ、開けましょう」

　マイドはそのワインの栓せんを抜ぬき、ワイングラスに注ついだ。

　ワイングラスを掲かかげてミストラルが言った。

「来年の新酒は、あの方がマイド殿どのと一緒に栓を開けることを願って……」

　全員が唱和した。

「願って……」

　ワインは、粗あらく喉のどを刺さした。

　厳しいネオ・アウトニアの風土が染しみ込んでいるような風味だった。

　酸味もきつく、お世辞にも良い香かおりだとは言えなかった。

　しかし、不思議なことに後味がとても良かった。

　年代を重ね、熟成し、風味の粗さが収まったとき、このワインは素晴らしいものになるかもしれないな……。

　ミストラルはそんな風に思った。

　そして、それがアウトニアという国そのものの評価だということに、改めて気づいた。

　テーブルの上にグラスを置いたケルプが複雑な顔をした。

「俺はあんまりワインに詳くわしくないんだけど、こいつは、なんというか今飲んで美味うまいというワインじゃないような気がするな」

　それを聞いたマリリンは微笑ほほえんだ。

「それだけわかればたいしたものさ。こいつはボルドー系だからね、熟成させて初めて味が出るタイプなんだ。だから、美味くなったこいつを飲みたけりゃ、あと二十年待て、ってことさ」

　ケルプは考え込んだ。

「あと二十年か……俺は四十三だな……というと、マリリン姉あね御ごは……」

　マリリンが急に大声を上げた。

「ねえマイド、あんたに聞きたかったことなんだけどさ、今回の帝てい国こく軍に使った作戦って、あのアウトニア回かい廊ろうのところでミリオン傭よう兵へい隊にやったのと同じことだよね。敵の補給路を断たつって作戦」

　マイドは苦く笑しようしながら答えた。

「そうです。今回の作戦は別に目新しいものじゃありません。あのときと同じです。あのアウトニアの戦いのとき、カッツ将軍がやってくれたことを、今回はスリーディ少しよう佐さがやってくれたんです、ビューノ監かん督とくの名前を使ってね……ただ、あのときと大きく違ちがうのは、今回の敵は大軍で、それだけ消費物資も多いということなんです。図体の大きな生き物は動かず、じっとしているだけでもエネルギーを消費します。基き礎そ代謝ってヤツですけどね。だから、補給路を断つだけで、何もしなくていいんですよ」

　マリリンは訝いぶかしげな顔をした。

「何もしないのかい？　ミリオン傭兵隊にやったギャラクシーハラスメント作戦みたいなことはやらないのかい？」

　笑いながらマイドはうなずいた。

「ええ、それと同じことは僕たちがやらなくとも、帝国のマスコミがやってくれます。ビューノ監督の戦場レポートがもうすぐ帝国中の星間ネットニュースに流れるはずですよ」

「でも、そんなのは検けん閲えつされるんじゃないのか？」

「でしょうね。でも、ちゃんと放映する独立系のニュースネットもあります。ビューノ監督は公平な報道姿勢を取ると約束してくれました。アウトニア軍の損害も詳しく報道するそうです」

　マリリンが眉まゆをひそめた。

「それって、あんまり嬉しくないよね」

　マイドは平気な顔で首を振ふった。

「いいえ、構いません、なぜなら帝国軍側の損害は、より詳しく報道するそうですから」

　執しつ務む室が笑いに包まれた。

　その笑い顔を見ながらマイドは考えた。

　……僕たちは負けなかった。

　十倍の敵と、いい戦いを展開した。この事実が知られるだけでいい。

　それだけで何かが動く。

　帝国の中の何かが……。




　仲間たちが帰った執務室で。

　ソファに座ったマリリンがつぶやいた。

「本当にメイを送り出すつもりなの？」

　マイドは黙だまってうなずいた。

　ソファから立ち上がったマリリンは、執務室の窓から指揮室を見下ろした。

　そこには、ワタルとコーリンとそしてメス猫ねこカルテットたちが、なにやら言い合ってる姿があった。

　その、コーリンに視線を合わせてマリリンはつぶやいた。

「神聖ローデス連合の傘さん下かにある独立惑わく星せい群。そこにあるエルマ・マウザー研究所……遺伝子工学とバイオテクノロジーの最さい高こう峰ほう。そして、コーリンの肢体からだの産みの親がいるところ……そこにメイを送るつもりなんだね」

　マイドは静かに言った。

「メイを蝕むしばむ毒物の正体はわかりません……でも、おそらくあの毒物は細さい胞ぼうの新しん陳ちん代たい謝しやの能力を落としてゆくものだと思います。あそこならばメイを救えます。毒物にやられた細胞を取り除き、新たに培ばい養ようした組織によりそれを置ち換かんすることができます」

　顔を上げてマリリンはマイドを見た。

「時間が……かかるだろうね」

「たぶん……でも、僕は待ちます」

　マリリンはうなずいた。

「わかった……私が責任をもってメイを送り届ける。なにがあっても絶対に届ける」

「お願いします……」

　マイドは静かに頭を下げた。




　……三日後。

　マイドはネオ・アウトニアの総合医い療りようセンターにいた。

　マイドは、目の前のカプセルに入っているメイを見つめていた。

　ミィ女医が、静かに告げた。

「炭素凍とう結けつ装置の最終点検が終わりました。いつでも開始できます」

　マイドは、メイが寝ねているカプセルから一歩下がった。

「では、始めてください」

　ミィ女医はちょっと驚おどろいたように聞いた。

「よろしいのですか？」

「ええ……一刻も早くメイを送り出したいのです」

「わかりました、では始めます」

　ミィ女医が合図をするのと同時に、メイの入った医療カプセルが、炭素凍結装置にゆっくりと入っていく。

　マイドは両手のこぶしを握り締しめてその光景を見ていた。

　……これは罰ばつだ。マイド。

　お前に対する罰だ。

　メイが一番大変なとき……メイが一番お前を必要とするとき……お前はそばにいてやらなかった。

　だから今度はお前がメイの立場になる番なんだ。

　辛つらいだろう。

　苦しいだろう。

　その苦しみをメイは味わってきた。

　二年間……。

　そう、二年間。

　メイはずっとこの苦しみを味わってきたんだ。

　お前はその罪をこれから受けるんだ。

　マイドはうなずいた。

　そうだ。

　これは僕に与あたえられた罰だ。

　僕は、この罰を受けなくちゃいけない。

　ならば、僕は胸を張ってこの罰を受けよう。

　いつか、この罰が終わったとき。

　胸を張って君に会えるように。

　握りこぶしをかためて、マイドはメイのカプセルを見送った。

　やがて炭素凍結装置のハッチが閉じる音がした。

　ミィ女医が短く告げた。

「炭素凍結を開始します」

　マイドは静かに頭を下げた。
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　第十一章　真皇帝







　アウトニア攻こう略りやく失敗のニュースは、マスコミの手によって大々的に報じられた。

　帝てい国こくの国民の多くは、それまでアウトニアについてそれほど詳くわしく知っているというわけではなかった。ネットで噂うわさになった「アウトニアファイル」などについて聞いていても、そもそも、すべての元げん凶きようになった武力併へい合ごう事件についても、ほとんど知らなかった。

　どこかの、誰だれも知らない小さな国がどうなろうと、それが自分たち帝国の国民の生活に関係しないかぎり、関心を持たなかったのだ。

　人々は熱しやすく冷めやすい。

　メイ王女のＣＭも、アウトニア滅めつ亡ぼうのニュースも、日々流される様々な事件などの雑多なでき事の濁だく流りゆうに飲み込まれ、人々の記き憶おくから流されてしまっていた。

　しかし、今、再びアウトニアはニュースの中に戻もどってきた。

　無関心だった人々が、ちらりと視線を向けた。

　それで、充じゆう分ぶんだった。

　そう、それで充分だったのだ。

　天てん秤びんを動かすためには。




　工業惑わく星せいインダストリアの首都、トライトウの中心から少し外れた場所にある、牛ぎゆう丼どんの星野屋に、この工業惑星に住む若きエンジニアの一人、イーサ・レイウッドが来ていた。

　混んでいる店内のカウンター席に空きを見つけて座ったイーサは、バイオドールの女の子がオーダーを聞きに来るのを待ちながら、店内に貼はってあるポスターを見ていた。

　そのとき、イーサの後ろに座っている若い二人組の男の会話が耳に入ってきた。

「聞いたか？　アウトニアの話」

「ああ、アウトニアの軍隊が、三万隻せきの帝国正規軍を向こうにまわして負けなかったって話だろ。すげえよな、俺、前にアウトニアの王女とかいう女の子が出演しているネットＣＭとか見たことあったんだけど、あの王女様ってのが可愛かわいいんだよな、なんというか健けな気げでさ」

「そうそう、それなんだけどよ、実を言うと、そのアウトニアの資金源が、この星野屋だってのがもっぱらのウワサだぜ」

「牛丼屋がかよ！」

「ああ、なんでもこういったバイオドールの店員のいる店は全部そうらしい。星野屋の社員から聞いた話だから、間ま違ちがいない」

「へえ、それが本当なら、ひいきにしてやってもいいな。俺、あの王女様のファンなんだ」

　イーサの前に、店員の女の子が立った。

　女の子は、イーサの顔を見るなりにっこりと微笑ほほえんで深々とおじぎをした。

「いつもいつも星野屋をご利用いただきまして誠にありがとうございます！　いつものやつ、でよろしいですか？」

　イーサはちょっと考えた後で首を振ふった。

「いや……今日は大盛りのツユダクがいいな」

「大盛りのツユダクですね、かしこまりました」

　そう言って頭を下げそうになった女の子に、イーサはつけ足した。

「今日から俺のオーダーは全部大盛りだからね。これから先ずっと……アウトニアが復興するまでずっと俺は大盛りにするつもりだから」

　女の子は、一瞬目を見開いた後で、泣きそうな顔になった。

　そして、大きくうなずいた後で厨ちゆう房ぼうに向かって澄すんだ声でオーダーを通した。

「ラージボウル、エクストラソース、ワン！」




　帝国第三軍が、戦力にして十分の一以下のアウトニア軍に勝つことができなかったという事実は帝国の外周部に存在する辺境国家に対し、劇的な反応をもたらした。

　アウトニアと時を同じくして帝国に叛はん旗きをひるがえした辺境国家バリアン星系に対し、帝国軍は、小規模な軍事顧こ問もん団を隣りん国ごくであるエングローブ伯はく爵しやく領に送り込み、バリアン星系の鎮ちん圧あつに当たらせていたが、戦せん況きようは一進一退を繰くり返していた。

　帝国軍がバリアン星系に正規軍を差し向けなかった理由は、主たる敵はアウトニアとマイド・ガーナッシュであり、マイドさえ倒たおしてしまえば、辺境領で頻ひん発ぱつしている反乱騒さわぎは収まるものだと考えていたからである。

　しかし。

　帝国軍は勝てなかった。

　第三軍三万の艦かん隊たいをもってしても、アウトニアを攻略できなかったのである。

　この事実を知ったエングローブ伯爵家は、マルス家との絶ぜつ縁えんを宣言し、帝国軍の軍事顧問団を国外追放とした。

　第三次桃もも星ぼし戦せん役えきで、数万の死者を出したエングローブ伯爵領の領主と領民は、帝国軍に対し深い恨うらみを抱いだき続けていたのだ。

　かくしてエングローブ伯爵家は、バリアン星系と同盟を結び、ともに帝国の圧制に立ち向かうこととなった。

　辺境国家の間で、この反帝国同盟に加担する動きが広がりつつあったその頃ころ。バリアン星系の主星サメシロにあるバリアン星系軍の本部の一室では、一人の若い女性が一生懸けん命めい荷造りをしていた。

「えーと、スーツ類は入れたし、パジャマも入った……あとは小物と下着ね」

　独り言を言いながら、ベッドの上に並べた衣類を軍用の圧縮ラゲッジバッグのなかに放り込んでいるのは、このバリアン星系軍の総司令官であるユイ・コットンだった。

　いや……正確に言うならば「元・総司令官」であるユイ・コットンである。

　バリアン星系とエングローブ伯爵家との間に同盟が成立し、とりあえず当面の心配がなくなったところを見計らって、コットンは辞表を提出した。

　最初その辞表は突つき返されたが、コットンはマイド・ガーナッシュの下もとに参じるためだと言い張って無理やり辞職してしまったのだ。

　コットンはうきうきしながら荷物を詰つめていた。

　靴くつを手にとってコットンは微笑んだ。

　……これで、あの人と一いつ緒しよに歩ける！

　軍用の装備品や作戦策定用のチャートデータなどを持ってコットンはうなずいた。

　……これで、あの人と一緒に戦える！

　そして、下着を手に取ると……。

　……これであの人と……。

　ちょっと赤い顔になったコットンは、小さく咳せき払ばらいをすると、そそくさと下着をラゲッジバッグの中に詰め込んだ。

　そのとき、コットンの部屋の汎はん用よう端たん末まつが呼び出し音を響ひびかせた。

　荷物を詰めながらコットンは答えた。

「はい、どちら様ですか？」

　汎用端末は、電子人格の声で答えた。

『お久しぶりですな、コットン様』

　コットンはあわてて振り返った。

「ヴァル！　どうしたのよ！　急に」

　汎用端末の上に立ち上がったホログラフの品の良いタキシード姿の白はく髪はつの老人は、慇いん懃ぎんに一礼した。

『あなた様に、ぜひ、お会いしたいという方から、ご連れん絡らくがございまして。直接お目にかかるわけにもいきませんので、ぜひともわたくしのところでお引き合わせしようかと思い、参上いたした次し第だいでございます』

　コットンは目を丸くした。

「私に会いたい？　誰だれが？」

　ヴァルはちょっと首をかしげて言った。

『そうですな、コットン殿どのはおそらく初対面ではなかったかと存じます。マイド様はわたくしのところで何度かお会いしておりますが……』

　……ヴァルのところ？　あ、そうか例のバーチャルリゾートとかいう擬ぎ似じ空間のユーマのことね。

　……そういえば、あそこでマイド閣下はチャマー王子と会ったとか聞いたことがあるわね。チャマー王子かしら？　でもチャマー王子が私なんかに用があるわけないし……。

　まあいいか、会えばわかる。

　コットンはうなずいた。

「わかったわ、会ってみましょう、その人と……感応端末に触さわればいいのね」

　ヴァルは一礼した。

『お忙いそがしいところ誠に申し訳ございません』

　コットンは人差し指を感応端末に伸のばした。

　指先が金属の冷たさを感じるのと同時に。

　コットンはどこかの応接室の中に立っていた。




　目の前には、落ち着いた色調の調度品が並び、床ゆかは毛足の長い上質のじゅうたんが敷しき詰められている。

　足の裏に、じゅうたんの表面が、すっと沈しずむ感かん触しよくが伝わってくる。

　……へえ、すごいね。本物みたい。

　コットンがそう思ったとき、目の前にある扉とびらをノックする音がした。

「どうぞ」

　顔を上げたコットンが、反射的にそう答えると、ヴァルの声がした。

「失礼いたします」

　ドアが開いて、ヴァルと、そしてコットンと同じ年くらいか少し上の年ねん齢れいの女性が部屋に入ってきた。

　ヴァルが紹しよう介かいしようとしたのを若い女性が右手で制した。

　そして、その女性はコットンの前に立ち軽く一礼するとにっこり微笑ほほえんだ。

「はじめまして、私はエリス、エリス・トゥナイツと申します」

　コットンは驚おどろいた。

　エリス・トゥナイツといえば、帝てい国こくの名門であるトゥナイツ家の令れい嬢じようであり、マイド・ガーナッシュ特とく捜そう班はんの責任者であった女性として、知らないものはなかった。

　コットンは直立不動の姿勢を取ると、エリスに敬礼した。

「元バリアン星系軍総司令官、ユイ・コットンです」

　そして、コットンはふっと笑った。

「昨日辞表を出しましたので、正確に言うなら単なる無職者のユイ・コットンですが」

「私も、先日までマイド・ガーナッシュ特捜班の責任者でしたが、今はただのエリス・トゥナイツですわ。どうぞお座りください」

　エリスはそう言って微笑むと、コットンを部屋の奥にあるソファにいざなった。




　ソファに座ったコットンを見て、エリスは感心したように言った。

「あなたの経歴をみて、ため息が出ました。あなたは、その若さで……まして女性でありながら、ミリオン傭よう兵へい隊の指揮を執とり、マイド・ガーナッシュと戦い、そしてつい先日までバリアン星系軍の総司令官をされていたのですから」

　コットンは肩かたをすくめた。

「私はマイド・ガーナッシュ殿と戦ったんじゃありません。あの方に負けたんです」

「あら、私もよ。あの人を取り逃にがした責任を取らされちゃって今は無職なの……」

　エリスは、にこっと微笑むと、つけ足した。

「私たち、両方ともあの人に人生を変えられちゃったのかもしれないわね」

　……そうかもしれないな、とコットンは考えた。

　マイドにこてんぱんに負けなければ、私は今でもケルプのことを憎にくんでいたかもしれない。

　その憎しみが、あいつへの想おもいの裏返しだと私は心のどこかで気づいてた。気づいていたからこそ私はそれを認めたくなかったんだ。

　でも、マイドは私を変えてくれた。

　私が着こんでいた自分を守るための分厚くて重いこけ脅おどしの鎧よろいを、マイドは一いち撃げきで砕くだいてしまったんだ。

　エリスが話を続けていた。

「でも、あなたには才能があったからすぐに仕事があったけど、私はだめね。才能がないから帝国軍を追い出されたあと、何もやることがないの」

　コットンは首を振ふった。

「それは才能の問題ではありません。システムの問題です。帝国軍の人物評価は基本的に年功序列ですから、いくら才能があろうとも年が若ければ、絶対に指揮官にはなれません。でも、この世界には、才能と能力だけで評価する場所もいっぱいあるということだと思います」

　エリスは真しん剣けんな目でコットンを見た。

「そうね、あなたには軍事指揮官としての才能がある……一つお聞きしてもいいかしら？」

「ええ、なんでしょうか？」

　そう答えながら、コットンは、心の中でちょっと身構えた。

　……来たな。

　今までのはただの世間話。これからが本題だ。

　私をここに呼んだ本当の理由がわかる。

　エリスは真剣な目をしたまま言った。

「私たちトゥナイツ家の領地は、ネーベルランドです。ネーベルランドの人口は、約一億二千万人。常備軍は三百万人。最さい新しん鋭えいの装備は持っていますが、ほとんどは実戦経験がありません。この軍隊で、マルス家と戦うことができるでしょうか？」

　コットンは驚いた。

　軍事力、国力そのどちらもトゥナイツ家とマルス家とでは比べものにならない。

「……その、マルス家とは、マルス家の中の諸しよ侯こうの誰だれか、ということではなくマルス家全体ということですか？」

　エリスはうなずいた。

　コットンは絶句した。

　トゥナイツ家がウサギならばマルス家は巨きよ大だいな象だ。それも一頭じゃない、象の群のようなものだ。それに、たった一匹ぴきのウサギが立ち向かえるわけがない。

　コットンの表情に気がついたのだろう、エリスがうなずいた。

「無理だということはわかっています。誰がどう考えてもできっこない相談です。そう、あのマイド・ガーナッシュでもそれは無理でしょうね……」

　……そうだろうか？

　本当にマイドでも、それは無理だろうか？

　マイドは、人口十万人の開かい拓たく惑わく星せいの軍隊で、その十倍以上の敵と戦い、そして負けなかった……と、いうことはネーベルランドの国軍レベルの軍隊があれば、ひょっとしたらやれるかもしれない。

　コットンは首を振った。

「いいえ、マイド・ガーナッシュなら、やれるかもしれません」

　エリスは目を見開いた。

「……どうやって？」

「それは……わかりません。私は彼ではありません。しかし、なぜそう思ってしまうのか、エリス様ならおわかりでしょう？」

「……わかります。そして今、なぜアウトニアが帝てい国こく軍に負けなかったのか、その理由もわかりました……」

　そこで言葉を切って、エリスはうなずき、そして言葉を続けた。

「マイド・ガーナッシュにはカリスマがあるのですね。彼ならなんとかしてくれる。彼ならどんな劣れつ勢せいも撥はね除のけてくれる。彼と一いつ緒しよなら負けない……将軍から一兵卒、そしてすべての国民がそう思う……彼にはそう思わせる何かがあるのですね」

　微笑ほほえみながらコットンは肩をすくめた。

「そうです。あの人は、自分にそんな力があるなんて、これっぽっちも思ってはいないでしょうけどね」

　エリスは、その端たん整せいな顔の前で両手の指を組んで考え込んだ。

　そして、顔を上げるともう一度真剣な目でコットンを見て聞いた。

「もし、トゥナイツ家が打だ倒とうマルス家を叫さけんで決起するつもりだ、とマイド・ガーナッシュ殿に伝えたら、彼はトゥナイツ家の下もとに来てくれるかしら？」

「いえ、それは絶対に無理です」

　コットンは即そく座ざに否定した。

「マイドが目標としているのは、あくまでもアウトニアという国を再興し、かつての国民たちを呼び戻もどすことだけです。彼は、帝国内の権力争いのことなどに無関心です……いえ、関心はあると思いますが、彼の頭の中には、自分が帝国で権力を握にぎり、それを振るうということが、すっぽりと抜ぬけ落ちているのです。おそらく自分にそれができるなどということを考えたこともないでしょうね」

　大きくため息をついた後でエリスは半分あきらめたような微び笑しようを浮うかべた。

「そうね……そういう人よね、あの人って」

「エリス様は、マイドと会ったことがあるのですか？」

「ええ、一度だけ。このバーチャルスペースでね……ほんとにチャマーの言うとおりの人だったわ」

　そして、改めて姿勢を正すと、エリスはコットンを正面から見つめた。

「では、コットン殿どのにお聞きします。もし、トゥナイツ家だけでなく、ここにディア家が加わればどうなりますか？　トゥナイツ家、ディア家の連合軍ならば、マルス家と戦えますか？」

　コットンは、衝しよう撃げきを受けた。

　……エリスは本気だ。

　この人は本気でマルス家と戦おうとしているんだ。

　そして、コットンはすばやく頭の中で計算した。

　ディア家の国力はトゥナイツ家の数倍はある。だとしても、とても勝ち目はない。戦力の差もあるだろうが、何よりマルス家には皇こう帝ていがついている。

　コットンは首を振ふった。

「戦力的にはかなり強力になりますが……問題は大義名分です。マルス家はアリクレスト皇帝を擁ようしています。マルス家と戦うことはそのまま帝国全体を敵に回し戦うことを意味します。いかにマルス家の専横を叫ぼうとも、現皇帝に叛はん旗きを翻ひるがえすことは反乱です。帝位の簒さん奪だつ者として糾きゆう弾だんされれば、そのマイナスイメージは計り知れません」

　エリスは、再び顔の前で両手の指を組んで黙だまり込んだ。

　そして、二呼吸ほどしてから、エリスは顔を上げた。

　目に決意がみなぎっていた。

「わかりました……あなたに、引き合わせたい方がいます。しばらくお待ちください」

　そう言ってエリスはソファから立ち上がり、部屋を出ていった。




　しばらくして、エリスが七十歳くらいの気品ある老人の男と一緒に部屋に戻ってきた。

　そして。

　その老人の顔を見たとき、コットンはその人の正体に気がついた。

　……まさか……この方は！

　エリスは、コットンが老人の正体を見破ったことに気がついたらしく、小さくうなずいて言った。

「そうです、この方はディア家の当主にして先代の帝国皇帝、ダイテツ七世その人です」

　驚きよう愕がくするコットンの目の前で、ダイテツ七世は、静かに微笑み、そして会え釈しやくした。




　目の前に、ヴァルが淹いれてくれた紅茶のカップがあった。

　ゆたりと揺ゆれる紅茶の表面から立ち昇のぼる湯気が渦うずを巻き、立ち昇り、そして香かおりだけを残して消えてゆく。

　応接セットのソファに座ったコットンは、紅茶だけを見つめていた。

　顔が上げられなかった。

　当然である。目の前にいる老人は、たった二年前まで、このマガザン帝国の皇帝として君臨していた男なのだ。

　退位したとはいえ、いまだに彼を敬愛する者は多く、帝国内での影えい響きよう力は失われてはいない。

　そんな人間の目の前に座って、平気でいられるほどコットンは強くもなければ鈍にぶくもない。

　コットンの視界に老人の手が入って来た。

　目の前に座っている老人が、ティーカップに手を伸のばしたのだ。

　老人はカップを取り上げた。

　その手につられてコットンは目を上げた。

　老人は、ティーカップを口元まで持っていこうとして、一いつ瞬しゆん不安げな表情を浮かべて、横に座っているエリスを見た。

　エリスは、大だい丈じよう夫ぶです、という顔をして小さくうなずいた。

　紅茶のカップを恐おそる恐る口に運んだ老人は、目を見開いて感かん嘆たんのつぶやきを漏もらした。

「おお、なんという芳ほう香こうじゃ、アッサムの最高級にも匹ひつ敵てきする……これがバーチャルリアリティとはの……」

「これは、ヴァルゲイン殿どのの能力の一いつ端たんにすぎませんわ、伯父おじさま」

　エリスがいたずらっぽい笑いを浮かべてコットンを見た。

　そのとき、部屋の中に、静かに、決して耳みみ障ざわりにならない程度の音楽が流れていることにコットンは気がついた。

　……あ、バッヘルベルのカノンだ。

　きっと、この音楽は、ずっと流れていたのだろう。

　今の今まで、私はそれにすら気がつかなかったんだ。

　コットンの肩かたから力が抜けたのを見たのだろう。ティーカップを置いた老人は、柔やわらかな声で言った。

「ここは、この世の場所ではないと聞く。ならばこのわしもこの世のわしではない。このエリスもまたこの世のエリスではない。そうかしこまることもなかろう？」

　コットンはうなずいた。

「はい、恐れ入ります」

　老人はしばらく無言だったが、やがて、ポツリと聞いた。

「そなたは……マイド・ガーナッシュと会ったことがあるのだな？」

「はい、何度か……敵味方であったこともございます」

「どのような男であった？」

　コットンは考え込んだ。

　そして、言葉を選ぶようにゆっくりと答えた。

「わかりません……裏の裏を読み、相手の弱点を突つくことに長たけた人間というのは、えてしてひねくれ、底意地が悪いものでございます。しかし、あの方には、そのひねくれた部分がございません。善意の……底そこ抜ぬけの善意の持ち主であり、ある意味それがゆえに人間の情の機き微びに通じているのかもしれません」

　老人は満足そうにうなずいた。

「エリスと同じような人物評だな……そうか、彼かの者はそのような人物であるか……」

　コットンは顔を上げて老人に聞いた。

「恐れ入りますが……一つお聞きしてもよろしいでしょうか？」

「ん？　なにをじゃな？」

「あなた様は、皇太子殿でん下か爆ばく殺さつ事件の犯人を……マイド・ガーナッシュであると、今でもお考えですか？」

　老人の目が見開かれた。

　コットンは、その目を正面から見つめた。

　やがて、老人は目をそらした。

　老人の目に薄うすく涙なみだが浮ういた。

「今は……考えておらん……そして、考えておらぬがゆえに、そなたと会いたいと思ったのじゃ……タツヨミは、わしに似て優やさしく病弱な子であった。軟なん弱じやくとそしる者もあろう……されど軟弱のどこが悪い！　強き者は弱き者を平らげ、ひたすら強くなろうとする。今、マルス家は、皇こう帝ていを戴いただき帝国に君臨した。なのに、そのうえ何を望むのか！」

　老人は、再び顔を上げると、今度は力強い意志をたたえた目でコットンを見た。

「わしは……何かをせねばならぬ。わしが何もせずにこの世を去れば……タツヨミはこの世に何一つ名を残さぬまま消えるであろう。しかし、わしが起たてば、タツヨミの名は残る！」

　コットンは驚おどろいた。

　……前皇帝が、現皇帝に叛はん旗きを翻ひるがえすというのか。

　そんなことをすれば……帝国は……割れる。

　老人の言葉は続いていた。

「これは、ディア家とマルス家との戦いではない。一人の父親としての戦いなのじゃ……」

　老人の目から涙がこぼれた。

「父が……子の葬そう儀ぎに出るようなことはあってはならん……あってはならんのじゃ……」

　そこにいるのは前皇帝ではなかった。

　理り不ふ尽じんな暴力により我が子を奪うばわれた、一人の父親の姿だった。

　泣くダイテツ七世の横に座り、その背中をさすっていたエリスが言った。

「私とダイテツ伯父は、常にマルス家によって監かん視しされています。ですから私たちはずっとこの空間で話を詰つめてきました。しかし、私たちには、自由はありません。何かを成したくともディア家の領地であるボヘモンド侯こう爵しやく領に連れん絡らくを取ることすらおぼつかないのです！」

　ダイテツ七世は顔を上げた。

「ユイ・コットン殿どの、そなたを我々の陣じん営えいの軍事的指導者として迎むかえたいのじゃ！　我々ディア家、そしてトゥナイツ家は軍事的に弱体で、まともに戦えるような戦力を持っておらん。もし、このまま兵を挙げたならば、間ま違ちがいなくマルス家に揉もみつぶされてしまうであろう。頼たのむ！　そなたの知ち恵えと力を貸してはくれんか！」

　コットンは目を閉じて考え込んだ。

　ここで、エリスとダイテツ七世の頼みを聞けば……もう……あの人のところに行けなくなってしまう。

　マイドたちは、帝国の権力闘とう争そうには無欲だ。彼らはアウトニアのためだけに戦っている。そして、それがわかっているからこそ、人々はマイドたちを信用するんだ。

　もし、前皇帝とマイドたちが同盟を組めば、絶対に人々はマイドのことを簒さん奪だつ者だと思うだろう……マイドにはそれができる能力があるから、なおさらそれは説得力を持つ。

　だから……私はマイドたちと同盟を組むわけにはいかないんだ。

　そう考えたとき。コットンは、胸が締しめつけられるような気がした。

　あの人といっしょに戦うことも、話すこともできなくなる。

　たった今まで。

　そう、現実世界の私はあの部屋で、アウトニアにいくための荷造りをしている。

　もう、すぐそこにいたんだ。

　手を伸のばせば触ふれるくらいのところにあいつがいたんだ。

　……なのに。

　コットンは目を開いた。

　目の前に年老いた前皇帝と、エリスがいた。

　その二人は、とてもはかなげに見えた。

　……この二人は、マルス家に勝てるなんて最初から思ってはいないだろう。

　でも、戦おうとしている。

　死んだ皇太子のために。

　……いや、違う。

　そんなんじゃない。それだけじゃない。

　そして、コットンは気づいた。

　そうだよね、マイド。そしてケルプ。

　あんたたちと同じなんだ。

　この人たちは、あんたたちと同じ道を歩こうとしているんだ。

　だとしたら……たどり着く場所は同じだ。




　コットンはうなずいた。

「私は若じやく輩はい者で、いまだ、つたなき者でございますが、できる限りお力になりたいと思います……私のような者でよろしければ」

　エリスと、ダイテツ七世は目を見開いた。

「ありがとうございます！」

「おお……やってくれるか！」

　コットンの手を握にぎった皺しわだらけの骨ばった老人の手は温かかった。

　その、ダイテツ七世の手を握りながらコットンは思った。

　……ケルプ、ごめんね。

　また、あんたのところに行くのが遅おそくなっちゃうね。

　でも、いいよね。

　私たちは同じところに向かって歩いているんだもの。
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　終章







　帝てい国こく暦れき九百五十三年葡萄ぶどう月十四日午前三時。

　マガザン帝国軍国防総省の建物内、そして、前皇帝ダイテツ七世公宅、トゥナイツ家本宅などで、同時に大爆ばく発はつが起こった。

　それは、仕し掛かけられた時限式の爆発物が爆発したものであり、このため帝国軍の中ちゆう枢すう部は大混乱となった。

　帝国内のさまざまな通信を傍ぼう受じゆ分ぶん析せきするために作られた情報局特別室や、情報局のデータベースなどが壊かい滅めつ的な被ひ害がいを受け、ダイテツ七世公宅、及およびトゥナイツ家の本宅は、跡あと形かたもなく吹ふき飛ばされた。

　帝都には戒かい厳げん令れいが敷しかれ、全軍に対し警報が発令された。

　しかし、マルス家を中心とした帝国軍首脳部とアリクレスト皇帝は、この直前に一隻せきの快速艇ていが、帝星からボヘモンド侯こうの領国に向かって旅立ったことに気づいていなかった。

　それに気づいたのは、ボヘモンド侯こう爵しやく軍の軍事用通信回線が帝国軍のリンクから外れたことを知ったときだった。

　帝国軍の指揮下から外れた理由を確かく認にんするために、通信部門の係員がボヘモンド侯爵領に通信を試みたが、一切の通信は遮しや断だんされてしまっていた。

　通信部の係員は、やがてその理由を知ることとなった。

　通信ではなく。

　前皇帝の宣言という形で。




　老人が立っていた。

　軍服に身を包んだ一人の老人が立っていた。

　やがて老人は目を開き、静かに話し始めた。

「帝国の臣民諸君、余よは前皇帝ダイテツ七世である。臣民諸君も知ってのとおり、余は三年前、我が子タツヨミを卑ひ劣れつなる爆ばく弾だんによって喪うしない、その心労から自ら帝位を退いた。

　宿敵神聖ローデスと常に対たい峙じしているこの帝国を、気力の衰おとろえた余が率いることは適かなわぬと思い、余は帝位を退いた。

　しかし、臣民諸君！

　余は再びここに帝国皇帝として起たつことを宣言する。

　老いたる者が、なにを世よ迷まい言ごとを言うか、何を血迷ったのかと思う者も数多かろう。

　ならば余はその者に問う！

　我が子を理り不ふ尽じんに奪うばわれし父親のなすべきことは何かと！

　我が子タツヨミを爆ばく殺さつするは、彼かのマイド・ガーナッシュにあらず！

　その者は余が帝位を譲ゆずりし、アリクレスト・マルスなり！

　その証あかしを求め言い立てし者に、世はマイド・ガーナッシュの戦いぶりを示し、かくのごとき答えん。

　彼の者が、十倍の帝国軍に対峙し、彼の愛すべき国民を守りしは信念がためと！

　それは利にあらず情にあらず！　ただ正しきことを行う信念なりと！」

　そして、老人は腰こしに吊つっていた剣けんを抜ぬき、正面にむけてその剣を伸のばした。

「余はここに、余こそがこのマガザン帝国の真なる皇帝であることを宣言する！

　簒さん奪だつ者であるアリクレスト・マルスの名において施し行こうし命じられたすべての命令は無効である！

　本日ただいまよりマガザン帝国の首都は余の立つこの地ゲイボルグである！

　臣民よ、起て！

　我が帝国は臣民のものにして、マルス家のものに非あらず！」




　このダイテツ七世の宣言は、ネットにより帝国の隅すみ々ずみまで配信された。

　時に帝国暦九百五十三年葡萄月二十五日。

　マガザン帝国は完全な内乱状態に陥おちいった。

　帝国軍は、領主ごとに反乱軍と皇帝軍の二つの勢力に分かれることとなった。

　時代は、音を立てて動き出した。







　あとがき







　四ヶ月ぶりのご無ぶ沙さ汰たです、雑家の鷹たか見み一かず幸ゆきと申します。

『でたまか驚きよう天てん動どう地ち篇』いかがでしたでしょうか……え？　第二部完結のはずなのに終わってないじゃないか！　ですって？

　まあ気にしないでください。よく言うじゃありませんか「細かいことを気にすると大物になれない」って。

　……え？　私は大物なんかにならなくてもいい、一生つまらない小物で終わってもかまわないから、そのことについて聞かせろ？

　……わかりました、そこまで言われては仕方がありません、白状します。

　私は今まで、出版した本の売れ行き次し第だいで、次の本が出るかどうか決定されるという名実ともに「でたまか作家」（でたとこまかせの自転車操業作家）だったのですが。今回から、なんと、きっと売れるだろう、という見込みだけでも本を出してもらえる「宝くじ作家」（当たればいいが当たらなければ損をする）のレベルになってしまった、というのがその理由です。

　私が、前作である『天下大乱篇』を書いた段階では、『でたまか』第二部は、この『驚天動地篇』で打ち止めになるはずでした。

　本来の予定では、第二部も三冊で終わるはずだったところを、無理を言って一冊増やしてもらったのですから、もう何が何でも終わらせるつもりだったのです。

　ところが『でたまか』シリーズが予想外に好評だったのか、それとも税金対策で赤字部門を作る必要があったせいなのか、それはわかりませんが、この『驚天動地篇』を書き始める前の打ち合わせで編集さんから「あと一冊出せますから、七巻と八巻を使って第二部をきっちり終わらせましょう」と言われたのです。

『でたまか』シリーズには、一ひと癖くせも二癖もあるようなキャラクターが山ほど登場します。それぞれにちゃんとバックグラウンドとなるエピソードがあります。しかしメインのストーリィに関かかわらないそういったエピソードを書く余よ裕ゆうは無いとあきらめていました。

　それを書いてもいいと言われたわけですから、私としては一も二もなく、その場で承しよう諾だくしてしまったわけです。

　そういうわけで、この『驚天動地篇』では、『でたまか』第二部は完結しておりません。

　本来ここで書くはずだった神聖ローデス側の内乱の様子や、マイドの士官学校の友人たちが続々とマイドの下もとに集まってくるエピソードなどは、次の『でたまか青天霹へき靂れき篇』で書くことになりました。前作のあとがきで書いたこととまったく違ちがってしまったわけです。

　悪いのは編集さんです、私じゃありません（最低なヤツ）。




　そのおわび、と言ってはなんですが、読者の皆みな様さまにプレゼントのお知らせです。

　アンケートハガキで『でたまか』の感想をスニーカー文庫編集部宛あてにお送りくださった方の中から五十名の方に、私が自費で作った「アウトニア王国の紋もん章しよう」のワッペンをプレゼントしたいと思います。

　私が現在『ザ・スニーカー』で連れん載さい中の「ネオクーロン」の読者プレゼント品である電動エアガンに比べますと、少々見み劣おとりしますが、スポンサーのつかない非売品、という心意気をくんでいただければ。と思います。

「ネオクーロン」と言えば、連載中の「ネオクーロン」の別バージョンとして、そのお話の十年前の出来事を書いた書き下ろし『ネオクーロン[image: ]』が八月ころに出る予定です。

　んでもって『でたまか青天霹靂篇』が、その直後に出るはずです……たぶん。






「ツナマヨおにぎり作家」（どこにでも置いてあって必ず売れる）になりたい


鷹見　一幸




※プレゼント企画は終了しています。









　おまけ短篇小説　後書き







「やりなおし！」

　機動戦せん闘とう艇てい母ぼ艦かんエクセリオンの機体整備ハンガーに、オノチの容よう赦しやない声が響ひびき渡わたった。

　ハンガーに係留された機動戦闘艇の前に立っている、まだ少年の面おも影かげが残る金きん髪ぱつの若い男の顔を、びしっと音がするほどの勢いで指差してオノチは続けた。

「リニアアクチュエーターのバルブシールに汚よごれが残ってる！　ココーネ伯はく爵しやく家の御おん曹ぞう司しだかなんだか知らないけどさ、このケルプワイン海かい賊ぞく団じゃ、そんなことは関係ないんだよ！」

　作業服姿の青年は、ちょっと不服そうな顔でうなずいた。

「わかりました、ちゃんとやっておきます」

　オノチは、真しん剣けんな目で青年を見つめて聞いた。

「ねえ、ジャマー。あんた帝てい国こく軍のパイロットだった頃ころ、自分の乗る機動戦闘艇の整備に立ち会ったことがある？」

　ジャマーは、少し驚おどろいたように答えた。

「いや……ないよ。パイロットは操縦だけが仕事だったから、機体整備は整備班の領分で一いつ切さい口出ししなかったし、できなかった」

「やっぱりね……」

　小さくうなずいてからオノチは続けた。

「うちみたいな零れい細さい企き業ぎようは、機動戦闘艇の整備やら何やらを全部パイロットが自分でやるんだ。自分の乗る機体のどこに問題があるのか、あらかじめそれを知っていれば、機体に無理をさせないですむだろ。うちじゃ、調子が悪いから別の機体に乗る、ってわけにはいかないんだ。パイロットのあんたに整備員の真似まね事ごとをさせているのは、別にイジメでもなんでもないんだ、生き残るために必要なことなんだよ」

　ジャマーは、はっとしたような顔をしてうなずいた。

「わかりました、ちゃんとやっておきます！」

　オノチは、にこっと笑った。

「さっきと同じセリフだけど、その言い方のほうが聞いていて気分がいいな……あ、そうそう、あとで第三十二補給倉庫から、このリストにある品物を持ってきておいて」

　リストの挟はさまったクリップボードを差し出して、オノチはにっこりと微笑ほほえんだ。




　三分後、機体整備ハンガーを通りかかったザイケン大たい尉いは、怪け訝げんな顔をしてクリップボードに挟まった書類を見ているジャマーに気がついた。

「よう、ジャマー少尉、どうしたんだ？　何か悩なやんでいることでもあるのか？」

「あ、いえ……このリストの品物を持って来いと言われたんですけど」

「リスト？　どれ、見せてみろ」

　クリップボードの書類を追っていたザイケン大尉の目が丸くなった。

「なんだこりゃ、チョコレートケーキに、アイスクリーム、コーラにポテチ、んでもってファッション雑誌。帰りにクリーニングに出してあった四人分のスカートとブラウスを取ってくること……だと？」

　ザイケン大尉はジャマーの顔を見た。

「お前は使い走り一号か？」

　大きくため息をついてから、ジャマーは答えた。

「僕と彼女たちとの腕うでの差を考えれば、使い走り扱あつかいされても文句は言えません……」

　ザイケン大尉は、ジャマーに向かって、にやっと笑って言った。

「まあ、惚ほれた弱みだ、文句を言うな」




　機体整備ハンガーの上を通る連れん絡らく通路から、ジャマーとザイケンの様子を、参さん謀ぼう肩けん章しようをつけた帝国軍の制服を着た二人の男が見下ろしていた。

　良く見ると、二人の制服には部隊章と戦功略りやく綬じゆを外した痕こん跡せきがあった。

「パイロットたちは、なんとかやっているみたいだな」

「たとえ陣じん営えいが変わっても基本的にやることは同じだからな……」

　その口調に不満げな響きを聞き取ったのだろう、片方の男が声をひそめて聞いた。

「ラルク……どうした？　お前、第三軍を脱だつ走そうしてこのアウトニアに亡命したことを悔くやんでいるのか？」

　ラルク、と呼ばれた男は小さく首を振ふった。

「いや……あのまま第三軍にいたら、満足な食い物も水もないまま、保存食だけを食わされる日々を送るハメになっていただろう……それを考えれば、このアウトニア軍は天国みたいなものだと思っている……ただ……ちょっとな」

「ちょっと、何だよ」

　ラルクは、ため息をついて答えた。

「一日一回必ず牛ぎゆう丼どんを食わされるというのは、かんべんしてもらいたい……俺は牛丼があんまり好きじゃないんだ」

「アウトニアの経済力を考えれば、兵士全員にメシを食わせているだけ、たいしたものだと思うぞ。牛丼くらいで文句を言うな」

「まあ……そう言われてみればそうだけど……好き嫌きらいだけはどうしようもないしな」

　ラルクが、そう言って天てん井じようを見上げてため息をついた頃。

　ネオ・アウトニアにある、アウトニア軍総司令部の一室では、マイドとマリリンが、同じように天井を見上げてため息をついていた。

「帝てい国こく第三軍からの脱走者が二千七百人か……あんたが戦った相手ってのは、どうしてこう仲間になりたがるんだろうね」

　壁へき面めんにアウトニア軍の人員と物資の消費量を対比した一覧表を投とう影えいしていたヴァルに向かって、マイドが言った。

「現在のアウトニア軍の経済状じよう況きようを表示してくれないか？」

　ヴァルが一礼するのと同時に表が入れ替かわった。

　マイドはしばらく無言でその表を見ていたが、やがて、つぶやくように聞いた。

「マリリン中ちゆう佐さ、前から聞きたかったんですけど、この表で見る限り、アウトニア軍の経済状況はとっくに破は綻たんしているはずです。なのになぜ補給物資を調達できているんですか？」

　右手の人差し指で頭の右側を搔かいてから、マリリンは一言だけ答えた。

「へそくりさ」

「へそくり？」

　マリリンはしばらく黙だまったままマイドの顔を見つめていたが、やがて、ゆっくりと言った。

「本当は黙っていなくちゃいけないんだけど……あんたには言っておくよ。これは……あの子の……メイのへそくりなんだよ」

「メイの？」

　目を見開いたマイドをそのままにして、マリリンは立ち上がった。そして、キャビネットの中から一本のワインボトルを取り出して、マイドの前に置いた。

　そのワインボトルには、白いメモ用紙のようなラベルが貼はられ、たどたどしい子供の文字で名前のようなものが書かれていた。

「そう、これがメイのへそくりさ。このワインはね、アウトニアのワインだ。帝国軍にユーマを追われたとき、メイは帝国軍と交こう渉しようして、国民の自己消費分として一人当たり五本までのワインの持ち出しを認めさせた。そして国民に呼びかけたんだ。良いワインを持ち出そう。ワインこそがアウトニアの財産なのだから、ってね……」

　マリリンはワインボトルのラベルを見た。

「そしてアウトニア国民は、帝国に取り上げられないようにビンテージワインのラベルを全部剝はがし、白い何も書いていないラベルに取り替え、そして自家用の証しよう拠こに自分たちの名前をそのラベルに書いた。

　一人当たり五本……つまり五十万本のビンテージワインがそうやって持ち出された。

　ワインの商標が帝国に買い取られた今、このワインは一いつ切さいの銘めい柄がらを名乗ることはできない。でも、このボトルに入っているのは誰だれにも文句をつけようがないアウトニアの一級品なんだ」

　マリリンは微笑ほほえんだ。

「これが……一本いくらで取引されているか知ったら、あんたは腰こしを抜ぬかすだろうね」

　マイドは、机の上に置かれたボトルをそっと持ち上げた。

　それは、ワインではなかった。

　それは、ワインボトルに入ったアウトニアの国民の魂たましいだった。

　そうか……そうだったんだ。

　僕が戦えたのは、君のおかげだったんだ。

　……メイ。

　……ありがとう。

　マイドの目から涙なみだがこぼれた。




　後に、商標を失ったこのワインたちには「スピリッツ・オブ・アウトニア」という新しいブランド名がつけられ、アウトニア産の最高級白ワインは「王女の涙」と呼ばれるようになった。そして、このアウトニア国民一人一人の名前が書かれた白いラベルは、後に好こう事ず家かの間で「後書きラベル」と呼ばれるコレクターズアイテムとなった。

　しかし、本当に涙を流したのが、アウトニアを守り抜いたマイド・ガーナッシュであることを知っている人間は少ない。
















　　カバー・口絵・本文イラスト：Chiyoko

　　カバー・口絵・本文デザイン：中デザイン事務所










アウトニア王おう国こく再さい興こう録ろく４




でたまか




驚きよう天てん動どう地ち篇へん








鷹たか見み一かず幸ゆき





[image: ]





平成25年9月1日　発行





発行者　宍戸健司

発行所　株式会社角川書店

〒102-8078　東京都千代田区富士見2-13-3

http://www.kadokawa.co.jp/





(C) Kazuyuki TAKAMI 2003





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『アウトニア王国再興録４ でたまか　驚天動地篇』平成15年5月1日初版発行

平成16年5月20日3版発行








[image: ]



item/image/p081.jpg





item/image/cover.jpg
7 T EEES
X E)s

JL
R






item/image/p235.jpg
.






item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p031.jpg





item/image/p105.jpg
.
.






item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序章



		第一章　補給点



		第二章　司令官



		第三章　迎撃機



		第四章　攻撃機



		第五章　戦域外



		第六章　転換点



		第七章　大打撃



		第八章　落し穴



		第九章　後始末



		第十章　生存者



		第十一章　真皇帝



		終章



		あとがき



		おまけ短編小説　後書き



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p006-p007.jpg





item/image/p263.jpg
{0

Ly
Sl

..

.






item/image/p141.jpg





item/image/p063.jpg





item/image/logo-sneaker.png





item/image/p019.jpg
o

.

¥

-

. .

o .

. - o

. .






item/image/p171.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/gaiji-a-kuro.png





item/image/p287.jpg





item/image/p205.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
)
=
B
>
<
(9]
£
5
b
“
I
<
-
3






item/image/p005.jpg
T MZTERY Y -ZEROEF
T, XM DR, FEOLEFRICE
B, FTA VBT —LETY
1 NERXD BT

©IYR

HENEEAT ORRRO— AT,
FEOEMI S (YROSHE, 2
AFRBOBER> LD, N8
HORAICIL .

T VT >
FEHBET A H—-ROWRE, +
EERERICTIRFERNTOE [T
fEpIBE] OHEERETHY.
ABETHHS,

©@PYILRF

FEZAPIREEOVED, TILX
ROFH. EAFEEBRL. 797 e
[ RHOMAICESF, TERKE |1/

o KPS TIRERELTVS, {

Avbks =
HPOTO-F AR OMEELBBBRE
ULTTAREE - BBREEHD, TIU
T0HECAHAT, REBLERAREL
F=iEnY,

©RUYY

TRLBARMO LRI —T 1>
=\ 7N IROERESRF. ANTIRENT

UG rorsrouRtRLes. 6N

/\%f"m““ A ORTROPASIHYI1A A,

/ R N

PEZXYY=TIE L P EESOLR ¥ E F &
WOETFTALHUVEYLPEL T IORTENLAEE YEZ
;‘tfzfm\*/t;reﬁcszu%?@u@m#tévuv
WEBEHEBEYQOW - HR - FAIDBELERLYLE I FD
T CRBEBAHE—FURBLAELFNLEBPI "BEA1Cat 5 |
TIZOD FBAHREABAOZ " BEXZLPEFNES K S
ROEIDERBEERVELRLSE R BTULLOROFEEHE)
¥ UZENSLEBEYOELEN O CCHEIXTL K
» ¢;§§suu;_§4tva>zam Ex "BhC &Y
B OTHEE (IR AEBOSS LSISYROBS 1F 2
t 207%Ea® 1 vrr TCa4x & “EFAY
5 &£Evo% CEEDQ A4 CH GWTNESHETEOL
T WEREBRYEAFAZ FEE RFRBOITLEIZRAG R





item/image/p004.jpg
5

TER-T 1

onrox>

QO 5L S0 RIR
SHND-LITR® WIUMR
PAMEF & OIS ofm
RN — B D - kB
EIRL TR IVA0° &
-HECHZ P &0 BERHERTY
B 50834k O S
KV O R VEURTR
HBHK S FERWIR O S W°
WEeRDLIIRY EHS
IR —ih KR RO
RE WRWERVEID NN
Q" Myt | B OEFES
<AL O VD He0°
EP O LTEIKEKA DO
Ko dplod byl
KN HIER S RO P”
IR L HEAN B Ko
VD L BRI LR R e
R ORIHEVS ONADOD
KL D] | NSV
PO # 0 Le—

— Ko IV
UK LBRDLIRG
B RN EE L e

« PN
@r—x, VEPFEFOLFhELL

TEHOhTVS, ERAMEBARL,

TLENBBABRS
RAF
AP HEORS RIS, L
BN A ER

¢

D

¥/

2ITIED
IEBER
DRBEDNYITvTEE>T

W12

SHY-ZERD
EOHENLIC
®sh

En
FOUIMRES

H—Fv2aRIZ300 F-UEDOH

7k

I
ATWBFTI/H—Ih, TR
IB(CRIL TSR TR

1
%

DAL
4

y
AL






item/image/p125.jpg





item/image/p009.jpg
vAKN-F—Fvia






